
　熊本銀行保田窪支店は本年6月18日から、近隣の託麻支店内へ店舗内店舗方式（1つの店舗内で複数の支店
が営業する方式）での移転を行って営業しています。そこで保田窪支店の店舗跡地に、無人のサービス拠点
「サテライトプラザ保田窪」を開設し、7月2日（月）から営業を開始しました。
　「サテライトプラザ保田窪」は、ATMコーナーにテレビ相談窓口を併設した新しい形態の店舗で、テレビ電話を
通じてオペレーターと対話しながら、新規口座開設や各種変更手続きを行うことができます。また、ATMのほかに
税金・公共料金セルフ収納機や通帳繰越機といった新たな機器を導入し、これまで行員が窓口でお受付していた
お取引きの一部を、お客さま自身で簡潔かつスピーディにお手続きいただけるようになりました。
　熊本銀行では、「サテライトプラザ保田窪」を次世代型のサービス拠点として位置付け、デジタル技術を活用
しながら、より多くのお客さまにご満足いただけるサービスの提供を目指してまいります。
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We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

田名部　徹朗 氏　株式会社 三松　代表取締役社長
永田　佳子 氏　熊本KDSグループ　株式会社 KDS熊本ドライビングスクール　代表取締役
吉岡　英一 氏　株式会社 旭屋　代表取締役社長

To p  I n t e r v i e w

熊本銀行保田窪支店の店舗跡地に
『サテライトプラザ保田窪』がオープン！

F F G か ら の お 知 ら せ

〒862-0924
熊本県熊本市中央区帯山4-55-8所 在 地

テレビ相談窓口

■営業時間
平　日／9：00～15：00

※新規口座開設は個人の方を対象とさせていただきます

■取引内容
• 新規口座開設（総合口座／普通預金口座）
• 住所変更　• 通帳・カードの紛失　• その他のご相談

税金･公共料金
セルフ収納機

■営業時間
平　日／9：00～14：00
※一部、お取扱いできない帳票がございます

■取引内容
• 税金の納付（熊本県税／熊本市税）　• 公共料金のお支払い

■営業時間
平　日／8：00～21：00
土日祝／8：00～21：00
※当プラザのATMでは、硬貨もお取扱いいたします（平日8：45～18：00）　※一部、通帳繰越機対象外の通帳がございます

■取引内容
• 入出金、振込、残高照会 等（ATMを利用したお取引）
• 通帳記帳、通帳繰越

※お手続きの内容によっては、最寄の有人店舗をご案内させていただきます

ATM／通帳繰越機

103

228

サテライトプラザ保田窪

託麻支店・
保田窪支店

日赤通支店

セブン
イレブン

ディスカウント
ドラッグコスモス

帯山小

洋服の青山

シュロアモール長嶺
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帯山西小
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新大江支店
熊本県立大

熊本赤十字病院



季節の便り

今回は、熊本銀行 牛深支店から夏の便りです。

熊本銀行
牛深支店

S e a s o n’s  G r e e t i n g
　2018年6月末に「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界文化遺産に登録されることが決定しました。
熊本県の「天草の﨑津集落」は住民の多くが漁業を営み、豊漁の神である恵比寿像や大黒天像をデウスとし、アワビ
などの貝殻の内側に浮かび上がる模様を聖母マリアに見立てて崇拝するなど身近なものを信心具として代用する事に
よって信仰を継承した集落の一つです。17世紀から19世紀にかけての200年以上にわたるキリスト教禁教政策の下で、
既存の社会や宗教と共生しつつ、ひそかに信仰を伝えた人々の歴史は、12の構成資産によって今に伝える貴重な証拠
となっています。

写真提供：熊本県

天草の
﨑津集落

熊本銀行
牛深支店
熊本銀行
牛深支店
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過
酷
な
救
護
活
動
が
そ
の
体
を
痛
め
つ
け
た
。晩
年
は
、 

に
ょ 

こ 

ど
う

如
己
堂
と

名
づ
け
た
二
畳
ひ
と
間
の
病
床
に
伏
し
て
の
三
年
。『
長
崎
の
鐘
』な

ど
膨
大
な
著
作
は
闘
病
と
二
児
と
の
生
活
の
中
の
営
み
で
あ
っ
た
。

息
子
ま
こ 

と 

誠
一
は
通
信
社
の
記
者
を
経
て
記
念
館
の
館
長
を
務
め
、娘

か
や 

の 

茅
乃
も
父
の
顕
彰
に
献
身
し
て〝
永
井
隆
の
遺
児
〞を
生
き
た
。

　表
題
は
永
井
の
死
に
際
し
、サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
が
霊
前
に
供
え
た

詩
か
ら
借
り
た
。古
関
裕
而
は
そ
の
詩
に
合
唱
譜
を
つ
け
て
弔
歌
と

し
た
。藤
山
一
郎
の「
長
崎
の
鐘
」は
、そ
の
二
年
前
に
同
名
の
著
作

に
激
し
く
動
か
さ
れ
た
ふ
た
り
、「
も
う
流
行
歌
は
書
か
な
い
」と
宣

言
し
て
い
た
詩
人
と
、戦
時
の
国
民
に
し
ず鎮
め
と
励
ま
し
の
歌
謡
を
届

け
た
作
曲
家
の
こ
ん
し
ん

渾
身
で
あ
る
。格
調
の
鎮
魂
歌
は
国
民
の
心
に
し
み

た
。感
動
し
た
永
井
は
短
歌
を
詠
み
、色
紙
に
し
て
三
人
に
贈
っ
た
。

　新
し
き 

朝
の
光
の
さ
し
そ
む
る 

あ
れ
野
に
響
け 

長
崎
の
鐘

（
文
・
山
﨑  

潔
）

　浦
上
天
主
堂
。受
難
を
生
き
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
信
仰
の
象
徴

だ
っ
た
。原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
長
崎
の
街
と
と
も
に
壊
滅
し
た
。長
崎

医
大（
現・長
崎
大
学
医
学
部
）の
医
師
と
し
て
救
護
に
あ
た
っ
た
永

井
隆
が
白
血
病
の
病
床
か
ら『
長
崎
の
鐘
』を
出
版
し
た
の
は
昭
和

二
十
四
年
で
あ
る
。 

が 

れ
き

瓦
礫
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
の
鐘
に

思
い
を
重
ね
た
。「
長
崎
の
鐘
」は
祈
り
の
詩
的
抽
象
で
あ
る
。為
す

す
べ
な
い

し
ゅ 

ら 

修
羅
、焼
け
跡
で
骨
と
な
っ
た
妻
と
の
再
会・・・受
難
と
鎮

魂
の
響
き
は〝
祈
り
の
長
崎
〞を
印
象
づ
け
る
動
機
と
な
っ
た
。

　医
業
を
な
り
わ
い

生
業
と
す
る
松
江
藩
士
の
家
系
。死
産
や
む
な
し
の
宣
告

を
母
が
拒
絶
し
て
得
ら
れ
た
命
で
あ
っ
た
。医
学
は
母
の
念
願
で
あ

り
、自
身
た
め
ら
い
は
な
か
っ
た
。真
理
探
究
の
願
望
か
ら
唯
物
主
義

へ
。霊
魂
の
存
在
を
認
め
な
か
っ
た
若
者
の
選
択
が
長
崎
だ
っ
た
理
由

は
定
か
で
な
い
。教
徒
と
な
り
原
爆
を
受
難
と
し
て
引
き
受
け
た
人

生
を
思
え
ば
、聖
書
で
い
う
せ
つ 

り 

摂
理
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。母
の

急
逝
が
け
い 

じ 

啓
示
と
な
っ
た
。隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
秘
か
な
司
祭
を
伝
承

す
る
信
徒
の
家
に
下
宿
し
受
洗
し
た
。妻
は
家
の
一
人
娘
で
あ
る
。

　原
爆
と
の
因
果
で
理
解
さ
れ
が
ち
な
永
井
の
白
血
病
。投
下
の
前

に
余
命
三
年
と
宣
告
さ
れ
て
い
た
。放
射
線
療
法
の
医
師
と
し
て
防

護
が
不
十
分
な
環
境
で
の
研
究
や
結
核
検
診
に
よ
る 

ひ 

ば
く

被
曝
で
あ
る
。

1908年～1951年
（満43歳没）

此
ノ
涙
ヲ
イ
カ
ニ
セ
ム
。

永
井
　
隆

九
州
を
知
る
！ 
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今
月
の
一
枚  

「『
川
渡
り
神
幸
祭
』に
お
け
る
ご
み
箱
づ
く
り
」

　今
月
の
一
枚
は
、5
月
19
日（
土
）、

20
日（
日
）に
福
岡
県
田
川
市
で
開

催
さ
れ
た「
ふ
う 

じ 

風
治
八
幡
宮 

川
渡
り

じ
ん
こ
う
さ
い

神
幸
祭
」の
祭
り
会
場
に
設
置
し
た

児
童
手
作
り
の
ご
み
箱
を
前
に
笑
顔

の
F
F
G
行
員
の
写
真
で
す
。

　ご
み
箱
は
田
川
市
立
伊
田
小
学

校
の
児
童
約
1
9
0
人
が
1
人
1

個
ず
つ
、段
ボ
ー
ル
製
ご
み
箱
に
ポ
イ

捨
て
禁
止
を
訴
え
る
絵
を
描
い
た
も

の
で
す
。F
F
G
行
員
は
こ
れ
ら
の

ご
み
箱
の
組
み
立
て・
設
置
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。色

と
り
ど
り
の
可
愛
い
ご
み
箱
が
大
活

躍
し
た「
川
渡
り
神
幸
祭
」は
福
岡

県
を
代
表
す
る
お
祭
り
の
一
つ
で
あ

り
、県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
に

も
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
天

候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、2
日

間
の
人
出
は
22
万
人（「
ま
つ
り
IN
た

が
わ
実
行
委
員
会
」発
表
）と
な
り

大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　F
F
G
で
は
、こ
れ
か
ら
も
地
域

の
伝
統
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る

な
ど
、地
域
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
え
る

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。
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今
月
の
一
枚  

「『
川
渡
り
神
幸
祭
』に
お
け
る
ご
み
箱
づ
く
り
」

　今
月
の
一
枚
は
、5
月
19
日（
土
）、

20
日（
日
）に
福
岡
県
田
川
市
で
開

催
さ
れ
た「
ふ
う 

じ 

風
治
八
幡
宮 

川
渡
り

じ
ん
こ
う
さ
い

神
幸
祭
」の
祭
り
会
場
に
設
置
し
た

児
童
手
作
り
の
ご
み
箱
を
前
に
笑
顔

の
F
F
G
行
員
の
写
真
で
す
。

　ご
み
箱
は
田
川
市
立
伊
田
小
学

校
の
児
童
約
1
9
0
人
が
1
人
1

個
ず
つ
、段
ボ
ー
ル
製
ご
み
箱
に
ポ
イ

捨
て
禁
止
を
訴
え
る
絵
を
描
い
た
も

の
で
す
。F
F
G
行
員
は
こ
れ
ら
の

ご
み
箱
の
組
み
立
て・
設
置
を
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。色

と
り
ど
り
の
可
愛
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ご
み
箱
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大
活
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し
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川
渡
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神
幸
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福
岡
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に

も
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さ
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す
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は
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ら
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の
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は
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つ
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。
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本社前（左から田名部社長、柴戸頭取）本社前（左から田名部社長、柴戸頭取）

■会社概要
創業：1974年／設立：1972年／所在地：福岡県筑紫野市／資本金：
8,500万円／従業員：146名（2018年6月現在）／事業内容：金属加工
業及び各種機械装置組立業／事業拠点：（本社･本社工場）福岡県
筑紫野市、（工場･オフィス）福岡県朝倉郡筑前町、ベトナム･ハノイ

株
式
会
社 

三
松

精
密
機
械
か
ら
ソ
フ
ト
開
発
ま
で
。

Io
T
と
職
人
技
を
融
合
し
た
一
貫
体
制
で

お
客
様
の
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る
。

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

二
日
市
支
店

田
名
部 

徹
朗
氏

代
表
取
締
役
社
長

た
　
　  

な
　
　  

べ
　
　
　   

て 

つ
　 ろ 

う

さ
ん
　ま
つ
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械
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フ
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ま
で
。
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を
融
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し
た
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体
制
で
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タ
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／
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5

　
オ
ー
プ
ン・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
創
造
が
、現
代

の
技
術
革
新
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
今
日
、機
械

と
人
、大
企
業
と
中
小
企
業
、産
業
界
と
学
術
界
、

中
央
と
地
方
、そ
し
て
世
界
と
日
本
を「
I
o
T
を

伴
う
モ
ノ
づ
く
り
」に
よ
っ
て
つ
な
げ
た
い
。そ
の
一
翼

を
担
う
こ
と
こ
そ
が
我
が
社
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
※
1
）神
経
が
寸
断
さ
れ
た
手
の
指
の
関
節
を
動
か
し
て
運
動

機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
用
機
具

（
※
2
）チ
タ
ン
な
ど
を
高
熱・高
圧
で
細
か
い
粒
子
に
し
、高
機
能

材
料
に
再
製
す
る
特
殊
加
工
技
術

職
人
技
術
に
よ
っ
て
、我
が
社
の
未
来
に
も
新
た
な

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
最
先
端
の
金
属
加
工
を
ベ
ー
ス
に
、製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
受
託
や
製
品
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル・カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
つ

つ
、製
造
工
場
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
な
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、教
育
体
系
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、工
場
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、我
が
社
が
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
五
指
駆
動
機
構
リ
ハ
ビ
リ
装
置（
※
１
）」の
製
造
販

売
に
よ
り
医
療
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
と
、「
結
晶
粒

微
細
化
す
る
加
工
熱
処
理（
※
２
）」で
で
き
る
新
素
材

を
使
っ
て
航
空・宇
宙
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
で
す
。

製
品
を
製
造
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
こ
で
培
わ
れ
た

製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
化
し
、将
来
に
引
き
継
い
で
い

こ
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。

　
さ
ら
に
は
こ
の「
三
松
大
学
」を
他
社
へ
も
オ
ー
プ

ン
化
し
、ロ
ボ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
な
ど
、三
菱
電
機
様
や

川
崎
重
工
業
様
の
協
力
の
も
と
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

を
扱
う
た
め
に
必
要
な
ロ
ボ
ッ
ト
基
礎
講
習
を
開
講

す
る
な
ど
、モ
ノ
づ
く
り
D
N
A
の
伝
道
者
事
業
を

行
う
こ
と
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　
ま
た
社
内
で
毎
年
開
催
し
て
い
る「
三
松
マ
イ
ス

タ
ー
総
選
挙
」で
は
従
業
員
の
投
票
な
ど
を
も
と
に

優
れ
た
技
術
者
を
選
ん
で
表
彰
し
、従
業
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は「
福
岡
県
子
育
て
応
援
企
業
」と
し
て
、

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
、休
業
し
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
復
帰
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、女
性
が
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
も
整
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
は
I
o
T
に
よ
っ
て
劇
的
な
変
化
を
迎
え
て

い
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
リ
ア
ル
な

1.2.大型の金属加工機で曲げ加工を行う／3.工場
内は空調設備が整っており効率良く作業が進んで
いる／4.複数のレーザー加工機で様々な加工が
施される／5.これまで納品された製品は超微細な
ものから大型まで多種多様／6.本社入口ではステン
レス製すべり台がお出迎え／7.工場内は整理整頓
されており部品の所在がすぐにわかる／8.独自の
教育プログラムを持つなど人材育成を重視

田名部社長

　
私
は
２
代
目
社
長
・田
名
部
み
つ
ぎ貢
の
長
男
で
、３
代

目
社
長
・や

す
お
か
さ
だ
か
つ

安
岡
貞
勝（
現
・
会
長
）の
甥
に
あ
た
り
ま

す
。東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、大
企
業
で
イ
ン
フ
ラ

基
盤
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ

後
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
外

資
系
金
融
機
関
に
勤
め
ま
し
た
。そ
の
頃
ま
で
の
私

は
、父
や
叔
父
の
会
社
を
承
継
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、外
資
系
金
融
機
関
で
多
く
の

会
社
経
営
者
の
方
と
お
話
し
す
る
中
で
、企
業
経

営
の
あ
り
方
を
学
び
、理
念
に
触
れ
た
こ
と
で
、「
自

分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」と
後
継
者
に
な
る
こ

と
を
決
意
し
、32
歳
の
時
に
企
画
室
長
と
し
て
入

社
。2
0
1
0
年（
平
成
22
年
）に
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
私
は「
無
為
自
然
」と
い
う
言
葉
と
、織
田
信
長
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
好
き
で
、そ
の
両
方
が
企
業
経

営
に
必
要
な
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

の
技
と
I
o
T
を
融
合
さ
せ
た
最
新
鋭
加
工
機
を

備
え
た
本
社
と
夜
須
町
の
加
工
工
場
で
、部
品
加
工

や
機
械
装
置
組
立
て
ま
で
を
お
客
様
に
代
わ
っ
て
行

い
ま
す
。

　
材
質
も
ス
チ
ー
ル
、ス
テ
ン
レ
ス
、ア
ル
ミ
と
様
々
な

金
属
に
対
応
し
、大
型
の
半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置

か
ら
微
細
な
電
子
部
品
ま
で
金
属
部
品
の
製
造
、開

発
設
計
、制
御
、ソ
フ
ト
開
発
、加
工
技
術
、品
質
管

理
、生
産
管
理
ま
で
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
み
な
ら
ず
ベ
ト
ナ
ム
に
も
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
、昨
年
ベ
ト
ナ
ム
の
地
元
企
業
と
合
弁
会
社
を
設

立
し
、配
電
盤
の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る
こ
と
が
、我
が
社
の
モ

ノ
づ
く
り
D
N
A
を
継
承
す
る
取
組
み
で
す
。「
三

松
大
学
」と
い
う
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、

一
貫
し
た
教
育
体
系
の
中
で「
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」「
企
業
人
と
し
て
の
人
材
開
発
」を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
我
が
社
は
多
種
多
様
な

　
我
が
社
の
設
立
は
1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）。

葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
製
造
と
、乾
燥
機
の

き
ょ
う
た
い

筐
体
の
組

立
て
を
主
業
と
し
て
始
め
、そ
れ
か
ら
椎
茸
、い
草
の

乾
燥
機
へ
と
次
第
に
製
品
の
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
製
品
は
主
に
鋼
板
に
よ
っ
て
製
造
し
て

い
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
素
材
に
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル

ミ
を
追
加
し
、海
苔
乾
燥
機
等
の
特
殊
な
機
械
装
置

の
製
造
も
手
掛
け
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、製
品
の
小
型

化
に
も
挑
戦
し
続
け
、現
在
で
は
半
導
体
製
造
装
置

の
ス
テ
ン
レ
ス
部
品
や
、医
薬
品
の
充
填・梱
包
ロ
ボ
ッ

ト
や
血
液
検
査
装
置
、携
帯
電
話
基
地
局
の
ボ
ッ
ク

ス
製
造
な
ど
、月
間
約
１
万
件
も
の
依
頼
に
対
応
し
、

月
間
生
産
個
数
は
約
10
万
個
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。ま

た
、お
取
引
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
は
約
7
5
0

社
、我
が
社
の
協
力
企
業
も
1
0
0
社
を
超
え
ま
し

た
。「
お
客
様
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
一
個
か
ら
で
も

製
作
す
る
」「
品
質
が
第
一
」「
納
期
を
厳
守
」と
い

う
３
つ
の
約
束
を
会
社
設
立
以
来
か
た
く頑
な
に
守
っ
て
き

た
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
多
く
の
お
客
様
か
ら
信
頼
を

得
ら
れ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
製
品
設
計
か
ら
加
工
、組
み
立
て
ま
で
、従
来
バ
ラ

バ
ラ
の
町
工
場
の
機
能
を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
ご
提

供
で
き
る
加
工
サ
ー
ビ
ス
が
我
が
社
の
強
み
で
す
。

し
か
も
１
個
か
ら
数
千
個
ま
で
の
ど
ん
な
注
文
に
も

お
応
え
し
、お
客
様
の
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
我
が
社
の「
製
造
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」が
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
詳
細
に
伺
っ
て
、担
当
者
が

3
D
―

C
A
D
で
複
雑
な
設
計
図
面
を
描
き
、職
人

自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る

外
資
系
バ
ン
カ
ー
か
ら
の
転
身

「
小
ロ
ッ
ト
製
造
代
行
サ
ー
ビ
ス
」

と
い
う
業
種

１
個
〜
数
千
個
の
製
造
に
対
応

モ
ノ
づ
く
り
の
D
N
A
を
大
切
に

女
性
も
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
製
造
か
ら
ス
タ
ー
ト

取
り
扱
い
製
品
は
日
々
進
化
を
続
け
る
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5

　
オ
ー
プ
ン・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
創
造
が
、現
代

の
技
術
革
新
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
今
日
、機
械

と
人
、大
企
業
と
中
小
企
業
、産
業
界
と
学
術
界
、

中
央
と
地
方
、そ
し
て
世
界
と
日
本
を「
I
o
T
を

伴
う
モ
ノ
づ
く
り
」に
よ
っ
て
つ
な
げ
た
い
。そ
の
一
翼

を
担
う
こ
と
こ
そ
が
我
が
社
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
※
1
）神
経
が
寸
断
さ
れ
た
手
の
指
の
関
節
を
動
か
し
て
運
動

機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
用
機
具

（
※
2
）チ
タ
ン
な
ど
を
高
熱・高
圧
で
細
か
い
粒
子
に
し
、高
機
能

材
料
に
再
製
す
る
特
殊
加
工
技
術

職
人
技
術
に
よ
っ
て
、我
が
社
の
未
来
に
も
新
た
な

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
最
先
端
の
金
属
加
工
を
ベ
ー
ス
に
、製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
受
託
や
製
品
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル・カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
つ

つ
、製
造
工
場
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
な
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、教
育
体
系
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、工
場
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、我
が
社
が
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
五
指
駆
動
機
構
リ
ハ
ビ
リ
装
置（
※
１
）」の
製
造
販

売
に
よ
り
医
療
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
と
、「
結
晶
粒

微
細
化
す
る
加
工
熱
処
理（
※
２
）」で
で
き
る
新
素
材

を
使
っ
て
航
空・宇
宙
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
で
す
。

製
品
を
製
造
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
こ
で
培
わ
れ
た

製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
化
し
、将
来
に
引
き
継
い
で
い

こ
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。

　
さ
ら
に
は
こ
の「
三
松
大
学
」を
他
社
へ
も
オ
ー
プ

ン
化
し
、ロ
ボ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
な
ど
、三
菱
電
機
様
や

川
崎
重
工
業
様
の
協
力
の
も
と
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

を
扱
う
た
め
に
必
要
な
ロ
ボ
ッ
ト
基
礎
講
習
を
開
講

す
る
な
ど
、モ
ノ
づ
く
り
D
N
A
の
伝
道
者
事
業
を

行
う
こ
と
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　
ま
た
社
内
で
毎
年
開
催
し
て
い
る「
三
松
マ
イ
ス

タ
ー
総
選
挙
」で
は
従
業
員
の
投
票
な
ど
を
も
と
に

優
れ
た
技
術
者
を
選
ん
で
表
彰
し
、従
業
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は「
福
岡
県
子
育
て
応
援
企
業
」と
し
て
、

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
、休
業
し
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
復
帰
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、女
性
が
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
も
整
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
は
I
o
T
に
よ
っ
て
劇
的
な
変
化
を
迎
え
て

い
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
リ
ア
ル
な

1.2.大型の金属加工機で曲げ加工を行う／3.工場
内は空調設備が整っており効率良く作業が進んで
いる／4.複数のレーザー加工機で様々な加工が
施される／5.これまで納品された製品は超微細な
ものから大型まで多種多様／6.本社入口ではステン
レス製すべり台がお出迎え／7.工場内は整理整頓
されており部品の所在がすぐにわかる／8.独自の
教育プログラムを持つなど人材育成を重視

田名部社長

　
私
は
２
代
目
社
長
・田
名
部
み
つ
ぎ貢
の
長
男
で
、３
代

目
社
長
・や

す
お
か
さ
だ
か
つ

安
岡
貞
勝（
現
・
会
長
）の
甥
に
あ
た
り
ま

す
。東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、大
企
業
で
イ
ン
フ
ラ

基
盤
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ

後
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
外

資
系
金
融
機
関
に
勤
め
ま
し
た
。そ
の
頃
ま
で
の
私

は
、父
や
叔
父
の
会
社
を
承
継
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、外
資
系
金
融
機
関
で
多
く
の

会
社
経
営
者
の
方
と
お
話
し
す
る
中
で
、企
業
経

営
の
あ
り
方
を
学
び
、理
念
に
触
れ
た
こ
と
で
、「
自

分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」と
後
継
者
に
な
る
こ

と
を
決
意
し
、32
歳
の
時
に
企
画
室
長
と
し
て
入

社
。2
0
1
0
年（
平
成
22
年
）に
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
私
は「
無
為
自
然
」と
い
う
言
葉
と
、織
田
信
長
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
好
き
で
、そ
の
両
方
が
企
業
経

営
に
必
要
な
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

の
技
と
I
o
T
を
融
合
さ
せ
た
最
新
鋭
加
工
機
を

備
え
た
本
社
と
夜
須
町
の
加
工
工
場
で
、部
品
加
工

や
機
械
装
置
組
立
て
ま
で
を
お
客
様
に
代
わ
っ
て
行

い
ま
す
。

　
材
質
も
ス
チ
ー
ル
、ス
テ
ン
レ
ス
、ア
ル
ミ
と
様
々
な

金
属
に
対
応
し
、大
型
の
半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置

か
ら
微
細
な
電
子
部
品
ま
で
金
属
部
品
の
製
造
、開

発
設
計
、制
御
、ソ
フ
ト
開
発
、加
工
技
術
、品
質
管

理
、生
産
管
理
ま
で
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
み
な
ら
ず
ベ
ト
ナ
ム
に
も
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
、昨
年
ベ
ト
ナ
ム
の
地
元
企
業
と
合
弁
会
社
を
設

立
し
、配
電
盤
の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る
こ
と
が
、我
が
社
の
モ

ノ
づ
く
り
D
N
A
を
継
承
す
る
取
組
み
で
す
。「
三

松
大
学
」と
い
う
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、

一
貫
し
た
教
育
体
系
の
中
で「
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」「
企
業
人
と
し
て
の
人
材
開
発
」を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
我
が
社
は
多
種
多
様
な

　
我
が
社
の
設
立
は
1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）。

葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
製
造
と
、乾
燥
機
の

き
ょ
う
た
い

筐
体
の
組

立
て
を
主
業
と
し
て
始
め
、そ
れ
か
ら
椎
茸
、い
草
の

乾
燥
機
へ
と
次
第
に
製
品
の
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
製
品
は
主
に
鋼
板
に
よ
っ
て
製
造
し
て

い
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
素
材
に
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル

ミ
を
追
加
し
、海
苔
乾
燥
機
等
の
特
殊
な
機
械
装
置

の
製
造
も
手
掛
け
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、製
品
の
小
型

化
に
も
挑
戦
し
続
け
、現
在
で
は
半
導
体
製
造
装
置

の
ス
テ
ン
レ
ス
部
品
や
、医
薬
品
の
充
填・梱
包
ロ
ボ
ッ

ト
や
血
液
検
査
装
置
、携
帯
電
話
基
地
局
の
ボ
ッ
ク

ス
製
造
な
ど
、月
間
約
１
万
件
も
の
依
頼
に
対
応
し
、

月
間
生
産
個
数
は
約
10
万
個
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。ま

た
、お
取
引
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
は
約
7
5
0

社
、我
が
社
の
協
力
企
業
も
1
0
0
社
を
超
え
ま
し

た
。「
お
客
様
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
一
個
か
ら
で
も

製
作
す
る
」「
品
質
が
第
一
」「
納
期
を
厳
守
」と
い

う
３
つ
の
約
束
を
会
社
設
立
以
来

か
た
く頑
な
に
守
っ
て
き

た
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
多
く
の
お
客
様
か
ら
信
頼
を

得
ら
れ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
製
品
設
計
か
ら
加
工
、組
み
立
て
ま
で
、従
来
バ
ラ

バ
ラ
の
町
工
場
の
機
能
を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
ご
提

供
で
き
る
加
工
サ
ー
ビ
ス
が
我
が
社
の
強
み
で
す
。

し
か
も
１
個
か
ら
数
千
個
ま
で
の
ど
ん
な
注
文
に
も

お
応
え
し
、お
客
様
の
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
我
が
社
の「
製
造
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」が
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
詳
細
に
伺
っ
て
、担
当
者
が

3
D
―

C
A
D
で
複
雑
な
設
計
図
面
を
描
き
、職
人

自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る

外
資
系
バ
ン
カ
ー
か
ら
の
転
身

「
小
ロ
ッ
ト
製
造
代
行
サ
ー
ビ
ス
」

と
い
う
業
種

１
個
〜
数
千
個
の
製
造
に
対
応

モ
ノ
づ
く
り
の
D
N
A
を
大
切
に

女
性
も
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
製
造
か
ら
ス
タ
ー
ト

取
り
扱
い
製
品
は
日
々
進
化
を
続
け
る
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オ
ー
プ
ン・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
創
造
が
、現
代

の
技
術
革
新
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
今
日
、機
械

と
人
、大
企
業
と
中
小
企
業
、産
業
界
と
学
術
界
、

中
央
と
地
方
、そ
し
て
世
界
と
日
本
を「
I
o
T
を

伴
う
モ
ノ
づ
く
り
」に
よ
っ
て
つ
な
げ
た
い
。そ
の
一
翼

を
担
う
こ
と
こ
そ
が
我
が
社
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
※
1
）神
経
が
寸
断
さ
れ
た
手
の
指
の
関
節
を
動
か
し
て
運
動

機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
用
機
具

（
※
2
）チ
タ
ン
な
ど
を
高
熱・高
圧
で
細
か
い
粒
子
に
し
、高
機
能

材
料
に
再
製
す
る
特
殊
加
工
技
術

職
人
技
術
に
よ
っ
て
、我
が
社
の
未
来
に
も
新
た
な

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
最
先
端
の
金
属
加
工
を
ベ
ー
ス
に
、製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
受
託
や
製
品
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル・カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
つ

つ
、製
造
工
場
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
な
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、教
育
体
系
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、工
場
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、我
が
社
が
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
五
指
駆
動
機
構
リ
ハ
ビ
リ
装
置（
※
１
）」の
製
造
販

売
に
よ
り
医
療
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
と
、「
結
晶
粒

微
細
化
す
る
加
工
熱
処
理（
※
２
）」で
で
き
る
新
素
材

を
使
っ
て
航
空・宇
宙
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
で
す
。

製
品
を
製
造
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
こ
で
培
わ
れ
た

製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
化
し
、将
来
に
引
き
継
い
で
い

こ
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。

　
さ
ら
に
は
こ
の「
三
松
大
学
」を
他
社
へ
も
オ
ー
プ

ン
化
し
、ロ
ボ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
な
ど
、三
菱
電
機
様
や

川
崎
重
工
業
様
の
協
力
の
も
と
、産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

を
扱
う
た
め
に
必
要
な
ロ
ボ
ッ
ト
基
礎
講
習
を
開
講

す
る
な
ど
、モ
ノ
づ
く
り
D
N
A
の
伝
道
者
事
業
を

行
う
こ
と
も
は
じ
め
ま
し
た
。

　
ま
た
社
内
で
毎
年
開
催
し
て
い
る「
三
松
マ
イ
ス

タ
ー
総
選
挙
」で
は
従
業
員
の
投
票
な
ど
を
も
と
に

優
れ
た
技
術
者
を
選
ん
で
表
彰
し
、従
業
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は「
福
岡
県
子
育
て
応
援
企
業
」と
し
て
、

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
、休
業
し
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
復
帰
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、女
性
が
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
も
整
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
は
I
o
T
に
よ
っ
て
劇
的
な
変
化
を
迎
え
て

い
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
リ
ア
ル
な

I
o
T
と
職
人
の
技
で

医
療
・
宇
宙
分
野
へ
新
た
な
挑
戦

　製品設計から加工、組み立てまでをワンパッケージで対応する「小ロット
製造代行サービス」で独自のマーケットを開拓されてきました。さらに、これ
までに培われた職人の技と最新のＩｏＴ技術を融合した最先端の生産技術を
ベースに、工場コンサルティング事業サービスの展開を目指されています。
　今後も他社を含めたモノづくりＤＮＡの承継にも注力され、地域の発展に
寄与されるとともに、医療・航空・宇宙分野への新たな挑戦が成功されること
を祈念いたします。
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1.2㎜厚ステンレスに0.2㎜幅で形作ったミニチュア自転車／
2.納品された製品は超微細な物から大型まで多種多様

最前列左4番目から田名部社長、柴戸頭取、吉田支店長（福岡銀行）

　
私
は
２
代
目
社
長
・田
名
部
み
つ
ぎ貢
の
長
男
で
、３
代

目
社
長
・や

す
お
か
さ
だ
か
つ

安
岡
貞
勝（
現
・
会
長
）の
甥
に
あ
た
り
ま

す
。東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、大
企
業
で
イ
ン
フ
ラ

基
盤
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ

後
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
外

資
系
金
融
機
関
に
勤
め
ま
し
た
。そ
の
頃
ま
で
の
私

は
、父
や
叔
父
の
会
社
を
承
継
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、外
資
系
金
融
機
関
で
多
く
の

会
社
経
営
者
の
方
と
お
話
し
す
る
中
で
、企
業
経

営
の
あ
り
方
を
学
び
、理
念
に
触
れ
た
こ
と
で
、「
自

分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」と
後
継
者
に
な
る
こ

と
を
決
意
し
、32
歳
の
時
に
企
画
室
長
と
し
て
入

社
。2
0
1
0
年（
平
成
22
年
）に
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
私
は「
無
為
自
然
」と
い
う
言
葉
と
、織
田
信
長
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
好
き
で
、そ
の
両
方
が
企
業
経

営
に
必
要
な
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

の
技
と
I
o
T
を
融
合
さ
せ
た
最
新
鋭
加
工
機
を

備
え
た
本
社
と
夜
須
町
の
加
工
工
場
で
、部
品
加
工

や
機
械
装
置
組
立
て
ま
で
を
お
客
様
に
代
わ
っ
て
行

い
ま
す
。

　
材
質
も
ス
チ
ー
ル
、ス
テ
ン
レ
ス
、ア
ル
ミ
と
様
々
な

金
属
に
対
応
し
、大
型
の
半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置

か
ら
微
細
な
電
子
部
品
ま
で
金
属
部
品
の
製
造
、開

発
設
計
、制
御
、ソ
フ
ト
開
発
、加
工
技
術
、品
質
管

理
、生
産
管
理
ま
で
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
み
な
ら
ず
ベ
ト
ナ
ム
に
も
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
、昨
年
ベ
ト
ナ
ム
の
地
元
企
業
と
合
弁
会
社
を
設

立
し
、配
電
盤
の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る
こ
と
が
、我
が
社
の
モ

ノ
づ
く
り
D
N
A
を
継
承
す
る
取
組
み
で
す
。「
三

松
大
学
」と
い
う
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、

一
貫
し
た
教
育
体
系
の
中
で「
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」「
企
業
人
と
し
て
の
人
材
開
発
」を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
我
が
社
は
多
種
多
様
な

　
我
が
社
の
設
立
は
1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）。

葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
製
造
と
、乾
燥
機
の

き
ょ
う
た
い

筐
体
の
組

立
て
を
主
業
と
し
て
始
め
、そ
れ
か
ら
椎
茸
、い
草
の

乾
燥
機
へ
と
次
第
に
製
品
の
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
製
品
は
主
に
鋼
板
に
よ
っ
て
製
造
し
て

い
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
素
材
に
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル

ミ
を
追
加
し
、海
苔
乾
燥
機
等
の
特
殊
な
機
械
装
置

の
製
造
も
手
掛
け
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、製
品
の
小
型

化
に
も
挑
戦
し
続
け
、現
在
で
は
半
導
体
製
造
装
置

の
ス
テ
ン
レ
ス
部
品
や
、医
薬
品
の
充
填・梱
包
ロ
ボ
ッ

ト
や
血
液
検
査
装
置
、携
帯
電
話
基
地
局
の
ボ
ッ
ク

ス
製
造
な
ど
、月
間
約
１
万
件
も
の
依
頼
に
対
応
し
、

月
間
生
産
個
数
は
約
10
万
個
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。ま

た
、お
取
引
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
は
約
7
5
0

社
、我
が
社
の
協
力
企
業
も
1
0
0
社
を
超
え
ま
し

た
。「
お
客
様
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
一
個
か
ら
で
も

製
作
す
る
」「
品
質
が
第
一
」「
納
期
を
厳
守
」と
い

う
３
つ
の
約
束
を
会
社
設
立
以
来
か
た
く頑
な
に
守
っ
て
き

た
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
多
く
の
お
客
様
か
ら
信
頼
を

得
ら
れ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
製
品
設
計
か
ら
加
工
、組
み
立
て
ま
で
、従
来
バ
ラ

バ
ラ
の
町
工
場
の
機
能
を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
ご
提

供
で
き
る
加
工
サ
ー
ビ
ス
が
我
が
社
の
強
み
で
す
。

し
か
も
１
個
か
ら
数
千
個
ま
で
の
ど
ん
な
注
文
に
も

お
応
え
し
、お
客
様
の
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
我
が
社
の「
製
造
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」が
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
詳
細
に
伺
っ
て
、担
当
者
が

3
D
―

C
A
D
で
複
雑
な
設
計
図
面
を
描
き
、職
人
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オ
ー
プ
ン・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
創
造
が
、現
代

の
技
術
革
新
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
今
日
、機
械

と
人
、大
企
業
と
中
小
企
業
、産
業
界
と
学
術
界
、

中
央
と
地
方
、そ
し
て
世
界
と
日
本
を「
I
o
T
を

伴
う
モ
ノ
づ
く
り
」に
よ
っ
て
つ
な
げ
た
い
。そ
の
一
翼

を
担
う
こ
と
こ
そ
が
我
が
社
の
使
命
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
※
1
）神
経
が
寸
断
さ
れ
た
手
の
指
の
関
節
を
動
か
し
て
運
動

機
能
を
回
復
さ
せ
る
医
療
用
機
具

（
※
2
）チ
タ
ン
な
ど
を
高
熱・高
圧
で
細
か
い
粒
子
に
し
、高
機
能

材
料
に
再
製
す
る
特
殊
加
工
技
術

職
人
技
術
に
よ
っ
て
、我
が
社
の
未
来
に
も
新
た
な

可
能
性
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
最
先
端
の
金
属
加
工
を
ベ
ー
ス
に
、製

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
受
託
や
製
品
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ー
ル・カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指
し
つ

つ
、製
造
工
場
を
運
営
す
る
う
え
で
必
要
な
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
、ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、教
育
体
系
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、工
場
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
近
い
将
来
、我
が
社
が
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
五
指
駆
動
機
構
リ
ハ
ビ
リ
装
置（
※
１
）」の
製
造
販

売
に
よ
り
医
療
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
と
、「
結
晶
粒

微
細
化
す
る
加
工
熱
処
理（
※
２
）」で
で
き
る
新
素
材

を
使
っ
て
航
空・宇
宙
分
野
へ
進
出
す
る
こ
と
で
す
。

製
品
を
製
造
し
て
き
ま
し
た
が
、そ
こ
で
培
わ
れ
た

製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
化
し
、将
来
に
引
き
継
い
で
い

こ
う
と
い
う
取
組
み
で
す
。

　
さ
ら
に
は
こ
の「
三
松
大
学
」を
他
社
へ
も
オ
ー
プ

ン
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し
、ロ
ボ
ッ
ト
ス
ク
ー
ル
な
ど
、三
菱
電
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や
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工
業
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と
、産
業
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ボ
ッ
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に
必
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ロ
ボ
ッ
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講
習
を
開
講

す
る
な
ど
、モ
ノ
づ
く
り
D
N
A
の
伝
道
者
事
業
を
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こ
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め
ま
し
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。

　
ま
た
社
内
で
毎
年
開
催
し
て
い
る「
三
松
マ
イ
ス

タ
ー
総
選
挙
」で
は
従
業
員
の
投
票
な
ど
を
も
と
に

優
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た
技
術
者
を
選
ん
で
表
彰
し
、従
業
員
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は「
福
岡
県
子
育
て
応
援
企
業
」と
し
て
、

育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
、休
業
し
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
復
帰
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、女
性
が
活

躍
で
き
る
職
場
環
境
も
整
え
て
い
ま
す
。

　
時
代
は
I
o
T
に
よ
っ
て
劇
的
な
変
化
を
迎
え
て

い
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
リ
ア
ル
な

I
o
T
と
職
人
の
技
で

医
療
・
宇
宙
分
野
へ
新
た
な
挑
戦

　製品設計から加工、組み立てまでをワンパッケージで対応する「小ロット
製造代行サービス」で独自のマーケットを開拓されてきました。さらに、これ
までに培われた職人の技と最新のＩｏＴ技術を融合した最先端の生産技術を
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私
は
２
代
目
社
長
・田
名
部
み
つ
ぎ貢
の
長
男
で
、３
代

目
社
長
・や

す
お
か
さ
だ
か
つ

安
岡
貞
勝（
現
・
会
長
）の
甥
に
あ
た
り
ま

す
。東
京
の
大
学
を
卒
業
後
、大
企
業
で
イ
ン
フ
ラ

基
盤
を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
だ

後
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
外

資
系
金
融
機
関
に
勤
め
ま
し
た
。そ
の
頃
ま
で
の
私

は
、父
や
叔
父
の
会
社
を
承
継
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、外
資
系
金
融
機
関
で
多
く
の

会
社
経
営
者
の
方
と
お
話
し
す
る
中
で
、企
業
経

営
の
あ
り
方
を
学
び
、理
念
に
触
れ
た
こ
と
で
、「
自

分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」と
後
継
者
に
な
る
こ

と
を
決
意
し
、32
歳
の
時
に
企
画
室
長
と
し
て
入

社
。2
0
1
0
年（
平
成
22
年
）に
社
長
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
私
は「
無
為
自
然
」と
い
う
言
葉
と
、織
田
信
長
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
好
き
で
、そ
の
両
方
が
企
業
経

営
に
必
要
な
も
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

の
技
と
I
o
T
を
融
合
さ
せ
た
最
新
鋭
加
工
機
を

備
え
た
本
社
と
夜
須
町
の
加
工
工
場
で
、部
品
加
工

や
機
械
装
置
組
立
て
ま
で
を
お
客
様
に
代
わ
っ
て
行

い
ま
す
。

　
材
質
も
ス
チ
ー
ル
、ス
テ
ン
レ
ス
、ア
ル
ミ
と
様
々
な

金
属
に
対
応
し
、大
型
の
半
導
体
・
液
晶
製
造
装
置

か
ら
微
細
な
電
子
部
品
ま
で
金
属
部
品
の
製
造
、開

発
設
計
、制
御
、ソ
フ
ト
開
発
、加
工
技
術
、品
質
管

理
、生
産
管
理
ま
で
サ
ー
ビ
ス
分
野
は
広
範
囲
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
国
内
の
み
な
ら
ず
ベ
ト
ナ
ム
に
も
オ
フ
ィ
ス
を
構

え
、昨
年
ベ
ト
ナ
ム
の
地
元
企
業
と
合
弁
会
社
を
設

立
し
、配
電
盤
の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
在
最
も
注
力
し
て
い
る
こ
と
が
、我
が
社
の
モ

ノ
づ
く
り
D
N
A
を
継
承
す
る
取
組
み
で
す
。「
三

松
大
学
」と
い
う
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
策
定
し
、

一
貫
し
た
教
育
体
系
の
中
で「
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」「
企
業
人
と
し
て
の
人
材
開
発
」を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
我
が
社
は
多
種
多
様
な

　
我
が
社
の
設
立
は
1
9
7
2
年（
昭
和
47
年
）。

葉
た
ば
こ
乾
燥
機
の
製
造
と
、乾
燥
機
の

き
ょ
う
た
い

筐
体
の
組

立
て
を
主
業
と
し
て
始
め
、そ
れ
か
ら
椎
茸
、い
草
の

乾
燥
機
へ
と
次
第
に
製
品
の
幅
を
広
げ
て
い
き
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
製
品
は
主
に
鋼
板
に
よ
っ
て
製
造
し
て

い
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
素
材
に
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル

ミ
を
追
加
し
、海
苔
乾
燥
機
等
の
特
殊
な
機
械
装
置

の
製
造
も
手
掛
け
ま
し
た
。さ
ら
に
は
、製
品
の
小
型

化
に
も
挑
戦
し
続
け
、現
在
で
は
半
導
体
製
造
装
置

の
ス
テ
ン
レ
ス
部
品
や
、医
薬
品
の
充
填・梱
包
ロ
ボ
ッ

ト
や
血
液
検
査
装
置
、携
帯
電
話
基
地
局
の
ボ
ッ
ク

ス
製
造
な
ど
、月
間
約
１
万
件
も
の
依
頼
に
対
応
し
、

月
間
生
産
個
数
は
約
10
万
個
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。ま

た
、お
取
引
を
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
は
約
7
5
0

社
、我
が
社
の
協
力
企
業
も
1
0
0
社
を
超
え
ま
し

た
。「
お
客
様
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
一
個
か
ら
で
も

製
作
す
る
」「
品
質
が
第
一
」「
納
期
を
厳
守
」と
い

う
３
つ
の
約
束
を
会
社
設
立
以
来

か
た
く頑
な
に
守
っ
て
き

た
こ
と
が
、こ
れ
ま
で
多
く
の
お
客
様
か
ら
信
頼
を

得
ら
れ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
製
品
設
計
か
ら
加
工
、組
み
立
て
ま
で
、従
来
バ
ラ

バ
ラ
の
町
工
場
の
機
能
を
ワ
ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
ご
提

供
で
き
る
加
工
サ
ー
ビ
ス
が
我
が
社
の
強
み
で
す
。

し
か
も
１
個
か
ら
数
千
個
ま
で
の
ど
ん
な
注
文
に
も

お
応
え
し
、お
客
様
の
夢
を
カ
タ
チ
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
我
が
社
の「
製
造
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」が
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
詳
細
に
伺
っ
て
、担
当
者
が

3
D
―

C
A
D
で
複
雑
な
設
計
図
面
を
描
き
、職
人

福岡銀行　取締役頭取　 柴戸 　成

1

2
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■会社概要
創業・設立：1963年／所在地：熊本市北区／資本金：3,000万円／
従業員：100名（グループ合計）／事業内容：自動車学校／事業拠点：
熊本市北区／グループ企業：株式会社KDS菊池自動車学校、株式
会社炭屋

KDS熊本ドライビングスクール前（左から永田社長、竹下頭取）KDS熊本ドライビングスクール前（左から永田社長、竹下頭取）

世
の
た
め
人
の
た
め「
い
の
ち
を
ま
も
る

自
動
車
学
校
」。「
K
D
S
健
康
経
営
」は

全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。代

表
取
締
役

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

武
蔵
ヶ
丘
支
店

永
田 

佳
子 

氏

熊
本
K
D
S
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社 

K
D
S

熊
本
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

な 

が
　
　た
　
　
　  よ 

し
　
　こ

く
ま  

も
と

く
ま  
も
と
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質の高い徹底した
教習で、お客様の
安全なカーライフを
お届けします。

安
全
運
転
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、健
康
を
保
ち

な
が
ら
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
げ
る
交
通
安
全
講
習

会
な
ど
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、熊
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
、健
康
経
営

の
ラ
ボ
と
し
て「
黒
髪
カ
フ
ェ
＆
キ
ッ
チ
ン
」を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。地
元
の
食
材
を
使
い
、健
康
に
気
を

配
っ
た
メ
ニュ
ー
を
提
供
し
、社
員
の
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ス
ト

用
野
菜
サ
ラ
ダ
は
こ
こ
か
ら
供
給
し
て
い
ま
す
。厚

生
労
働
省
な
ど
か
ら
は
、健
康
経
営
の
啓
発
を
求
め

ら
れ
、全
国
規
模
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
講
師
で
招
か

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）の
発
達
で
、多
様
な
車

両
制
御
が
可
能
と
な
り
、今
後
サ
ポ
カ
ー（
※
2
）・サ

ポ
カ
ー
S（
※
3
）の
特
性
を
知
る
教
習
も
必
要
で

す
。高
齢
者
の
再
雇
用
や
女
性
の
短
時
間
労
働
、子

育
て
支
援
な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

や
、心
が
触
れ
合
う
教
習
・
健
康
経
営
や
受
動
喫
煙

防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成

な
ど
を
よ
り
進
め
、社
会
貢
献
す
る
企
業
と
し
て
の

存
在
感
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
※
2
）セ
ー
フ
テ
ィ・サ
ポ
ー
ト
カ
ー
…
自
動
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載
し

た
、全
て
の
運
転
者
に
推
奨
す
る
自
動
車

（
※
3
）セ
ー
フ
テ
ィ・サ
ポ
ー
ト
カ
ー
S
…
自
動
ブ
レ
ー
キ
に
加

え
、ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置
等
を
搭
載
し

た
、特
に
高
齢
運
転
者
に
推
奨
す
る
自
動
車

栄
養
と
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し
た
社
食
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、4
4
0
円
の
社
食
の
半
額
は
会
社
が
負
担

し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、休
日
の
歩
数
を
競
う
社
内
万

歩
大
会
な
ど
の
メ
タ
ボ
対
策
、ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場

環
境
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ
れ
、我
が
社
の「
健
康

経
営
」の
取
り
組
み
は
厚
生
労
働
省
の「
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
優
良
賞
」、経
済
産
業
省
の

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」を
２
年
連
続
受
賞
す
る
な

ど
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
創
業
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、卒
業
生
は
約
15
万
人

に
上
り「
親
子
３
代
K
D
S
」と
嬉
し
い
声
も
頂
き

ま
す
。健
康
経
営
で
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま

り
、逆
境
下
で
近
年
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
、社
長

就
任
時
か
ら
比
較
す
る
と
2
0
1
7
年（
平
成
29

年
）は
16
％
ア
ッ
プ
、さ
ら
に
次
の
一
手
と
し
て
の

様
々
な
分
野
の
開
拓・拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
無
人
飛
行
機「
ド
ロ
ー
ン
」を
用
い
た
写
真
測
量

や
空
撮
な
ど
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、社
員
の
提

案
で
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
を
育
成
す
る
ス
ク
ー
ル
の
開

校
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
高
齢
者
の
方
向
け
に
、

（
※
1
）コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援・
会
話
の
見
え
る
化
ア
プ
リ
…

多
言
語
の
翻
訳
及
び
音
声
認
識
や
音
声
合
成
を
実
装
す

る
こ
と
で
、障
が
い
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
言
語

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
、漢
字
か
な
変
換
機
能
を
使
う
こ
と
で

世
代
間
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
、多
目
的
に
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

　「
健
康
経
営
」は
、社
員
の
健
康
の
維
持・増
進
が

企
業
の
生
産
性
や
収
益
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う

経
営
手
法
で
す
。き
っ
か
け
は
、経
営
を
引
き
継
い
だ

頃
に
体
験
し
た
社
員
２
人
の
相
次
ぐ
病
死
で
し
た
。

２
人
と
も
働
き
盛
り
。生
活
習
慣
病
を
患
い
、家
庭

や
会
社
の〝
宝
〞で
あ
る
人
材
の
早
す
ぎ
る
死
で
し

た
。「
社
員
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
私
の
責
務
」と
強

く
感
じ
、「
K
D
S
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始

め
ま
し
た
。健
康
診
断
で
再
検
査
に
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
結
果
提
出
を
就
業
規
則
で
義
務
付
け
、早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。専
門
医
か
ら

喫
煙
の
害
を
学
び
、敷
地
内
の
全
面
禁
煙
、非
喫
煙

者
へ
の
禁
煙
推
進
手
当
、禁
煙
成
功
者
へ
の
奨
励
金

支
給
等
に
よ
り
、2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
81
％

だ
っ
た
喫
煙
率
は
現
在
８
％
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　「
健
康
の
源
」の
食
事
の
改
善
に
も
力
を
入
れ
、

1.KDS熊本ドライビングスクール教習の様子／2.
二輪シミュレーターを体験／3.地域の新入学児童
に贈っている「ゆるや傘」を手に記念撮影／4.九州
の自動車学校では初めて静脈認証を導入（見学
風景）／5.厚生労働省の「健康寿命をのばそう！
アワード優良賞」を受賞／6.無人飛行機「ドローン」
操縦者育成にも今後注力していく予定／7.黒髪
カフェ＆キッチン／8.企業メッセージ

永田社長

　
い
ま
や
運
転
免
許
保
有
者
数
は
8
，0
0
0
万
人

を
超
え
ま
し
た
が
、最
近
は
少
子
化
も
あ
っ
て
新
規

免
許
取
得
者
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
経

営
環
境
の
中
で
経
営
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
私

は
、事
業
の
発
展
継
続
を
改
め
て
誓
い
、「
い
の
ち
を

ま
も
る
自
動
車
学
校
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ま

し
た
。そ
れ
を
具
体
化
す
る
３
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
、「Safety

（
安
心
安
全
な
交
通
社
会
を
作
る
た

め
の
取
り
組
み
）」「C

om
m
unication

（
デ
ジ
タ

ル
時
代
だ
か
ら
こ
そ
人
間
力
を
高
め
る
取
り
組
み
）」

「Ecology

（
環
境
と
共
生
す
る
こ
と
を
大
切
に
す

る
取
り
組
み
）」を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
教
習
生
の
や
る
気
や
自
信
を

そ削
ぐ
こ
と
な
く
鍛
え

る
た
め
に
、指
導
員
ら
社
員
は
、一
般
社
団
法
人 

日
本

ほ
め
る
達
人
協
会
に
よ
る「
ほ
め
達
！（
ほ
め
る
達

人
）」の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、ほ
め
て
伸
ば
す
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
教
習
生
は
若
者
が
多
い
こ
と

か
ら
、人
間
力
を
高
め
て
、力
強
く
社
会
に
踏
み
出
す

お
手
伝
い
も
し
ま
す
。指
導
員
は
担
当
制
と
し
、入

校
か
ら
卒
業
ま
で
、教
習
生
一
人
ひ
と
り
の
性
格
や

生
活
ス
タ
イ
ル
を
理
解
し
た
上
で
質
の
高
い
指
導
を

「
ゆ
る
や
傘
」は
、こ
れ
ま
で
に
５
万
本
を
届
け
ま
し

た
。熊
本
出
身
の
放
送
作
家
・
小
山
薫
堂
さ
ん
が
提

唱
し
、全
国
に
広
ま
っ
た
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ス

マ
ー
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
」に
賛
同
し
た
も
の
で
、ピ
ン
ク
の

チ
ェッ
カ
ー
フ
ラ
ッ
グ
柄
の
雨
傘
が「
思
い
や
り
運
転・

ゆ
っ
く
り
運
転
を
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。小
山
さ

ん
が
生
み
の
親
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
く
ま
モ
ン
」が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
K
D
S
版
の
み
で
す
。

　
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
安
全
運
転
再
教
育
に
つ

い
て
は
、安
全
運
転
講
習
や
講
演
会
の
他
、運
転
技

能
自
動
評
価
シ
ス
テ
ム（
商
品
名
：
オ
ブ
ジ
ェ
）を
熊

本
県
下
で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。ド
ラ
イ
バ
ー
の

頭（
帽
子
）と
右
足
甲（
靴
）に
小
型
セ
ン
サ
ー
を
取

り
付
け
、道
路
を
走
り
な
が
ら
安
全
運
転
達
成
度
を

計
測
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
評
価
し
て
問
題
点

を
見
つ
け
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、社
会
進
出
の
ひ
と
つ

の
手
段
と
し
て
運
転
免
許
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

ほ
か
、事
故
や
病
気
に
よ
る
高
次
脳
機
能
障
が
い
を

持
つ
方
の
運
転
再
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
に
向
け
て

動
き
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
2
0
0
8
年（
平
成
20

年
）か
ら
可
能
に
な
っ
た
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
教

習
も
手
話
や
U
D
ト
ー
ク（
※
1
）を
使
っ
て
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
車
社
会
）は
、

1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直

後
か
ら
、急
速
に
進
み
ま
し
た
。道
路
網
が
整
備
さ

れ
、大
衆
車
が
出
現
し
、多
く
の
人
が
運
転
免
許
を

取
得
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
K
D
S
グ
ル
ー
プ
は
、時
代
を
読
み
取
っ
た
父
・

ま
つ
も
と
し
ん
き
ち

松
本
新
吉
が
、1
9
6
3
年（
昭
和

   38
年
）、出
身
地

の
熊
本・菊
池
市
に
株
式
会
社
K
D
S
菊
池
自
動
車

学
校
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。昭
和
40
年
代

初
め
、2
，2
0
0
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
全
国
の
運
転
免

許
保
有
者
数
は
、昭
和
50
年
代
に
は
5
，0
0
0
万

人
を
超
え
ま
し
た
。旺
盛
な
教
習
需
要
に
応
え
る
た

め
、1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）、熊
本
市
に
株
式
会

社
K
D
S
熊
本
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
設
立
。

現
在
の
経
営
基
盤
を
築
い
た
新
吉
は
、1
9
9
4

年（
平
成
6
年
）に
他
界
し
、創
業
時
か
ら
携
わ
っ
て

い
た
母
・れ
い 

こ 

玲
子
を
経
て
2
0
0
9
年（
平
成

   21
年
）

に
私
が
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。結
婚
し
て
１
男

１
女
を
育
て
る
専
業
主
婦
か
ら
経
営
者
へ
の
転
身
で

し
た
。

行
い
、悩
み
を
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
笑
顔
や
挨
拶
、身
だ
し
な
み
な
ど
、マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
面
で
は
、全
教
習
車
に
L
P
G
仕
様
車
、営

業
車
に
は
電
気
自
動
車
を
導
入
し
、校
舎
の
電
気
は

太
陽
光
発
電
で
賄
う
な
ど
、C
O
2
を
削
減
し
て
共

生
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
が

い
の
あ
る
方
も
含
め
、共
に
生
き
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、

安
全
な
交
通
社
会
の
実
現
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

５
年
前
か
ら
、地
域
の
新
入
学
児
童
に
贈
っ
て
い
る

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は「
ほ
め
達
！
」

ほ
め
て
伸
ば
し
て
安
全
運
転

思
い
や
り
運
転
を
呼
び
か
け
る「
ゆ
る
や
傘
」

安
全
運
転
再
教
育
等
も
充
実

創
業
50
年
余
の
自
動
車
学
校

専
業
主
婦
か
ら
経
営
ト
ッ
プ
に
転
身
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質の高い徹底した
教習で、お客様の
安全なカーライフを
お届けします。

安
全
運
転
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、健
康
を
保
ち

な
が
ら
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
げ
る
交
通
安
全
講
習

会
な
ど
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、熊
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
、健
康
経
営

の
ラ
ボ
と
し
て「
黒
髪
カ
フ
ェ
＆
キ
ッ
チ
ン
」を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。地
元
の
食
材
を
使
い
、健
康
に
気
を

配
っ
た
メ
ニュ
ー
を
提
供
し
、社
員
の
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ス
ト

用
野
菜
サ
ラ
ダ
は
こ
こ
か
ら
供
給
し
て
い
ま
す
。厚

生
労
働
省
な
ど
か
ら
は
、健
康
経
営
の
啓
発
を
求
め

ら
れ
、全
国
規
模
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
講
師
で
招
か

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）の
発
達
で
、多
様
な
車

両
制
御
が
可
能
と
な
り
、今
後
サ
ポ
カ
ー（
※
2
）・サ

ポ
カ
ー
S（
※
3
）の
特
性
を
知
る
教
習
も
必
要
で

す
。高
齢
者
の
再
雇
用
や
女
性
の
短
時
間
労
働
、子

育
て
支
援
な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

や
、心
が
触
れ
合
う
教
習
・
健
康
経
営
や
受
動
喫
煙

防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成

な
ど
を
よ
り
進
め
、社
会
貢
献
す
る
企
業
と
し
て
の

存
在
感
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
※
2
）セ
ー
フ
テ
ィ・サ
ポ
ー
ト
カ
ー
…
自
動
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載
し

た
、全
て
の
運
転
者
に
推
奨
す
る
自
動
車

（
※
3
）セ
ー
フ
テ
ィ・サ
ポ
ー
ト
カ
ー
S
…
自
動
ブ
レ
ー
キ
に
加

え
、ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置
等
を
搭
載
し

た
、特
に
高
齢
運
転
者
に
推
奨
す
る
自
動
車

栄
養
と
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し
た
社
食
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、4
4
0
円
の
社
食
の
半
額
は
会
社
が
負
担

し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、休
日
の
歩
数
を
競
う
社
内
万

歩
大
会
な
ど
の
メ
タ
ボ
対
策
、ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場

環
境
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ
れ
、我
が
社
の「
健
康

経
営
」の
取
り
組
み
は
厚
生
労
働
省
の「
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
優
良
賞
」、経
済
産
業
省
の

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」を
２
年
連
続
受
賞
す
る
な

ど
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
創
業
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、卒
業
生
は
約
15
万
人

に
上
り「
親
子
３
代
K
D
S
」と
嬉
し
い
声
も
頂
き

ま
す
。健
康
経
営
で
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま

り
、逆
境
下
で
近
年
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
、社
長

就
任
時
か
ら
比
較
す
る
と
2
0
1
7
年（
平
成
29

年
）は
16
％
ア
ッ
プ
、さ
ら
に
次
の
一
手
と
し
て
の

様
々
な
分
野
の
開
拓・拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
無
人
飛
行
機「
ド
ロ
ー
ン
」を
用
い
た
写
真
測
量

や
空
撮
な
ど
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、社
員
の
提

案
で
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
を
育
成
す
る
ス
ク
ー
ル
の
開

校
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
高
齢
者
の
方
向
け
に
、

（
※
1
）コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援・
会
話
の
見
え
る
化
ア
プ
リ
…

多
言
語
の
翻
訳
及
び
音
声
認
識
や
音
声
合
成
を
実
装
す

る
こ
と
で
、障
が
い
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
言
語

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
、漢
字
か
な
変
換
機
能
を
使
う
こ
と
で

世
代
間
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
、多
目
的
に
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

　「
健
康
経
営
」は
、社
員
の
健
康
の
維
持・増
進
が

企
業
の
生
産
性
や
収
益
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う

経
営
手
法
で
す
。き
っ
か
け
は
、経
営
を
引
き
継
い
だ

頃
に
体
験
し
た
社
員
２
人
の
相
次
ぐ
病
死
で
し
た
。

２
人
と
も
働
き
盛
り
。生
活
習
慣
病
を
患
い
、家
庭

や
会
社
の〝
宝
〞で
あ
る
人
材
の
早
す
ぎ
る
死
で
し

た
。「
社
員
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
私
の
責
務
」と
強

く
感
じ
、「
K
D
S
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始

め
ま
し
た
。健
康
診
断
で
再
検
査
に
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
結
果
提
出
を
就
業
規
則
で
義
務
付
け
、早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。専
門
医
か
ら

喫
煙
の
害
を
学
び
、敷
地
内
の
全
面
禁
煙
、非
喫
煙

者
へ
の
禁
煙
推
進
手
当
、禁
煙
成
功
者
へ
の
奨
励
金

支
給
等
に
よ
り
、2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
81
％

だ
っ
た
喫
煙
率
は
現
在
８
％
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　「
健
康
の
源
」の
食
事
の
改
善
に
も
力
を
入
れ
、

1.KDS熊本ドライビングスクール教習の様子／2.
二輪シミュレーターを体験／3.地域の新入学児童
に贈っている「ゆるや傘」を手に記念撮影／4.九州
の自動車学校では初めて静脈認証を導入（見学
風景）／5.厚生労働省の「健康寿命をのばそう！
アワード優良賞」を受賞／6.無人飛行機「ドローン」
操縦者育成にも今後注力していく予定／7.黒髪
カフェ＆キッチン／8.企業メッセージ

永田社長

　
い
ま
や
運
転
免
許
保
有
者
数
は
8
，0
0
0
万
人

を
超
え
ま
し
た
が
、最
近
は
少
子
化
も
あ
っ
て
新
規

免
許
取
得
者
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
経

営
環
境
の
中
で
経
営
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
私

は
、事
業
の
発
展
継
続
を
改
め
て
誓
い
、「
い
の
ち
を

ま
も
る
自
動
車
学
校
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ま

し
た
。そ
れ
を
具
体
化
す
る
３
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
、「Safety

（
安
心
安
全
な
交
通
社
会
を
作
る
た

め
の
取
り
組
み
）」「C

om
m
unication

（
デ
ジ
タ

ル
時
代
だ
か
ら
こ
そ
人
間
力
を
高
め
る
取
り
組
み
）」

「Ecology

（
環
境
と
共
生
す
る
こ
と
を
大
切
に
す

る
取
り
組
み
）」を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
教
習
生
の
や
る
気
や
自
信
を

そ削
ぐ
こ
と
な
く
鍛
え

る
た
め
に
、指
導
員
ら
社
員
は
、一
般
社
団
法
人 

日
本

ほ
め
る
達
人
協
会
に
よ
る「
ほ
め
達
！（
ほ
め
る
達

人
）」の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、ほ
め
て
伸
ば
す
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
教
習
生
は
若
者
が
多
い
こ
と

か
ら
、人
間
力
を
高
め
て
、力
強
く
社
会
に
踏
み
出
す

お
手
伝
い
も
し
ま
す
。指
導
員
は
担
当
制
と
し
、入

校
か
ら
卒
業
ま
で
、教
習
生
一
人
ひ
と
り
の
性
格
や

生
活
ス
タ
イ
ル
を
理
解
し
た
上
で
質
の
高
い
指
導
を

「
ゆ
る
や
傘
」は
、こ
れ
ま
で
に
５
万
本
を
届
け
ま
し

た
。熊
本
出
身
の
放
送
作
家
・
小
山
薫
堂
さ
ん
が
提

唱
し
、全
国
に
広
ま
っ
た
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ス

マ
ー
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
」に
賛
同
し
た
も
の
で
、ピ
ン
ク
の

チ
ェッ
カ
ー
フ
ラ
ッ
グ
柄
の
雨
傘
が「
思
い
や
り
運
転・

ゆ
っ
く
り
運
転
を
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。小
山
さ

ん
が
生
み
の
親
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
く
ま
モ
ン
」が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
K
D
S
版
の
み
で
す
。

　
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
安
全
運
転
再
教
育
に
つ

い
て
は
、安
全
運
転
講
習
や
講
演
会
の
他
、運
転
技

能
自
動
評
価
シ
ス
テ
ム（
商
品
名
：
オ
ブ
ジ
ェ
）を
熊

本
県
下
で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。ド
ラ
イ
バ
ー
の

頭（
帽
子
）と
右
足
甲（
靴
）に
小
型
セ
ン
サ
ー
を
取

り
付
け
、道
路
を
走
り
な
が
ら
安
全
運
転
達
成
度
を

計
測
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
評
価
し
て
問
題
点

を
見
つ
け
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、社
会
進
出
の
ひ
と
つ

の
手
段
と
し
て
運
転
免
許
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

ほ
か
、事
故
や
病
気
に
よ
る
高
次
脳
機
能
障
が
い
を

持
つ
方
の
運
転
再
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
に
向
け
て

動
き
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
2
0
0
8
年（
平
成
20

年
）か
ら
可
能
に
な
っ
た
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
教

習
も
手
話
や
U
D
ト
ー
ク（
※
1
）を
使
っ
て
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
車
社
会
）は
、

1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直

後
か
ら
、急
速
に
進
み
ま
し
た
。道
路
網
が
整
備
さ

れ
、大
衆
車
が
出
現
し
、多
く
の
人
が
運
転
免
許
を

取
得
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
K
D
S
グ
ル
ー
プ
は
、時
代
を
読
み
取
っ
た
父
・

ま
つ
も
と
し
ん
き
ち

松
本
新
吉
が
、1
9
6
3
年（
昭
和

   38
年
）、出
身
地

の
熊
本・菊
池
市
に
株
式
会
社
K
D
S
菊
池
自
動
車

学
校
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。昭
和
40
年
代

初
め
、2
，2
0
0
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
全
国
の
運
転
免

許
保
有
者
数
は
、昭
和
50
年
代
に
は
5
，0
0
0
万

人
を
超
え
ま
し
た
。旺
盛
な
教
習
需
要
に
応
え
る
た

め
、1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）、熊
本
市
に
株
式
会

社
K
D
S
熊
本
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
設
立
。

現
在
の
経
営
基
盤
を
築
い
た
新
吉
は
、1
9
9
4

年（
平
成
6
年
）に
他
界
し
、創
業
時
か
ら
携
わ
っ
て

い
た
母
・れ
い 

こ 

玲
子
を
経
て
2
0
0
9
年（
平
成

   21
年
）

に
私
が
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。結
婚
し
て
１
男

１
女
を
育
て
る
専
業
主
婦
か
ら
経
営
者
へ
の
転
身
で

し
た
。

行
い
、悩
み
を
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
笑
顔
や
挨
拶
、身
だ
し
な
み
な
ど
、マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
面
で
は
、全
教
習
車
に
L
P
G
仕
様
車
、営

業
車
に
は
電
気
自
動
車
を
導
入
し
、校
舎
の
電
気
は

太
陽
光
発
電
で
賄
う
な
ど
、C
O
2
を
削
減
し
て
共

生
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
が

い
の
あ
る
方
も
含
め
、共
に
生
き
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、

安
全
な
交
通
社
会
の
実
現
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

５
年
前
か
ら
、地
域
の
新
入
学
児
童
に
贈
っ
て
い
る

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は「
ほ
め
達
！
」

ほ
め
て
伸
ば
し
て
安
全
運
転

思
い
や
り
運
転
を
呼
び
か
け
る「
ゆ
る
や
傘
」

安
全
運
転
再
教
育
等
も
充
実

創
業
50
年
余
の
自
動
車
学
校

専
業
主
婦
か
ら
経
営
ト
ッ
プ
に
転
身
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安
全
運
転
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、健
康
を
保
ち

な
が
ら
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
げ
る
交
通
安
全
講
習

会
な
ど
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、熊
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
、健
康
経
営

の
ラ
ボ
と
し
て「
黒
髪
カ
フ
ェ
＆
キ
ッ
チ
ン
」を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。地
元
の
食
材
を
使
い
、健
康
に
気
を

配
っ
た
メ
ニュ
ー
を
提
供
し
、社
員
の
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ス
ト

用
野
菜
サ
ラ
ダ
は
こ
こ
か
ら
供
給
し
て
い
ま
す
。厚

生
労
働
省
な
ど
か
ら
は
、健
康
経
営
の
啓
発
を
求
め

ら
れ
、全
国
規
模
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
講
師
で
招
か

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）の
発
達
で
、多
様
な
車

両
制
御
が
可
能
と
な
り
、今
後
サ
ポ
カ
ー（
※
2
）・サ

ポ
カ
ー
S（
※
3
）の
特
性
を
知
る
教
習
も
必
要
で

す
。高
齢
者
の
再
雇
用
や
女
性
の
短
時
間
労
働
、子

育
て
支
援
な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

や
、心
が
触
れ
合
う
教
習
・
健
康
経
営
や
受
動
喫
煙

防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成

な
ど
を
よ
り
進
め
、社
会
貢
献
す
る
企
業
と
し
て
の

存
在
感
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
※
2
）セ
ー
フ
テ
ィ・サ
ポ
ー
ト
カ
ー
…
自
動
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載
し

た
、全
て
の
運
転
者
に
推
奨
す
る
自
動
車

（
※
3
）セ
ー
フ
テ
ィ・サ
ポ
ー
ト
カ
ー
S
…
自
動
ブ
レ
ー
キ
に
加

え
、ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置
等
を
搭
載
し

た
、特
に
高
齢
運
転
者
に
推
奨
す
る
自
動
車

栄
養
と
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し
た
社
食
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、4
4
0
円
の
社
食
の
半
額
は
会
社
が
負
担

し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、休
日
の
歩
数
を
競
う
社
内
万

歩
大
会
な
ど
の
メ
タ
ボ
対
策
、ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場

環
境
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ
れ
、我
が
社
の「
健
康

経
営
」の
取
り
組
み
は
厚
生
労
働
省
の「
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
優
良
賞
」、経
済
産
業
省
の

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」を
２
年
連
続
受
賞
す
る
な

ど
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
創
業
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、卒
業
生
は
約
15
万
人

に
上
り「
親
子
３
代
K
D
S
」と
嬉
し
い
声
も
頂
き

ま
す
。健
康
経
営
で
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま

り
、逆
境
下
で
近
年
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
、社
長

就
任
時
か
ら
比
較
す
る
と
2
0
1
7
年（
平
成
29

年
）は
16
％
ア
ッ
プ
、さ
ら
に
次
の
一
手
と
し
て
の

様
々
な
分
野
の
開
拓・拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
無
人
飛
行
機「
ド
ロ
ー
ン
」を
用
い
た
写
真
測
量

や
空
撮
な
ど
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、社
員
の
提

案
で
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
を
育
成
す
る
ス
ク
ー
ル
の
開

校
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
高
齢
者
の
方
向
け
に
、

（
※
1
）コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援・
会
話
の
見
え
る
化
ア
プ
リ
…

多
言
語
の
翻
訳
及
び
音
声
認
識
や
音
声
合
成
を
実
装
す

る
こ
と
で
、障
が
い
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
言
語

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
、漢
字
か
な
変
換
機
能
を
使
う
こ
と
で

世
代
間
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
、多
目
的
に
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

　「
健
康
経
営
」は
、社
員
の
健
康
の
維
持・増
進
が

企
業
の
生
産
性
や
収
益
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う

経
営
手
法
で
す
。き
っ
か
け
は
、経
営
を
引
き
継
い
だ

頃
に
体
験
し
た
社
員
２
人
の
相
次
ぐ
病
死
で
し
た
。

２
人
と
も
働
き
盛
り
。生
活
習
慣
病
を
患
い
、家
庭

や
会
社
の〝
宝
〞で
あ
る
人
材
の
早
す
ぎ
る
死
で
し

た
。「
社
員
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
私
の
責
務
」と
強

く
感
じ
、「
K
D
S
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始

め
ま
し
た
。健
康
診
断
で
再
検
査
に
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
結
果
提
出
を
就
業
規
則
で
義
務
付
け
、早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。専
門
医
か
ら

喫
煙
の
害
を
学
び
、敷
地
内
の
全
面
禁
煙
、非
喫
煙

者
へ
の
禁
煙
推
進
手
当
、禁
煙
成
功
者
へ
の
奨
励
金

支
給
等
に
よ
り
、2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
81
％

だ
っ
た
喫
煙
率
は
現
在
８
％
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　「
健
康
の
源
」の
食
事
の
改
善
に
も
力
を
入
れ
、

逆
境
下
で
売
り
上
げ
ア
ッ
プ

さ
ら
に
新
分
野
を
開
拓
・
拡
充
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社
員
は「
会
社
の
宝
」

健
康
経
営
で
社
員
の
い
の
ち
を
ま
も
る

最前列左3番目から一宮校長、永田社長、竹下頭取、松永支店長（熊本銀行）、茂田課長代理（熊本銀行）

　
い
ま
や
運
転
免
許
保
有
者
数
は
8
，0
0
0
万
人

を
超
え
ま
し
た
が
、最
近
は
少
子
化
も
あ
っ
て
新
規

免
許
取
得
者
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
経

営
環
境
の
中
で
経
営
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
私

は
、事
業
の
発
展
継
続
を
改
め
て
誓
い
、「
い
の
ち
を

ま
も
る
自
動
車
学
校
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ま

し
た
。そ
れ
を
具
体
化
す
る
３
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
、「Safety

（
安
心
安
全
な
交
通
社
会
を
作
る
た

め
の
取
り
組
み
）」「C

om
m
unication

（
デ
ジ
タ

ル
時
代
だ
か
ら
こ
そ
人
間
力
を
高
め
る
取
り
組
み
）」

「Ecology

（
環
境
と
共
生
す
る
こ
と
を
大
切
に
す

る
取
り
組
み
）」を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
教
習
生
の
や
る
気
や
自
信
を

そ削
ぐ
こ
と
な
く
鍛
え

る
た
め
に
、指
導
員
ら
社
員
は
、一
般
社
団
法
人 

日
本

ほ
め
る
達
人
協
会
に
よ
る「
ほ
め
達
！（
ほ
め
る
達

人
）」の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、ほ
め
て
伸
ば
す
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
教
習
生
は
若
者
が
多
い
こ
と

か
ら
、人
間
力
を
高
め
て
、力
強
く
社
会
に
踏
み
出
す

お
手
伝
い
も
し
ま
す
。指
導
員
は
担
当
制
と
し
、入

校
か
ら
卒
業
ま
で
、教
習
生
一
人
ひ
と
り
の
性
格
や

生
活
ス
タ
イ
ル
を
理
解
し
た
上
で
質
の
高
い
指
導
を

「
ゆ
る
や
傘
」は
、こ
れ
ま
で
に
５
万
本
を
届
け
ま
し

た
。熊
本
出
身
の
放
送
作
家
・
小
山
薫
堂
さ
ん
が
提

唱
し
、全
国
に
広
ま
っ
た
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ス

マ
ー
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
」に
賛
同
し
た
も
の
で
、ピ
ン
ク
の

チ
ェッ
カ
ー
フ
ラ
ッ
グ
柄
の
雨
傘
が「
思
い
や
り
運
転・

ゆ
っ
く
り
運
転
を
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。小
山
さ

ん
が
生
み
の
親
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
く
ま
モ
ン
」が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
K
D
S
版
の
み
で
す
。

　
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
安
全
運
転
再
教
育
に
つ

い
て
は
、安
全
運
転
講
習
や
講
演
会
の
他
、運
転
技

能
自
動
評
価
シ
ス
テ
ム（
商
品
名
：
オ
ブ
ジ
ェ
）を
熊

本
県
下
で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。ド
ラ
イ
バ
ー
の

頭（
帽
子
）と
右
足
甲（
靴
）に
小
型
セ
ン
サ
ー
を
取

り
付
け
、道
路
を
走
り
な
が
ら
安
全
運
転
達
成
度
を

計
測
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
評
価
し
て
問
題
点

を
見
つ
け
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、社
会
進
出
の
ひ
と
つ

の
手
段
と
し
て
運
転
免
許
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

ほ
か
、事
故
や
病
気
に
よ
る
高
次
脳
機
能
障
が
い
を

持
つ
方
の
運
転
再
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
に
向
け
て

動
き
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
2
0
0
8
年（
平
成
20

年
）か
ら
可
能
に
な
っ
た
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
教

習
も
手
話
や
U
D
ト
ー
ク（
※
1
）を
使
っ
て
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
車
社
会
）は
、

1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直

後
か
ら
、急
速
に
進
み
ま
し
た
。道
路
網
が
整
備
さ

れ
、大
衆
車
が
出
現
し
、多
く
の
人
が
運
転
免
許
を

取
得
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
K
D
S
グ
ル
ー
プ
は
、時
代
を
読
み
取
っ
た
父
・

ま
つ
も
と
し
ん
き
ち

松
本
新
吉
が
、1
9
6
3
年（
昭
和

   38
年
）、出
身
地

の
熊
本・菊
池
市
に
株
式
会
社
K
D
S
菊
池
自
動
車

学
校
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。昭
和
40
年
代

初
め
、2
，2
0
0
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
全
国
の
運
転
免

許
保
有
者
数
は
、昭
和
50
年
代
に
は
5
，0
0
0
万

人
を
超
え
ま
し
た
。旺
盛
な
教
習
需
要
に
応
え
る
た

め
、1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）、熊
本
市
に
株
式
会

社
K
D
S
熊
本
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
設
立
。

現
在
の
経
営
基
盤
を
築
い
た
新
吉
は
、1
9
9
4

年（
平
成
6
年
）に
他
界
し
、創
業
時
か
ら
携
わ
っ
て

い
た
母
・れ
い 

こ 

玲
子
を
経
て
2
0
0
9
年（
平
成

   21
年
）

に
私
が
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。結
婚
し
て
１
男

１
女
を
育
て
る
専
業
主
婦
か
ら
経
営
者
へ
の
転
身
で

し
た
。

行
い
、悩
み
を
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
笑
顔
や
挨
拶
、身
だ
し
な
み
な
ど
、マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
面
で
は
、全
教
習
車
に
L
P
G
仕
様
車
、営

業
車
に
は
電
気
自
動
車
を
導
入
し
、校
舎
の
電
気
は

太
陽
光
発
電
で
賄
う
な
ど
、C
O
2
を
削
減
し
て
共

生
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
が

い
の
あ
る
方
も
含
め
、共
に
生
き
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、

安
全
な
交
通
社
会
の
実
現
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

５
年
前
か
ら
、地
域
の
新
入
学
児
童
に
贈
っ
て
い
る
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安
全
運
転
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
、健
康
を
保
ち

な
が
ら
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
げ
る
交
通
安
全
講
習

会
な
ど
も
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、熊
本
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
、健
康
経
営

の
ラ
ボ
と
し
て「
黒
髪
カ
フ
ェ
＆
キ
ッ
チ
ン
」を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。地
元
の
食
材
を
使
い
、健
康
に
気
を

配
っ
た
メ
ニュ
ー
を
提
供
し
、社
員
の
ベ
ジ
フ
ァ
ー
ス
ト

用
野
菜
サ
ラ
ダ
は
こ
こ
か
ら
供
給
し
て
い
ま
す
。厚

生
労
働
省
な
ど
か
ら
は
、健
康
経
営
の
啓
発
を
求
め

ら
れ
、全
国
規
模
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
講
師
で
招
か

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
通
信
技
術（
I
C
T
）の
発
達
で
、多
様
な
車

両
制
御
が
可
能
と
な
り
、今
後
サ
ポ
カ
ー（
※
2
）・サ

ポ
カ
ー
S（
※
3
）の
特
性
を
知
る
教
習
も
必
要
で

す
。高
齢
者
の
再
雇
用
や
女
性
の
短
時
間
労
働
、子

育
て
支
援
な
ど
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
へ
の
取
り
組
み

や
、心
が
触
れ
合
う
教
習
・
健
康
経
営
や
受
動
喫
煙

防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
た
青
少
年
の
健
全
育
成

な
ど
を
よ
り
進
め
、社
会
貢
献
す
る
企
業
と
し
て
の

存
在
感
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
※
2
）セ
ー
フ
テ
ィ・サ
ポ
ー
ト
カ
ー
…
自
動
ブ
レ
ー
キ
を
搭
載
し

た
、全
て
の
運
転
者
に
推
奨
す
る
自
動
車

（
※
3
）セ
ー
フ
テ
ィ・サ
ポ
ー
ト
カ
ー
S
…
自
動
ブ
レ
ー
キ
に
加

え
、ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
加
速
抑
制
装
置
等
を
搭
載
し

た
、特
に
高
齢
運
転
者
に
推
奨
す
る
自
動
車

栄
養
と
カ
ロ
リ
ー
を
計
算
し
た
社
食
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、4
4
0
円
の
社
食
の
半
額
は
会
社
が
負
担

し
て
い
ま
す
。そ
の
他
、休
日
の
歩
数
を
競
う
社
内
万

歩
大
会
な
ど
の
メ
タ
ボ
対
策
、ス
ト
レ
ス
の
な
い
職
場

環
境
づ
く
り
な
ど
が
評
価
さ
れ
、我
が
社
の「
健
康

経
営
」の
取
り
組
み
は
厚
生
労
働
省
の「
健
康
寿
命

を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
優
良
賞
」、経
済
産
業
省
の

「
健
康
経
営
優
良
法
人
」を
２
年
連
続
受
賞
す
る
な

ど
全
国
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
創
業
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
、卒
業
生
は
約
15
万
人

に
上
り「
親
子
３
代
K
D
S
」と
嬉
し
い
声
も
頂
き

ま
す
。健
康
経
営
で
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高
ま

り
、逆
境
下
で
近
年
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
、社
長

就
任
時
か
ら
比
較
す
る
と
2
0
1
7
年（
平
成
29

年
）は
16
％
ア
ッ
プ
、さ
ら
に
次
の
一
手
と
し
て
の

様
々
な
分
野
の
開
拓・拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
無
人
飛
行
機「
ド
ロ
ー
ン
」を
用
い
た
写
真
測
量

や
空
撮
な
ど
の
需
要
が
高
ま
っ
て
お
り
、社
員
の
提

案
で
ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
を
育
成
す
る
ス
ク
ー
ル
の
開

校
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ま
た
高
齢
者
の
方
向
け
に
、

（
※
1
）コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援・
会
話
の
見
え
る
化
ア
プ
リ
…

多
言
語
の
翻
訳
及
び
音
声
認
識
や
音
声
合
成
を
実
装
す

る
こ
と
で
、障
が
い
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
だ
け
で
は
な
く
言
語

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
、漢
字
か
な
変
換
機
能
を
使
う
こ
と
で

世
代
間
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
、多
目
的
に
使
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ

　「
健
康
経
営
」は
、社
員
の
健
康
の
維
持・増
進
が

企
業
の
生
産
性
や
収
益
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
い
う

経
営
手
法
で
す
。き
っ
か
け
は
、経
営
を
引
き
継
い
だ

頃
に
体
験
し
た
社
員
２
人
の
相
次
ぐ
病
死
で
し
た
。

２
人
と
も
働
き
盛
り
。生
活
習
慣
病
を
患
い
、家
庭

や
会
社
の〝
宝
〞で
あ
る
人
材
の
早
す
ぎ
る
死
で
し

た
。「
社
員
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
私
の
責
務
」と
強

く
感
じ
、「
K
D
S
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
始

め
ま
し
た
。健
康
診
断
で
再
検
査
に
な
っ
た
場
合
は
、

そ
の
結
果
提
出
を
就
業
規
則
で
義
務
付
け
、早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。専
門
医
か
ら

喫
煙
の
害
を
学
び
、敷
地
内
の
全
面
禁
煙
、非
喫
煙

者
へ
の
禁
煙
推
進
手
当
、禁
煙
成
功
者
へ
の
奨
励
金

支
給
等
に
よ
り
、2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
81
％

だ
っ
た
喫
煙
率
は
現
在
８
％
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　「
健
康
の
源
」の
食
事
の
改
善
に
も
力
を
入
れ
、

逆
境
下
で
売
り
上
げ
ア
ッ
プ

さ
ら
に
新
分
野
を
開
拓
・
拡
充
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熊本銀行　取締役頭取　竹下　英
インタビューを終えて

社
員
は「
会
社
の
宝
」

健
康
経
営
で
社
員
の
い
の
ち
を
ま
も
る

最前列左3番目から一宮校長、永田社長、竹下頭取、松永支店長（熊本銀行）、茂田課長代理（熊本銀行）

　
い
ま
や
運
転
免
許
保
有
者
数
は
8
，0
0
0
万
人

を
超
え
ま
し
た
が
、最
近
は
少
子
化
も
あ
っ
て
新
規

免
許
取
得
者
は
減
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
経

営
環
境
の
中
で
経
営
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
私

は
、事
業
の
発
展
継
続
を
改
め
て
誓
い
、「
い
の
ち
を

ま
も
る
自
動
車
学
校
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ま

し
た
。そ
れ
を
具
体
化
す
る
３
つ
の
取
り
組
み
と
し

て
、「Safety

（
安
心
安
全
な
交
通
社
会
を
作
る
た

め
の
取
り
組
み
）」「C

om
m
unication

（
デ
ジ
タ

ル
時
代
だ
か
ら
こ
そ
人
間
力
を
高
め
る
取
り
組
み
）」

「Ecology

（
環
境
と
共
生
す
る
こ
と
を
大
切
に
す

る
取
り
組
み
）」を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　
教
習
生
の
や
る
気
や
自
信
を

そ削
ぐ
こ
と
な
く
鍛
え

る
た
め
に
、指
導
員
ら
社
員
は
、一
般
社
団
法
人 

日
本

ほ
め
る
達
人
協
会
に
よ
る「
ほ
め
達
！（
ほ
め
る
達

人
）」の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
、ほ
め
て
伸
ば
す
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
教
習
生
は
若
者
が
多
い
こ
と

か
ら
、人
間
力
を
高
め
て
、力
強
く
社
会
に
踏
み
出
す

お
手
伝
い
も
し
ま
す
。指
導
員
は
担
当
制
と
し
、入

校
か
ら
卒
業
ま
で
、教
習
生
一
人
ひ
と
り
の
性
格
や

生
活
ス
タ
イ
ル
を
理
解
し
た
上
で
質
の
高
い
指
導
を

「
ゆ
る
や
傘
」は
、こ
れ
ま
で
に
５
万
本
を
届
け
ま
し

た
。熊
本
出
身
の
放
送
作
家
・
小
山
薫
堂
さ
ん
が
提

唱
し
、全
国
に
広
ま
っ
た
交
通
安
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
ス

マ
ー
ト
ド
ラ
イ
バ
ー
」に
賛
同
し
た
も
の
で
、ピ
ン
ク
の

チ
ェッ
カ
ー
フ
ラ
ッ
グ
柄
の
雨
傘
が「
思
い
や
り
運
転・

ゆ
っ
く
り
運
転
を
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。小
山
さ

ん
が
生
み
の
親
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
く
ま
モ
ン
」が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
の
は
K
D
S
版
の
み
で
す
。

　
企
業
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
の
安
全
運
転
再
教
育
に
つ

い
て
は
、安
全
運
転
講
習
や
講
演
会
の
他
、運
転
技

能
自
動
評
価
シ
ス
テ
ム（
商
品
名
：
オ
ブ
ジ
ェ
）を
熊

本
県
下
で
初
め
て
導
入
し
ま
し
た
。ド
ラ
イ
バ
ー
の

頭（
帽
子
）と
右
足
甲（
靴
）に
小
型
セ
ン
サ
ー
を
取

り
付
け
、道
路
を
走
り
な
が
ら
安
全
運
転
達
成
度
を

計
測
し
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
自
動
評
価
し
て
問
題
点

を
見
つ
け
ま
す
。

　
発
達
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、社
会
進
出
の
ひ
と
つ

の
手
段
と
し
て
運
転
免
許
取
得
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

ほ
か
、事
故
や
病
気
に
よ
る
高
次
脳
機
能
障
が
い
を

持
つ
方
の
運
転
再
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
に
向
け
て

動
き
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
2
0
0
8
年（
平
成
20

年
）か
ら
可
能
に
な
っ
た
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
教

習
も
手
話
や
U
D
ト
ー
ク（
※
1
）を
使
っ
て
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン（
車
社
会
）は
、

1
9
6
4
年（
昭
和
39
年
）東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直

後
か
ら
、急
速
に
進
み
ま
し
た
。道
路
網
が
整
備
さ

れ
、大
衆
車
が
出
現
し
、多
く
の
人
が
運
転
免
許
を

取
得
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
K
D
S
グ
ル
ー
プ
は
、時
代
を
読
み
取
っ
た
父
・

ま
つ
も
と
し
ん
き
ち

松
本
新
吉
が
、1
9
6
3
年（
昭
和

   38
年
）、出
身
地

の
熊
本・菊
池
市
に
株
式
会
社
K
D
S
菊
池
自
動
車

学
校
を
設
立
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。昭
和
40
年
代

初
め
、2
，2
0
0
万
人
ほ
ど
だ
っ
た
全
国
の
運
転
免

許
保
有
者
数
は
、昭
和
50
年
代
に
は
5
，0
0
0
万

人
を
超
え
ま
し
た
。旺
盛
な
教
習
需
要
に
応
え
る
た

め
、1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）、熊
本
市
に
株
式
会

社
K
D
S
熊
本
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
を
設
立
。

現
在
の
経
営
基
盤
を
築
い
た
新
吉
は
、1
9
9
4

年（
平
成
6
年
）に
他
界
し
、創
業
時
か
ら
携
わ
っ
て

い
た
母
・れ
い 

こ 

玲
子
を
経
て
2
0
0
9
年（
平
成

   21
年
）

に
私
が
経
営
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。結
婚
し
て
１
男

１
女
を
育
て
る
専
業
主
婦
か
ら
経
営
者
へ
の
転
身
で

し
た
。

行
い
、悩
み
を
聞
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
笑
顔
や
挨
拶
、身
だ
し
な
み
な
ど
、マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
面
で
は
、全
教
習
車
に
L
P
G
仕
様
車
、営

業
車
に
は
電
気
自
動
車
を
導
入
し
、校
舎
の
電
気
は

太
陽
光
発
電
で
賄
う
な
ど
、C
O
2
を
削
減
し
て
共

生
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
運
転
者
だ
け
で
な
く
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
、障
が

い
の
あ
る
方
も
含
め
、共
に
生
き
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、

安
全
な
交
通
社
会
の
実
現
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

５
年
前
か
ら
、地
域
の
新
入
学
児
童
に
贈
っ
て
い
る
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■会社概要
創業：1953年／設立：1976年／所在地：長崎県西彼杵郡時津町／
資本金：5,000万円／従業員：124名／事業内容：ジュエリー・お菓子
等のギフトパッケージ製造販売／事業拠点：（本社）長崎県西彼杵郡
時津町、（海外）中国

本社前（左から吉岡社長、吉澤頭取）本社前（左から吉岡社長、吉澤頭取）

株
式
会
社 

旭
屋

人
と
人
の「
心
の
絆
」を
包
む

ギ
フ
ト
パッ
ケ
ー
ジ
を
製
造
販
売
。

技
術
力
で
長
崎
か
ら
世
界
へ
。

取
引
店
／
親
和
銀
行 

時
津
支
店

吉
岡
　英
一
氏

代
表
取
締
役
社
長

よ 

し
　 お 

か
　
　
　
　
　 え 

い
　 い 

ち

あ
さ
ひ
　や
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株
式
会
社 

旭
屋

人
と
人
の「
心
の
絆
」を
包
む

ギ
フ
ト
パッ
ケ
ー
ジ
を
製
造
販
売
。

技
術
力
で
長
崎
か
ら
世
界
へ
。

取
引
店
／
親
和
銀
行 

時
津
支
店

吉
岡
　英
一
氏

代
表
取
締
役
社
長

よ 

し
　 お 

か
　
　
　
　
　 え 

い
　 い 

ち

あ
さ
ひ
　や
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リ
カ
な
ど
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
、製
造
能
力
や
価
格
な
ど

大
き
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、品
質
、デ
ザ
イ
ン
力
で

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
日
に
大
切
な
人
に
贈
る
ジ
ュエ
リ
ー
や
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
箱
に
は
愛
と
希
望
が
、お
土
産
の
箱
に
は

旅
の
楽
し
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
贈
る
人
の
気
持
ち
を
ギ
フ
ト
と
共
に
届
け
る
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。こ
れ
か
ら
も
常
に
時
代
と
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

良
か
っ
た
」と
言
わ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

60
歳
が
定
年
で
す
が
、再
雇
用
で
そ
れ
以
降
も
働
き
、

70
歳
を
超
え
て
も
働
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
と
し
て
は
月
に
1
回
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
開
い
て
い
ま
す
。「
こ
ど
も
の
日
」や「
母
の
日
」な

ど
を
テ
ー
マ
に
、家
族
で
無
地
の
箱
に
好
き
な
飾
り

つ
け
を
し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、参
加
し
た
お
母
さ
ん
方
の
な
か
に
は
箱

作
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
内
職
さ
ん
に
な
る
方
も
い

ま
す
。

　
国
内
の
製
造
を
補
う
た
め
、２
人
の
社
員
が
常
駐

す
る
中
国
・
上
海
の
事
務
所
を
経
由
し
て
中
国
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
商
品
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。国
内

と
同
レ
ベ
ル
の
商
品
を
作
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、7
年
目
で
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。現
在

は
輸
入
品
の
販
売
が
売
り
上
げ
全
体
の
2
％
程
で
す

が
、将
来
は
10
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
も
注
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、台
湾
、韓
国
、中
国
、ア
メ

ま
す
。箱
を
組
み
立
て
る
た
め
に
は
接
着
剤
も
重
要

で
す
。ニ
カ
ワ（
の
り糊
）は
常
に
最
良
の
状
態
で
貼
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
濃
度
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、箱
は

か
ん
ご
う

嵌
合（
は
ま
り
合
い
）が
大
切
で
す
。ふ
た蓋

は
滑
ら
か
に
開
け
閉
め
で
き
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
難
し
く
、資
材
、設
計
、生
産
の
全
て
が
う
ま

く
機
能
し
な
け
れ
ば
嵌
合
の
良
い
箱
は
で
き
ま
せ

ん
。0.1
ミ
リ
単
位
で
微
調
整
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

ま
す
。

　
何
よ
り
も
高
品
質
の
商
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、「
内
職
さ
ん
」の
存
在
で
す
。設
計
や
生
産
管

理
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
終
的
な
仕
上

げ
は
手
作
業
で
、熟
練
し
た
技
で
一
つ
ず
つ
手
作
り

し
ま
す
。1
6
0
人
以
上
が
働
い
て
お
り
、高
水
準

の
商
品
を
安
定
し
て
納
め
ら
れ
る
体
制
が
他
社
に
は

な
い
強
み
で
す
。

　
会
社
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は「
長
く
続
く
こ

と
」で
す
。そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
働
い
て
い
る
人

が
幸
せ
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
長
く
働
い
て

1.自社商品を手に記念撮影／2.内職さんの繊細
な手仕事が光る／3.両面が白の板紙（厚い紙）に
色紙を貼る作業／4.見学風景／5.立体倉庫でお客
様の商品をお預かりして分割発送／6.今までに手
がけたギフトパッケージを社内に展示／7.ワーク
ショップの様子／8.2人の社員が駐在する中国・
上海の事務所

ケ
ー
ジ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
鉄
板
に
布
を
貼
っ
た
も
の

が
主
流
で
し
た
が
、テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が
紙
箱
を
使
用
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
紙
箱
が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
9
4
年（
平
成
6
年
）か
ら
お
菓
子
、バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
販
売
に
も
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
し
た
。ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
求
め
ら
れ
た
デ

ザ
イ
ン
性
と
品
質
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。現
在
の
売
り
上
げ
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
係
が

40
％
、お
菓
子
・バ
レ
ン
タ
イ
ン
関
係
が
40
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
、年
間
約
6
0
0
万
個
の
ギ
フ
ト
パッ
ケ
ー
ジ

を
製
造
し
、関
東
・
関
西
を
中
心
に
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
約
8
0
0
社
の
お
客
様（
代
理
店
様
）

に
商
品
を
納
め
て
い
ま
す
。ユ
ー
ザ
ー
様
は
大
手
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
や
お
菓
子
の
メ
ー
カ
ー
、誰
も
が
知
っ
て

い
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。一
つ
ず

つ
丁
寧
に
作
っ
た
我
が
社
の
箱
が
全
国
の
デ
パ
ー
ト

　
最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、何
処
に
も
負
け
な

い
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
で
す
。ま
た
安

定
し
た
品
質
、小
ロ
ッ
ト
生
産
、短
い
納
期
、適
正
な

価
格
で
商
品
を
ご
提
供
す
る
と
と
も
に
、我
が
社
の

立
体
倉
庫
で
3
〜
6
ヶ
月
お
客
様
の
商
品
を
お
預
か

り
し
、分
割
発
送
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の
倉
庫
負

担
減
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
は「
資
材
管
理
」

「
設
計
」「
生
産
」と
い
う
全
て
の
工
程
の
細
部
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　
品
質
の
良
い
商
品
を
作
る
た
め
に
は
、ま
ず
良
い
資

材
を
選
ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。常
に
5
0
0
種

類
以
上
の
紙
を
備
え
て
い
ま
す
が
、最
高
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
徹
底
し
た
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。板
紙（
厚
い
紙
）は
、表
が
白
で
裏
が
ネ
ズ
ミ
色
の

「
裏
ネ
ズ
」を
使
う
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、我
が
社

で
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
が
両
面
が
白
の
板

紙
を
使
う
こ
と
で
、色
の
薄
い
紙
を
貼
っ
て
も
ネ
ズ
ミ

色
が
透
け
ず
に
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
美
し
く
仕
上
が
り

　
我
が
社
は
貼
り
箱（
ボ
ー
ル
紙
に
さ
ま
ざ
ま
な
色

や
デ
ザ
イ
ン
の
紙
を
貼
る
立
体
的
な
箱
）で
ギ
フ
ト

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
は
父・吉
岡
と
し 

お 

敏
夫（
故
人
）で
す
。箱
製
造

業
を
営
ん
で
い
た
知
人
に
作
り
方
を
学
び
、1
9
5
3

年（
昭
和
28
年
）、長
崎
市
八
幡
町
で「
あ
さ
ひ
堂
」

を
創
業
し
ま
し
た
。私
も
18
歳
に
な
る
と
家
業
に
入

り
、両
親
や
2
、3
人
の
パ
ー
ト
さ
ん
と
一
緒
に
、朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
手
作
業
で
婚
礼
用
の
餅
菓

子
や
か
ま
ぼ
こ
の
箱
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）、工
場
の
プ
レ
ス
機
に

よ
る
振
動
の
問
題
が
気
に
な
り
近
所
に
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
な
い
と
長
崎
市
滑
石
町
へ
移
転
。そ
の
後
現

在
地
で
あ
る
西
彼
杵
郡
時
津
町
に
移
転
し
、機
械
化

を
進
め
な
が
ら
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。経

営
は
順
調
で
し
た
が
、売
り
上
げ
を
一
地
域
、一
業
種

に
依
存
す
る
こ
と
に
リ
ス
ク
を
感
じ
、福
岡
・
大
阪
・

東
京
と
営
業
活
動
を
行
い
、販
路
を
開
拓
す
る
と
と

も
に
、将
来
性
に
着
目
し
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
分
野
に
参
入
し
ま
し
た
。そ
の
頃
、ジ
ュエ
リ
ー
パ
ッ

や
専
門
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
を
美
し
く
飾
っ
て
い

る
の
は
、私
た
ち
の
ひ
そ
か
な
誇
り
で
す
。

　
注
文
品
以
外
に
は
、ジ
ュ
エ
リ
ー
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド「

カ
ラ
ザ

C
H
A
LA
ZA

」、お
菓
子
ギ
フ
ト
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ブ
ラ
ン
ド「

ア
レ
ス

A
LLES

」、そ
の
他
パッ
ケ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド「

ド
レ
ス

D
RESS

」と
い
う
3
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
を
立
ち
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
約
1
0
0
種
類
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
揃
え
て
、お
客
様
が
お
求
め
や
す
い
よ
う
に

小
ロ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
に
も
お
応
え
し
、こ
れ
ま
で
3
万
種
類
以
上
の
お
客

様
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。10
年
以

上
前
に
注
文
を
受
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
も
商
品

番
号
で
常
に
同
じ
商
品
が
で
き
る
よ
う
に
、細
か
い
仕

様
も
含
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
で
全
国
展
開

独
自
ブ
ラ
ン
ド
も
立
ち
上
げ

機
械
化
を
進
め
て
販
路
拡
大

ジ
ュ
エ
リ
ー
で
商
機
を
つ
か
む
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品
質
の
良
い
商
品
を
生
み
出
す

「
内
職
さ
ん
」の
活
躍



リ
カ
な
ど
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
、製
造
能
力
や
価
格
な
ど

大
き
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、品
質
、デ
ザ
イ
ン
力
で

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
日
に
大
切
な
人
に
贈
る
ジ
ュエ
リ
ー
や
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
箱
に
は
愛
と
希
望
が
、お
土
産
の
箱
に
は

旅
の
楽
し
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
贈
る
人
の
気
持
ち
を
ギ
フ
ト
と
共
に
届
け
る
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。こ
れ
か
ら
も
常
に
時
代
と
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

良
か
っ
た
」と
言
わ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

60
歳
が
定
年
で
す
が
、再
雇
用
で
そ
れ
以
降
も
働
き
、

70
歳
を
超
え
て
も
働
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
と
し
て
は
月
に
1
回
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
開
い
て
い
ま
す
。「
こ
ど
も
の
日
」や「
母
の
日
」な

ど
を
テ
ー
マ
に
、家
族
で
無
地
の
箱
に
好
き
な
飾
り

つ
け
を
し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、参
加
し
た
お
母
さ
ん
方
の
な
か
に
は
箱

作
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
内
職
さ
ん
に
な
る
方
も
い

ま
す
。

　
国
内
の
製
造
を
補
う
た
め
、２
人
の
社
員
が
常
駐

す
る
中
国
・
上
海
の
事
務
所
を
経
由
し
て
中
国
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
商
品
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。国
内

と
同
レ
ベ
ル
の
商
品
を
作
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、7
年
目
で
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。現
在

は
輸
入
品
の
販
売
が
売
り
上
げ
全
体
の
2
％
程
で
す

が
、将
来
は
10
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
も
注
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、台
湾
、韓
国
、中
国
、ア
メ

ま
す
。箱
を
組
み
立
て
る
た
め
に
は
接
着
剤
も
重
要

で
す
。ニ
カ
ワ（
の
り糊
）は
常
に
最
良
の
状
態
で
貼
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
濃
度
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、箱
は

か
ん
ご
う

嵌
合（
は
ま
り
合
い
）が
大
切
で
す
。ふ
た蓋

は
滑
ら
か
に
開
け
閉
め
で
き
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
難
し
く
、資
材
、設
計
、生
産
の
全
て
が
う
ま

く
機
能
し
な
け
れ
ば
嵌
合
の
良
い
箱
は
で
き
ま
せ

ん
。0.1
ミ
リ
単
位
で
微
調
整
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

ま
す
。

　
何
よ
り
も
高
品
質
の
商
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、「
内
職
さ
ん
」の
存
在
で
す
。設
計
や
生
産
管

理
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
終
的
な
仕
上

げ
は
手
作
業
で
、熟
練
し
た
技
で
一
つ
ず
つ
手
作
り

し
ま
す
。1
6
0
人
以
上
が
働
い
て
お
り
、高
水
準

の
商
品
を
安
定
し
て
納
め
ら
れ
る
体
制
が
他
社
に
は

な
い
強
み
で
す
。

　
会
社
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は「
長
く
続
く
こ

と
」で
す
。そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
働
い
て
い
る
人

が
幸
せ
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
長
く
働
い
て

1.自社商品を手に記念撮影／2.内職さんの繊細
な手仕事が光る／3.両面が白の板紙（厚い紙）に
色紙を貼る作業／4.見学風景／5.立体倉庫でお客
様の商品をお預かりして分割発送／6.今までに手
がけたギフトパッケージを社内に展示／7.ワーク
ショップの様子／8.2人の社員が駐在する中国・
上海の事務所

ケ
ー
ジ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
鉄
板
に
布
を
貼
っ
た
も
の

が
主
流
で
し
た
が
、テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が
紙
箱
を
使
用
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
紙
箱
が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
9
4
年（
平
成
6
年
）か
ら
お
菓
子
、バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
販
売
に
も
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
し
た
。ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
求
め
ら
れ
た
デ

ザ
イ
ン
性
と
品
質
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。現
在
の
売
り
上
げ
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
係
が

40
％
、お
菓
子
・バ
レ
ン
タ
イ
ン
関
係
が
40
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
、年
間
約
6
0
0
万
個
の
ギ
フ
ト
パッ
ケ
ー
ジ

を
製
造
し
、関
東
・
関
西
を
中
心
に
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
約
8
0
0
社
の
お
客
様（
代
理
店
様
）

に
商
品
を
納
め
て
い
ま
す
。ユ
ー
ザ
ー
様
は
大
手
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
や
お
菓
子
の
メ
ー
カ
ー
、誰
も
が
知
っ
て

い
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。一
つ
ず

つ
丁
寧
に
作
っ
た
我
が
社
の
箱
が
全
国
の
デ
パ
ー
ト

　
最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、何
処
に
も
負
け
な

い
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
で
す
。ま
た
安

定
し
た
品
質
、小
ロ
ッ
ト
生
産
、短
い
納
期
、適
正
な

価
格
で
商
品
を
ご
提
供
す
る
と
と
も
に
、我
が
社
の

立
体
倉
庫
で
3
〜
6
ヶ
月
お
客
様
の
商
品
を
お
預
か

り
し
、分
割
発
送
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の
倉
庫
負

担
減
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
は「
資
材
管
理
」

「
設
計
」「
生
産
」と
い
う
全
て
の
工
程
の
細
部
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　
品
質
の
良
い
商
品
を
作
る
た
め
に
は
、ま
ず
良
い
資

材
を
選
ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。常
に
5
0
0
種

類
以
上
の
紙
を
備
え
て
い
ま
す
が
、最
高
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
徹
底
し
た
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。板
紙（
厚
い
紙
）は
、表
が
白
で
裏
が
ネ
ズ
ミ
色
の

「
裏
ネ
ズ
」を
使
う
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、我
が
社

で
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
が
両
面
が
白
の
板

紙
を
使
う
こ
と
で
、色
の
薄
い
紙
を
貼
っ
て
も
ネ
ズ
ミ

色
が
透
け
ず
に
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
美
し
く
仕
上
が
り

　
我
が
社
は
貼
り
箱（
ボ
ー
ル
紙
に
さ
ま
ざ
ま
な
色

や
デ
ザ
イ
ン
の
紙
を
貼
る
立
体
的
な
箱
）で
ギ
フ
ト

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
は
父・吉
岡
と
し 

お 

敏
夫（
故
人
）で
す
。箱
製
造

業
を
営
ん
で
い
た
知
人
に
作
り
方
を
学
び
、1
9
5
3

年（
昭
和
28
年
）、長
崎
市
八
幡
町
で「
あ
さ
ひ
堂
」

を
創
業
し
ま
し
た
。私
も
18
歳
に
な
る
と
家
業
に
入

り
、両
親
や
2
、3
人
の
パ
ー
ト
さ
ん
と
一
緒
に
、朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
手
作
業
で
婚
礼
用
の
餅
菓

子
や
か
ま
ぼ
こ
の
箱
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）、工
場
の
プ
レ
ス
機
に

よ
る
振
動
の
問
題
が
気
に
な
り
近
所
に
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
な
い
と
長
崎
市
滑
石
町
へ
移
転
。そ
の
後
現

在
地
で
あ
る
西
彼
杵
郡
時
津
町
に
移
転
し
、機
械
化

を
進
め
な
が
ら
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。経

営
は
順
調
で
し
た
が
、売
り
上
げ
を
一
地
域
、一
業
種

に
依
存
す
る
こ
と
に
リ
ス
ク
を
感
じ
、福
岡
・
大
阪
・

東
京
と
営
業
活
動
を
行
い
、販
路
を
開
拓
す
る
と
と

も
に
、将
来
性
に
着
目
し
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
分
野
に
参
入
し
ま
し
た
。そ
の
頃
、ジ
ュエ
リ
ー
パ
ッ

や
専
門
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
を
美
し
く
飾
っ
て
い

る
の
は
、私
た
ち
の
ひ
そ
か
な
誇
り
で
す
。

　
注
文
品
以
外
に
は
、ジ
ュ
エ
リ
ー
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド「

カ
ラ
ザ

C
H
A
LA
ZA

」、お
菓
子
ギ
フ
ト
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ブ
ラ
ン
ド「

ア
レ
ス

A
LLES

」、そ
の
他
パッ
ケ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド「

ド
レ
ス

D
RESS

」と
い
う
3
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
を
立
ち
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
約
1
0
0
種
類
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
揃
え
て
、お
客
様
が
お
求
め
や
す
い
よ
う
に

小
ロ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
に
も
お
応
え
し
、こ
れ
ま
で
3
万
種
類
以
上
の
お
客

様
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。10
年
以

上
前
に
注
文
を
受
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
も
商
品

番
号
で
常
に
同
じ
商
品
が
で
き
る
よ
う
に
、細
か
い
仕

様
も
含
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
品
種
・
小
ロ
ッ
ト
で
全
国
展
開

独
自
ブ
ラ
ン
ド
も
立
ち
上
げ

機
械
化
を
進
め
て
販
路
拡
大

ジ
ュ
エ
リ
ー
で
商
機
を
つ
か
む

株式会社 旭屋Top  I nt e r v ie w
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3

468

7 5

吉岡社長

品
質
の
良
い
商
品
を
生
み
出
す

「
内
職
さ
ん
」の
活
躍
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リ
カ
な
ど
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
、製
造
能
力
や
価
格
な
ど

大
き
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、品
質
、デ
ザ
イ
ン
力
で

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
日
に
大
切
な
人
に
贈
る
ジ
ュエ
リ
ー
や
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
箱
に
は
愛
と
希
望
が
、お
土
産
の
箱
に
は

旅
の
楽
し
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
贈
る
人
の
気
持
ち
を
ギ
フ
ト
と
共
に
届
け
る
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。こ
れ
か
ら
も
常
に
時
代
と
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

良
か
っ
た
」と
言
わ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

60
歳
が
定
年
で
す
が
、再
雇
用
で
そ
れ
以
降
も
働
き
、

70
歳
を
超
え
て
も
働
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
と
し
て
は
月
に
1
回
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
開
い
て
い
ま
す
。「
こ
ど
も
の
日
」や「
母
の
日
」な

ど
を
テ
ー
マ
に
、家
族
で
無
地
の
箱
に
好
き
な
飾
り

つ
け
を
し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、参
加
し
た
お
母
さ
ん
方
の
な
か
に
は
箱

作
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
内
職
さ
ん
に
な
る
方
も
い

ま
す
。

　
国
内
の
製
造
を
補
う
た
め
、２
人
の
社
員
が
常
駐

す
る
中
国
・
上
海
の
事
務
所
を
経
由
し
て
中
国
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
商
品
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。国
内

と
同
レ
ベ
ル
の
商
品
を
作
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、7
年
目
で
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。現
在

は
輸
入
品
の
販
売
が
売
り
上
げ
全
体
の
2
％
程
で
す

が
、将
来
は
10
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
も
注
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、台
湾
、韓
国
、中
国
、ア
メ

ま
す
。箱
を
組
み
立
て
る
た
め
に
は
接
着
剤
も
重
要

で
す
。ニ
カ
ワ（
の
り糊
）は
常
に
最
良
の
状
態
で
貼
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
濃
度
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、箱
は

か
ん
ご
う

嵌
合（
は
ま
り
合
い
）が
大
切
で
す
。ふ
た蓋

は
滑
ら
か
に
開
け
閉
め
で
き
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
難
し
く
、資
材
、設
計
、生
産
の
全
て
が
う
ま

く
機
能
し
な
け
れ
ば
嵌
合
の
良
い
箱
は
で
き
ま
せ

ん
。0.1
ミ
リ
単
位
で
微
調
整
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

ま
す
。

　
何
よ
り
も
高
品
質
の
商
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、「
内
職
さ
ん
」の
存
在
で
す
。設
計
や
生
産
管

理
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
終
的
な
仕
上

げ
は
手
作
業
で
、熟
練
し
た
技
で
一
つ
ず
つ
手
作
り

し
ま
す
。1
6
0
人
以
上
が
働
い
て
お
り
、高
水
準

の
商
品
を
安
定
し
て
納
め
ら
れ
る
体
制
が
他
社
に
は

な
い
強
み
で
す
。

　
会
社
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は「
長
く
続
く
こ

と
」で
す
。そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
働
い
て
い
る
人

が
幸
せ
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
長
く
働
い
て

上
海
事
務
所
を
足
が
か
り
に

ア
ジ
ア
、欧
米
へ
の
輸
出
を
目
指
す

　サンプルコーナーを見せていただきましたが、数え切れないほどの商品で
埋め尽くされていました。どれも繊細で美しく、社長のおっしゃる通り、「人と人
の心の絆を包む商品」だと実感しました。
　確かな技術力とデザイン、最新鋭の生産システムによる多品種・小ロット
生産で安定経営を実現されました。海外にも目を向けて上海事務所を開設
され、アジアから欧米まで新たな市場開拓にも意欲的です。今後の展開を
大いに期待しています。
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親和銀行　取締役頭取　 吉澤 俊介
インタビューを終えて

「
長
く
働
き
た
い
会
社
」を
目
指
す

地
域
貢
献
も

前列左4番目から吉岡取締役、吉岡社長、吉澤頭取、前田支店長（親和銀行）

ケ
ー
ジ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
鉄
板
に
布
を
貼
っ
た
も
の

が
主
流
で
し
た
が
、テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が
紙
箱
を
使
用
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
紙
箱
が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
9
4
年（
平
成
6
年
）か
ら
お
菓
子
、バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
販
売
に
も
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
し
た
。ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
求
め
ら
れ
た
デ

ザ
イ
ン
性
と
品
質
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。現
在
の
売
り
上
げ
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
係
が

40
％
、お
菓
子
・バ
レ
ン
タ
イ
ン
関
係
が
40
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
、年
間
約
6
0
0
万
個
の
ギ
フ
ト
パッ
ケ
ー
ジ

を
製
造
し
、関
東
・
関
西
を
中
心
に
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
約
8
0
0
社
の
お
客
様（
代
理
店
様
）

に
商
品
を
納
め
て
い
ま
す
。ユ
ー
ザ
ー
様
は
大
手
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
や
お
菓
子
の
メ
ー
カ
ー
、誰
も
が
知
っ
て

い
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。一
つ
ず

つ
丁
寧
に
作
っ
た
我
が
社
の
箱
が
全
国
の
デ
パ
ー
ト

　
最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、何
処
に
も
負
け
な

い
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
で
す
。ま
た
安

定
し
た
品
質
、小
ロ
ッ
ト
生
産
、短
い
納
期
、適
正
な

価
格
で
商
品
を
ご
提
供
す
る
と
と
も
に
、我
が
社
の

立
体
倉
庫
で
3
〜
6
ヶ
月
お
客
様
の
商
品
を
お
預
か

り
し
、分
割
発
送
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の
倉
庫
負

担
減
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
は「
資
材
管
理
」

「
設
計
」「
生
産
」と
い
う
全
て
の
工
程
の
細
部
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　
品
質
の
良
い
商
品
を
作
る
た
め
に
は
、ま
ず
良
い
資

材
を
選
ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。常
に
5
0
0
種

類
以
上
の
紙
を
備
え
て
い
ま
す
が
、最
高
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
徹
底
し
た
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。板
紙（
厚
い
紙
）は
、表
が
白
で
裏
が
ネ
ズ
ミ
色
の

「
裏
ネ
ズ
」を
使
う
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、我
が
社

で
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
が
両
面
が
白
の
板

紙
を
使
う
こ
と
で
、色
の
薄
い
紙
を
貼
っ
て
も
ネ
ズ
ミ

色
が
透
け
ず
に
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
美
し
く
仕
上
が
り

　
我
が
社
は
貼
り
箱（
ボ
ー
ル
紙
に
さ
ま
ざ
ま
な
色

や
デ
ザ
イ
ン
の
紙
を
貼
る
立
体
的
な
箱
）で
ギ
フ
ト

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
は
父・吉
岡
と
し 

お 

敏
夫（
故
人
）で
す
。箱
製
造

業
を
営
ん
で
い
た
知
人
に
作
り
方
を
学
び
、1
9
5
3

年（
昭
和
28
年
）、長
崎
市
八
幡
町
で「
あ
さ
ひ
堂
」

を
創
業
し
ま
し
た
。私
も
18
歳
に
な
る
と
家
業
に
入

り
、両
親
や
2
、3
人
の
パ
ー
ト
さ
ん
と
一
緒
に
、朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
手
作
業
で
婚
礼
用
の
餅
菓

子
や
か
ま
ぼ
こ
の
箱
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）、工
場
の
プ
レ
ス
機
に

よ
る
振
動
の
問
題
が
気
に
な
り
近
所
に
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
な
い
と
長
崎
市
滑
石
町
へ
移
転
。そ
の
後
現

在
地
で
あ
る
西
彼
杵
郡
時
津
町
に
移
転
し
、機
械
化

を
進
め
な
が
ら
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。経

営
は
順
調
で
し
た
が
、売
り
上
げ
を
一
地
域
、一
業
種

に
依
存
す
る
こ
と
に
リ
ス
ク
を
感
じ
、福
岡
・
大
阪
・

東
京
と
営
業
活
動
を
行
い
、販
路
を
開
拓
す
る
と
と

も
に
、将
来
性
に
着
目
し
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
分
野
に
参
入
し
ま
し
た
。そ
の
頃
、ジ
ュエ
リ
ー
パ
ッ

や
専
門
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
を
美
し
く
飾
っ
て
い

る
の
は
、私
た
ち
の
ひ
そ
か
な
誇
り
で
す
。

　
注
文
品
以
外
に
は
、ジ
ュ
エ
リ
ー
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド「

カ
ラ
ザ

C
H
A
LA
ZA

」、お
菓
子
ギ
フ
ト
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ブ
ラ
ン
ド「

ア
レ
ス

A
LLES

」、そ
の
他
パッ
ケ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド「

ド
レ
ス

D
RESS

」と
い
う
3
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
を
立
ち
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
約
1
0
0
種
類
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
揃
え
て
、お
客
様
が
お
求
め
や
す
い
よ
う
に

小
ロ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
に
も
お
応
え
し
、こ
れ
ま
で
3
万
種
類
以
上
の
お
客

様
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。10
年
以

上
前
に
注
文
を
受
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
も
商
品

番
号
で
常
に
同
じ
商
品
が
で
き
る
よ
う
に
、細
か
い
仕

様
も
含
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パッケージは贈る人の

大切な気持ちを

贈りたい商品と共に届ける

大切なパートナーです。
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リ
カ
な
ど
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
、製
造
能
力
や
価
格
な
ど

大
き
な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、品
質
、デ
ザ
イ
ン
力
で

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
日
に
大
切
な
人
に
贈
る
ジ
ュエ
リ
ー
や
バ
レ

ン
タ
イ
ン
の
箱
に
は
愛
と
希
望
が
、お
土
産
の
箱
に
は

旅
の
楽
し
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。パ
ッ
ケ
ー

ジ
は
贈
る
人
の
気
持
ち
を
ギ
フ
ト
と
共
に
届
け
る
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。こ
れ
か
ら
も
常
に
時
代
と
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。

良
か
っ
た
」と
言
わ
れ
る
会
社
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

60
歳
が
定
年
で
す
が
、再
雇
用
で
そ
れ
以
降
も
働
き
、

70
歳
を
超
え
て
も
働
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
貢
献
と
し
て
は
月
に
1
回
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

を
開
い
て
い
ま
す
。「
こ
ど
も
の
日
」や「
母
の
日
」な

ど
を
テ
ー
マ
に
、家
族
で
無
地
の
箱
に
好
き
な
飾
り

つ
け
を
し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、参
加
し
た
お
母
さ
ん
方
の
な
か
に
は
箱

作
り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
内
職
さ
ん
に
な
る
方
も
い

ま
す
。

　
国
内
の
製
造
を
補
う
た
め
、２
人
の
社
員
が
常
駐

す
る
中
国
・
上
海
の
事
務
所
を
経
由
し
て
中
国
の

メ
ー
カ
ー
か
ら
も
商
品
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。国
内

と
同
レ
ベ
ル
の
商
品
を
作
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、7
年
目
で
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。現
在

は
輸
入
品
の
販
売
が
売
り
上
げ
全
体
の
2
％
程
で
す

が
、将
来
は
10
％
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
海
外
へ
の
販
路
拡
大
に
も
注
力
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、台
湾
、韓
国
、中
国
、ア
メ

ま
す
。箱
を
組
み
立
て
る
た
め
に
は
接
着
剤
も
重
要

で
す
。ニ
カ
ワ（
の
り糊
）は
常
に
最
良
の
状
態
で
貼
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
濃
度
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、箱
は

か
ん
ご
う

嵌
合（
は
ま
り
合
い
）が
大
切
で
す
。ふ
た蓋

は
滑
ら
か
に
開
け
閉
め
で
き
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
難
し
く
、資
材
、設
計
、生
産
の
全
て
が
う
ま

く
機
能
し
な
け
れ
ば
嵌
合
の
良
い
箱
は
で
き
ま
せ

ん
。0.1
ミ
リ
単
位
で
微
調
整
し
な
が
ら
慎
重
に
進
め

ま
す
。

　
何
よ
り
も
高
品
質
の
商
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、「
内
職
さ
ん
」の
存
在
で
す
。設
計
や
生
産
管

理
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
終
的
な
仕
上

げ
は
手
作
業
で
、熟
練
し
た
技
で
一
つ
ず
つ
手
作
り

し
ま
す
。1
6
0
人
以
上
が
働
い
て
お
り
、高
水
準

の
商
品
を
安
定
し
て
納
め
ら
れ
る
体
制
が
他
社
に
は

な
い
強
み
で
す
。

　
会
社
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は「
長
く
続
く
こ

と
」で
す
。そ
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
働
い
て
い
る
人

が
幸
せ
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
長
く
働
い
て

上
海
事
務
所
を
足
が
か
り
に

ア
ジ
ア
、欧
米
へ
の
輸
出
を
目
指
す

　サンプルコーナーを見せていただきましたが、数え切れないほどの商品で
埋め尽くされていました。どれも繊細で美しく、社長のおっしゃる通り、「人と人
の心の絆を包む商品」だと実感しました。
　確かな技術力とデザイン、最新鋭の生産システムによる多品種・小ロット
生産で安定経営を実現されました。海外にも目を向けて上海事務所を開設
され、アジアから欧米まで新たな市場開拓にも意欲的です。今後の展開を
大いに期待しています。

株式会社 旭屋Top  I nt e r v ie w

親和銀行　取締役頭取　 吉澤 俊介
インタビューを終えて

「
長
く
働
き
た
い
会
社
」を
目
指
す

地
域
貢
献
も

前列左4番目から吉岡取締役、吉岡社長、吉澤頭取、前田支店長（親和銀行）

ケ
ー
ジ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
か
鉄
板
に
布
を
貼
っ
た
も
の

が
主
流
で
し
た
が
、テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が
紙
箱
を
使
用
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
紙
箱
が
広
く
認
知
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
1
9
9
4
年（
平
成
6
年
）か
ら
お
菓
子
、バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
等
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
販
売
に
も
力
を
入
れ

る
よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
売
り
上
げ
を
伸
ば
し
て
い
き

ま
し
た
。ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
求
め
ら
れ
た
デ

ザ
イ
ン
性
と
品
質
の
良
さ
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。現
在
の
売
り
上
げ
は
ジ
ュ
エ
リ
ー
関
係
が

40
％
、お
菓
子
・バ
レ
ン
タ
イ
ン
関
係
が
40
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　
現
在
、年
間
約
6
0
0
万
個
の
ギ
フ
ト
パッ
ケ
ー
ジ

を
製
造
し
、関
東
・
関
西
を
中
心
に
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
約
8
0
0
社
の
お
客
様（
代
理
店
様
）

に
商
品
を
納
め
て
い
ま
す
。ユ
ー
ザ
ー
様
は
大
手
の

ジ
ュ
エ
リ
ー
や
お
菓
子
の
メ
ー
カ
ー
、誰
も
が
知
っ
て

い
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
数
え
き
れ
ま
せ
ん
。一
つ
ず

つ
丁
寧
に
作
っ
た
我
が
社
の
箱
が
全
国
の
デ
パ
ー
ト

　
最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、何
処
に
も
負
け
な

い
国
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
で
す
。ま
た
安

定
し
た
品
質
、小
ロ
ッ
ト
生
産
、短
い
納
期
、適
正
な

価
格
で
商
品
を
ご
提
供
す
る
と
と
も
に
、我
が
社
の

立
体
倉
庫
で
3
〜
6
ヶ
月
お
客
様
の
商
品
を
お
預
か

り
し
、分
割
発
送
す
る
こ
と
で
、お
客
様
の
倉
庫
負

担
減
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
は「
資
材
管
理
」

「
設
計
」「
生
産
」と
い
う
全
て
の
工
程
の
細
部
に
及

ん
で
い
ま
す
。

　
品
質
の
良
い
商
品
を
作
る
た
め
に
は
、ま
ず
良
い
資

材
を
選
ば
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。常
に
5
0
0
種

類
以
上
の
紙
を
備
え
て
い
ま
す
が
、最
高
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
保
つ
た
め
に
徹
底
し
た
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。板
紙（
厚
い
紙
）は
、表
が
白
で
裏
が
ネ
ズ
ミ
色
の

「
裏
ネ
ズ
」を
使
う
場
合
が
多
い
の
で
す
が
、我
が
社

で
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り
ま
す
が
両
面
が
白
の
板

紙
を
使
う
こ
と
で
、色
の
薄
い
紙
を
貼
っ
て
も
ネ
ズ
ミ

色
が
透
け
ず
に
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
美
し
く
仕
上
が
り

　
我
が
社
は
貼
り
箱（
ボ
ー
ル
紙
に
さ
ま
ざ
ま
な
色

や
デ
ザ
イ
ン
の
紙
を
貼
る
立
体
的
な
箱
）で
ギ
フ
ト

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
創
業
者
は
父・吉
岡
と
し 

お 

敏
夫（
故
人
）で
す
。箱
製
造

業
を
営
ん
で
い
た
知
人
に
作
り
方
を
学
び
、1
9
5
3

年（
昭
和
28
年
）、長
崎
市
八
幡
町
で「
あ
さ
ひ
堂
」

を
創
業
し
ま
し
た
。私
も
18
歳
に
な
る
と
家
業
に
入

り
、両
親
や
2
、3
人
の
パ
ー
ト
さ
ん
と
一
緒
に
、朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
手
作
業
で
婚
礼
用
の
餅
菓

子
や
か
ま
ぼ
こ
の
箱
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　
1
9
7
6
年（
昭
和
51
年
）、工
場
の
プ
レ
ス
機
に

よ
る
振
動
の
問
題
が
気
に
な
り
近
所
に
迷
惑
を
か
け

て
は
い
け
な
い
と
長
崎
市
滑
石
町
へ
移
転
。そ
の
後
現

在
地
で
あ
る
西
彼
杵
郡
時
津
町
に
移
転
し
、機
械
化

を
進
め
な
が
ら
事
業
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。経

営
は
順
調
で
し
た
が
、売
り
上
げ
を
一
地
域
、一
業
種

に
依
存
す
る
こ
と
に
リ
ス
ク
を
感
じ
、福
岡
・
大
阪
・

東
京
と
営
業
活
動
を
行
い
、販
路
を
開
拓
す
る
と
と

も
に
、将
来
性
に
着
目
し
て
ジ
ュ
エ
リ
ー
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
分
野
に
参
入
し
ま
し
た
。そ
の
頃
、ジ
ュエ
リ
ー
パ
ッ

や
専
門
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
を
美
し
く
飾
っ
て
い

る
の
は
、私
た
ち
の
ひ
そ
か
な
誇
り
で
す
。

　
注
文
品
以
外
に
は
、ジ
ュ
エ
リ
ー
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド「

カ
ラ
ザ

C
H
A
LA
ZA

」、お
菓
子
ギ
フ
ト
用
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ブ
ラ
ン
ド「

ア
レ
ス

A
LLES

」、そ
の
他
パッ
ケ
ー
ジ
ブ

ラ
ン
ド「

ド
レ
ス

D
RESS

」と
い
う
3
つ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
を
立
ち
上
げ
、そ
れ
ぞ
れ
約
1
0
0
種
類
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
揃
え
て
、お
客
様
が
お
求
め
や
す
い
よ
う
に

小
ロ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
に
も
お
応
え
し
、こ
れ
ま
で
3
万
種
類
以
上
の
お
客

様
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
手
が
け
て
き
ま
し
た
。10
年
以

上
前
に
注
文
を
受
け
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
も
商
品

番
号
で
常
に
同
じ
商
品
が
で
き
る
よ
う
に
、細
か
い
仕

様
も
含
め
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

パッケージは贈る人の

大切な気持ちを

贈りたい商品と共に届ける

大切なパートナーです。
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今
回「
九
州
の
逸
品
」で
は
、福
岡

県
朝
倉
郡
東
峰
村
の
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る「
小
石
原
焼
・
髙
取
焼
」を
紹

介
し
ま
す
。は
じ
め
に
、昨
秋
、国
指

定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間

国
宝
）に
認
定
さ
れ
た
小
石
原
焼
陶

芸
家
・
福
島
善
三
氏
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
私
は
山
深
く
自
然
豊
か
な
小
石
原

で
3
0
0
年
以
上
続
く
小
石
原
焼
の

窯
元「
ち
が
い
わ
窯
」に
生
ま
れ
ま
し

た
。当
時
の
小
石
原
焼
は
一
子
相
伝
で

継
承
さ
れ
て
お
り
、8
〜
9
軒
し
か
窯

元
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。小
さ
い
頃

は
、祖
父
や
父
、7
人
程
の
職
人
さ
ん

が
働
く
作
業
場
に
入
っ
て
は
ろ
く
ろ
を

使
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。　

　
高
校
時
代
か
ら
家
業
を
継
ぐ
こ
と

は
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、大
学
は
美

大
で
は
な
く
一
般
の
大
学
に
進
学
し
、

青
春
を
謳
歌
し
ま
し
た
。大
学
時
代
、

友
人
た
ち
が
就
職
活
動
に
入
っ
た
頃
、

「
良
い
窯
が
あ
れ
ば
弟
子
入
り
さ
せ
て

も
ら
お
う
」と
、全
国
の
窯
を
約
3
週

間
か
け
て
巡
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。広

島
や
岡
山
、大
阪
な
ど
9
都
道
府
県
、

10
軒
近
い
窯
元
を
見
て
回
っ
て
気
付
い

た
こ
と
が
、小
石
原
焼
の
ろ
く
ろ
の
技

術
の
高
さ
で
す
。「
外
で
修
業
す
る
必

要
は
な
い
。小
石
原
に
戻
り
、祖
父
や

父
に
技
術
を
学
ぼ
う
」と
決
心
し
ま

し
た
。

　
私
が
大
学
を
卒
業
し
本
格
的
な
修

業
に
入
っ
た
こ
ろ
、民
陶
ブ
ー
ム
の
最

盛
期
で
小
石
原
に
新
し
い
窯
元
が
続
々

と
誕
生
し
、8
〜
9
軒
ほ
ど
し
か
な

か
っ
た
窯
元
も
40
軒
近
く
に
ま
で
増
え

ま
し
た
。

　
40
軒
近
く
あ
る
窯
元
が
同
じ
も
の

を
作
る
と
、需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

で
余
っ
て
し
ま
い
ま
す
。だ
っ
た
ら
、自

分
は
他
と
同
じ
こ
と
を
せ
ず
、伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
新
し
い
も
の
を
生
み
出

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、当
時
は
作
れ
ば
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
る
時
代
で
家
の
仕
事
が
多

く
、朝
8
時
か
ら
夕
方
5
時
ま
で
は
他

の
職
人
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
こ

な
し
、そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
自
分
の

作
品
を
作
っ
て
様
々
な
公
募
展
に
応
募

し
ま
し
た
。

　
私
の
作
品
は
、と
び
か
ん
な

飛
鉋
や
は
　
け
　
め

刷
毛
目
と

い
っ
た
小
石
原
焼
の
技
法
を
あ
え
て
抑

え
た
作
風
で「
こ
れ
は
小
石
原
焼
ら
し

く
な
い
」と
若
い
う
ち
は
認
め
て
も
ら

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

飛
鉋
の
技
法
は
昭
和
初
期
に
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。当
時
、最
新
だ
っ
た
も
の

が
、20
〜
30
年
経
て
ば
伝
統
に
な
る
。

だ
っ
た
ら
飛
鉋
や
刷
毛
目
に
と
ら
わ
れ

な
い
で
、自
分
が
良
い
も
の
を
作
っ
て
い

け
ば
、い
つ
か
そ
れ
が
伝
統
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
は
、陶
土
、ゆ

う
や
く

釉
薬
の
原
料
と
な
る

長
石
、木
灰
、ワ
ラ
灰
、鉄
鉱
石
な
ど
、

原
材
料
の
ほ
と
ん
ど
を
小
石
原
の
地

で
調
達
し
、地
元
の
陶
土
を
す
い 

ひ 

水
簸
し
て

粘
土
に
し
、粘
土
を
こ
ね
て
ろ
く
ろ
を

廻
し
、独
自
の
釉
薬
を
か
け
て
窯
を

た焚

く
。す
べ
て
の
工
程
を
自
ら
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、釉
薬
も
理
想
と
す
る
色
が
出

る
ま
で
試
行
錯
誤
と
失
敗
を
繰
り
返

し
、無
駄
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
し
て
き

ま
し
た
。1
つ
の
色
に
到
達
す
る
の
に

5
年
か
ら
10
年
か
か
る
の
で
、根
気
よ

く
諦
め
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
作
風
も
若
い
頃
か
ら
変
化
し
て
い
ま

す
。最
初
は
緑
の

て
つ
ゆ
う

鉄
釉
に
始
ま
り
、そ

の
後
か
く
ゆ
う

赫
釉
、中
野
あ
め
ゆ
う

飴
釉
な
ど
が
あ
り
、

今
は
青
白
い
釉
薬
を
使
っ
た「
な
か 

の 

中
野

げ
っ
ぱ
く 

じ 

月
白
瓷
」で
す
。

　
昨
秋
、福
岡
県
の
陶
芸
家
と
し
て
は

初
め
て
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者（
人
間
国
宝
）に
選
ん
で
い
た
だ

き
、責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

　
人
間
国
宝
の
認
定
を
受
け
る
前
か

ら
5
年
先
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
埋
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、認
定
を
受
け
て
か
ら
さ

ら
に
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。作
品
も
常

に
つ
く
っ
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か

ら
、今
も
東
峰
村
に
い
る
と
き
は
出
来

る
限
り
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
う
ち
か
ら
人
間
国
宝
に
選
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、国
か
ら「
新

し
い
も
の
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う

意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。新
し
い
も
の
を
作
り
続
け
る
こ

と
は
、決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
土
と
向

か
い
合
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
の
際

に
は
、多
く
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。小
石
原
焼
の
窯
元
約
50
軒
の

う
ち
、半
数
近
く
が
被
災
し
ま
し
た

が
、1
軒
も
や
め
る
こ
と
な
く
続
け
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
10
月
に
は
、福
岡
県
朝
倉
市

に
あ
る「
甘
木
歴
史
資
料
館
」で
小
石

原
の
復
興
を
祈
念
し
て
、小
石
原
の
作

家
数
人
で
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。ま
た
、11
月
に
は
全
国
の
伝
統

的
工
芸
品
の
展
示
・
紹
介
を
行
う「
伝

統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
」が
福
岡
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

小
石
原
焼
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
東
京
や
大
阪
な
ど
で
作
品
展
示

を
す
る
こ
と
で
、小
石
原
焼
の
認
知
度

を
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

九州の「地域ブランド」を
ご紹介致します。
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今
回「
九
州
の
逸
品
」で
は
、福
岡

県
朝
倉
郡
東
峰
村
の
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る「
小
石
原
焼
・
髙
取
焼
」を
紹

介
し
ま
す
。は
じ
め
に
、昨
秋
、国
指

定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間

国
宝
）に
認
定
さ
れ
た
小
石
原
焼
陶

芸
家
・
福
島
善
三
氏
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
私
は
山
深
く
自
然
豊
か
な
小
石
原

で
3
0
0
年
以
上
続
く
小
石
原
焼
の

窯
元「
ち
が
い
わ
窯
」に
生
ま
れ
ま
し

た
。当
時
の
小
石
原
焼
は
一
子
相
伝
で

継
承
さ
れ
て
お
り
、8
〜
9
軒
し
か
窯

元
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。小
さ
い
頃

は
、祖
父
や
父
、7
人
程
の
職
人
さ
ん

が
働
く
作
業
場
に
入
っ
て
は
ろ
く
ろ
を

使
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。　

　
高
校
時
代
か
ら
家
業
を
継
ぐ
こ
と

は
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、大
学
は
美

大
で
は
な
く
一
般
の
大
学
に
進
学
し
、

青
春
を
謳
歌
し
ま
し
た
。大
学
時
代
、

友
人
た
ち
が
就
職
活
動
に
入
っ
た
頃
、

「
良
い
窯
が
あ
れ
ば
弟
子
入
り
さ
せ
て

も
ら
お
う
」と
、全
国
の
窯
を
約
3
週

間
か
け
て
巡
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。広

島
や
岡
山
、大
阪
な
ど
9
都
道
府
県
、

10
軒
近
い
窯
元
を
見
て
回
っ
て
気
付
い

た
こ
と
が
、小
石
原
焼
の
ろ
く
ろ
の
技

術
の
高
さ
で
す
。「
外
で
修
業
す
る
必

要
は
な
い
。小
石
原
に
戻
り
、祖
父
や

父
に
技
術
を
学
ぼ
う
」と
決
心
し
ま

し
た
。

　
私
が
大
学
を
卒
業
し
本
格
的
な
修

業
に
入
っ
た
こ
ろ
、民
陶
ブ
ー
ム
の
最

盛
期
で
小
石
原
に
新
し
い
窯
元
が
続
々

と
誕
生
し
、8
〜
9
軒
ほ
ど
し
か
な

か
っ
た
窯
元
も
40
軒
近
く
に
ま
で
増
え

ま
し
た
。

　
40
軒
近
く
あ
る
窯
元
が
同
じ
も
の

を
作
る
と
、需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

で
余
っ
て
し
ま
い
ま
す
。だ
っ
た
ら
、自

分
は
他
と
同
じ
こ
と
を
せ
ず
、伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
新
し
い
も
の
を
生
み
出

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、当
時
は
作
れ
ば
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
る
時
代
で
家
の
仕
事
が
多

く
、朝
8
時
か
ら
夕
方
5
時
ま
で
は
他

の
職
人
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
こ

な
し
、そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
自
分
の

作
品
を
作
っ
て
様
々
な
公
募
展
に
応
募

し
ま
し
た
。

　
私
の
作
品
は
、と

び
か
ん
な

飛
鉋
や
は
　
け
　
め

刷
毛
目
と

い
っ
た
小
石
原
焼
の
技
法
を
あ
え
て
抑

え
た
作
風
で「
こ
れ
は
小
石
原
焼
ら
し

く
な
い
」と
若
い
う
ち
は
認
め
て
も
ら

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

飛
鉋
の
技
法
は
昭
和
初
期
に
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。当
時
、最
新
だ
っ
た
も
の

が
、20
〜
30
年
経
て
ば
伝
統
に
な
る
。

だ
っ
た
ら
飛
鉋
や
刷
毛
目
に
と
ら
わ
れ

な
い
で
、自
分
が
良
い
も
の
を
作
っ
て
い

け
ば
、い
つ
か
そ
れ
が
伝
統
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
は
、陶
土
、ゆ

う
や
く

釉
薬
の
原
料
と
な
る

長
石
、木
灰
、ワ
ラ
灰
、鉄
鉱
石
な
ど
、

原
材
料
の
ほ
と
ん
ど
を
小
石
原
の
地

で
調
達
し
、地
元
の
陶
土
を
す
い 

ひ 

水
簸
し
て

粘
土
に
し
、粘
土
を
こ
ね
て
ろ
く
ろ
を

廻
し
、独
自
の
釉
薬
を
か
け
て
窯
を

た焚

く
。す
べ
て
の
工
程
を
自
ら
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、釉
薬
も
理
想
と
す
る
色
が
出

る
ま
で
試
行
錯
誤
と
失
敗
を
繰
り
返

し
、無
駄
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
し
て
き

ま
し
た
。1
つ
の
色
に
到
達
す
る
の
に

5
年
か
ら
10
年
か
か
る
の
で
、根
気
よ

く
諦
め
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
作
風
も
若
い
頃
か
ら
変
化
し
て
い
ま

す
。最
初
は
緑
の

て
つ
ゆ
う

鉄
釉
に
始
ま
り
、そ

の
後
か
く
ゆ
う

赫
釉
、中
野
あ
め
ゆ
う

飴
釉
な
ど
が
あ
り
、

今
は
青
白
い
釉
薬
を
使
っ
た「
な
か 

の 

中
野

げ
っ
ぱ
く 

じ 

月
白
瓷
」で
す
。

　
昨
秋
、福
岡
県
の
陶
芸
家
と
し
て
は

初
め
て
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者（
人
間
国
宝
）に
選
ん
で
い
た
だ

き
、責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

　
人
間
国
宝
の
認
定
を
受
け
る
前
か

ら
5
年
先
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
埋
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、認
定
を
受
け
て
か
ら
さ

ら
に
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。作
品
も
常

に
つ
く
っ
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か

ら
、今
も
東
峰
村
に
い
る
と
き
は
出
来

る
限
り
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
う
ち
か
ら
人
間
国
宝
に
選
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、国
か
ら「
新

し
い
も
の
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う

意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。新
し
い
も
の
を
作
り
続
け
る
こ

と
は
、決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
土
と
向

か
い
合
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
の
際

に
は
、多
く
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。小
石
原
焼
の
窯
元
約
50
軒
の

う
ち
、半
数
近
く
が
被
災
し
ま
し
た

が
、1
軒
も
や
め
る
こ
と
な
く
続
け
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
10
月
に
は
、福
岡
県
朝
倉
市

に
あ
る「
甘
木
歴
史
資
料
館
」で
小
石

原
の
復
興
を
祈
念
し
て
、小
石
原
の
作

家
数
人
で
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。ま
た
、11
月
に
は
全
国
の
伝
統

的
工
芸
品
の
展
示
・
紹
介
を
行
う「
伝

統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
」が
福
岡
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

小
石
原
焼
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
東
京
や
大
阪
な
ど
で
作
品
展
示

を
す
る
こ
と
で
、小
石
原
焼
の
認
知
度

を
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

九州の「地域ブランド」を
ご紹介致します。
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今
回「
九
州
の
逸
品
」で
は
、福
岡

県
朝
倉
郡
東
峰
村
の
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る「
小
石
原
焼
・
髙
取
焼
」を
紹

介
し
ま
す
。は
じ
め
に
、昨
秋
、国
指

定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間

国
宝
）に
認
定
さ
れ
た
小
石
原
焼
陶

芸
家
・
福
島
善
三
氏
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
私
は
山
深
く
自
然
豊
か
な
小
石
原

で
3
0
0
年
以
上
続
く
小
石
原
焼
の

窯
元「
ち
が
い
わ
窯
」に
生
ま
れ
ま
し

た
。当
時
の
小
石
原
焼
は
一
子
相
伝
で

継
承
さ
れ
て
お
り
、8
〜
9
軒
し
か
窯

元
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。小
さ
い
頃

は
、祖
父
や
父
、7
人
程
の
職
人
さ
ん

が
働
く
作
業
場
に
入
っ
て
は
ろ
く
ろ
を

使
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。　

　
高
校
時
代
か
ら
家
業
を
継
ぐ
こ
と

は
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、大
学
は
美

大
で
は
な
く
一
般
の
大
学
に
進
学
し
、

青
春
を
謳
歌
し
ま
し
た
。大
学
時
代
、

友
人
た
ち
が
就
職
活
動
に
入
っ
た
頃
、

「
良
い
窯
が
あ
れ
ば
弟
子
入
り
さ
せ
て

も
ら
お
う
」と
、全
国
の
窯
を
約
3
週

間
か
け
て
巡
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。広

島
や
岡
山
、大
阪
な
ど
9
都
道
府
県
、

10
軒
近
い
窯
元
を
見
て
回
っ
て
気
付
い

た
こ
と
が
、小
石
原
焼
の
ろ
く
ろ
の
技

術
の
高
さ
で
す
。「
外
で
修
業
す
る
必

要
は
な
い
。小
石
原
に
戻
り
、祖
父
や

父
に
技
術
を
学
ぼ
う
」と
決
心
し
ま

し
た
。

　
私
が
大
学
を
卒
業
し
本
格
的
な
修

業
に
入
っ
た
こ
ろ
、民
陶
ブ
ー
ム
の
最

盛
期
で
小
石
原
に
新
し
い
窯
元
が
続
々

と
誕
生
し
、8
〜
9
軒
ほ
ど
し
か
な

か
っ
た
窯
元
も
40
軒
近
く
に
ま
で
増
え

ま
し
た
。

　
40
軒
近
く
あ
る
窯
元
が
同
じ
も
の

を
作
る
と
、需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

で
余
っ
て
し
ま
い
ま
す
。だ
っ
た
ら
、自

分
は
他
と
同
じ
こ
と
を
せ
ず
、伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
新
し
い
も
の
を
生
み
出

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、当
時
は
作
れ
ば
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
る
時
代
で
家
の
仕
事
が
多

く
、朝
8
時
か
ら
夕
方
5
時
ま
で
は
他

の
職
人
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
こ

な
し
、そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
自
分
の

作
品
を
作
っ
て
様
々
な
公
募
展
に
応
募

し
ま
し
た
。

　
私
の
作
品
は
、と
び
か
ん
な

飛
鉋
や
は
　
け
　
め

刷
毛
目
と

い
っ
た
小
石
原
焼
の
技
法
を
あ
え
て
抑

え
た
作
風
で「
こ
れ
は
小
石
原
焼
ら
し

く
な
い
」と
若
い
う
ち
は
認
め
て
も
ら

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

飛
鉋
の
技
法
は
昭
和
初
期
に
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。当
時
、最
新
だ
っ
た
も
の

が
、20
〜
30
年
経
て
ば
伝
統
に
な
る
。

だ
っ
た
ら
飛
鉋
や
刷
毛
目
に
と
ら
わ
れ

な
い
で
、自
分
が
良
い
も
の
を
作
っ
て
い

け
ば
、い
つ
か
そ
れ
が
伝
統
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
は
、陶
土
、ゆ

う
や
く

釉
薬
の
原
料
と
な
る

長
石
、木
灰
、ワ
ラ
灰
、鉄
鉱
石
な
ど
、

原
材
料
の
ほ
と
ん
ど
を
小
石
原
の
地

で
調
達
し
、地
元
の
陶
土
を
す
い 

ひ 

水
簸
し
て

粘
土
に
し
、粘
土
を
こ
ね
て
ろ
く
ろ
を

廻
し
、独
自
の
釉
薬
を
か
け
て
窯
を

た焚

く
。す
べ
て
の
工
程
を
自
ら
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、釉
薬
も
理
想
と
す
る
色
が
出

る
ま
で
試
行
錯
誤
と
失
敗
を
繰
り
返

し
、無
駄
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
し
て
き

ま
し
た
。1
つ
の
色
に
到
達
す
る
の
に

5
年
か
ら
10
年
か
か
る
の
で
、根
気
よ

く
諦
め
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
作
風
も
若
い
頃
か
ら
変
化
し
て
い
ま

す
。最
初
は
緑
の

て
つ
ゆ
う

鉄
釉
に
始
ま
り
、そ

の
後
か
く
ゆ
う

赫
釉
、中
野
あ
め
ゆ
う

飴
釉
な
ど
が
あ
り
、

今
は
青
白
い
釉
薬
を
使
っ
た「
な
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中
野

げ
っ
ぱ
く 
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月
白
瓷
」で
す
。

　
昨
秋
、福
岡
県
の
陶
芸
家
と
し
て
は

初
め
て
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者（
人
間
国
宝
）に
選
ん
で
い
た
だ

き
、責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

　
人
間
国
宝
の
認
定
を
受
け
る
前
か

ら
5
年
先
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
埋
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、認
定
を
受
け
て
か
ら
さ

ら
に
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。作
品
も
常

に
つ
く
っ
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か

ら
、今
も
東
峰
村
に
い
る
と
き
は
出
来

る
限
り
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
う
ち
か
ら
人
間
国
宝
に
選
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、国
か
ら「
新

し
い
も
の
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う

意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。新
し
い
も
の
を
作
り
続
け
る
こ

と
は
、決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
土
と
向

か
い
合
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
の
際

に
は
、多
く
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。小
石
原
焼
の
窯
元
約
50
軒
の

う
ち
、半
数
近
く
が
被
災
し
ま
し
た

が
、1
軒
も
や
め
る
こ
と
な
く
続
け
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
10
月
に
は
、福
岡
県
朝
倉
市

に
あ
る「
甘
木
歴
史
資
料
館
」で
小
石

原
の
復
興
を
祈
念
し
て
、小
石
原
の
作

家
数
人
で
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。ま
た
、11
月
に
は
全
国
の
伝
統

的
工
芸
品
の
展
示
・
紹
介
を
行
う「
伝

統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
」が
福
岡
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

小
石
原
焼
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
東
京
や
大
阪
な
ど
で
作
品
展
示

を
す
る
こ
と
で
、小
石
原
焼
の
認
知
度

を
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

上.中野月白瓷鉢／下.赫釉鉋文壺

小
石
原
の
地
で
原
材
料
を
調
達
し
、

す
べ
て
の
工
程
を
一
人
で
行
う

人
間
国
宝
に
選
定

今
後
も
研
鑽
を
積
む

福
島 

善
三

了

九
州
北
部
豪
雨
か
ら
約
1
年

展
示
会
で
復
旧
・
復
興
支
援
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今
回「
九
州
の
逸
品
」で
は
、福
岡

県
朝
倉
郡
東
峰
村
の
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る「
小
石
原
焼
・
髙
取
焼
」を
紹

介
し
ま
す
。は
じ
め
に
、昨
秋
、国
指

定
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間

国
宝
）に
認
定
さ
れ
た
小
石
原
焼
陶

芸
家
・
福
島
善
三
氏
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
私
は
山
深
く
自
然
豊
か
な
小
石
原

で
3
0
0
年
以
上
続
く
小
石
原
焼
の

窯
元「
ち
が
い
わ
窯
」に
生
ま
れ
ま
し

た
。当
時
の
小
石
原
焼
は
一
子
相
伝
で

継
承
さ
れ
て
お
り
、8
〜
9
軒
し
か
窯

元
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。小
さ
い
頃

は
、祖
父
や
父
、7
人
程
の
職
人
さ
ん

が
働
く
作
業
場
に
入
っ
て
は
ろ
く
ろ
を

使
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た
。　

　
高
校
時
代
か
ら
家
業
を
継
ぐ
こ
と

は
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、大
学
は
美

大
で
は
な
く
一
般
の
大
学
に
進
学
し
、

青
春
を
謳
歌
し
ま
し
た
。大
学
時
代
、

友
人
た
ち
が
就
職
活
動
に
入
っ
た
頃
、

「
良
い
窯
が
あ
れ
ば
弟
子
入
り
さ
せ
て

も
ら
お
う
」と
、全
国
の
窯
を
約
3
週

間
か
け
て
巡
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。広

島
や
岡
山
、大
阪
な
ど
9
都
道
府
県
、

10
軒
近
い
窯
元
を
見
て
回
っ
て
気
付
い

た
こ
と
が
、小
石
原
焼
の
ろ
く
ろ
の
技

術
の
高
さ
で
す
。「
外
で
修
業
す
る
必

要
は
な
い
。小
石
原
に
戻
り
、祖
父
や

父
に
技
術
を
学
ぼ
う
」と
決
心
し
ま

し
た
。

　
私
が
大
学
を
卒
業
し
本
格
的
な
修

業
に
入
っ
た
こ
ろ
、民
陶
ブ
ー
ム
の
最

盛
期
で
小
石
原
に
新
し
い
窯
元
が
続
々

と
誕
生
し
、8
〜
9
軒
ほ
ど
し
か
な

か
っ
た
窯
元
も
40
軒
近
く
に
ま
で
増
え

ま
し
た
。

　
40
軒
近
く
あ
る
窯
元
が
同
じ
も
の

を
作
る
と
、需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス

で
余
っ
て
し
ま
い
ま
す
。だ
っ
た
ら
、自

分
は
他
と
同
じ
こ
と
を
せ
ず
、伝
統
を

守
り
な
が
ら
も
新
し
い
も
の
を
生
み
出

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、当
時
は
作
れ
ば
飛
ぶ
よ

う
に
売
れ
る
時
代
で
家
の
仕
事
が
多

く
、朝
8
時
か
ら
夕
方
5
時
ま
で
は
他

の
職
人
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
こ

な
し
、そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
自
分
の

作
品
を
作
っ
て
様
々
な
公
募
展
に
応
募

し
ま
し
た
。

　
私
の
作
品
は
、と

び
か
ん
な

飛
鉋
や
は
　
け
　
め

刷
毛
目
と

い
っ
た
小
石
原
焼
の
技
法
を
あ
え
て
抑

え
た
作
風
で「
こ
れ
は
小
石
原
焼
ら
し

く
な
い
」と
若
い
う
ち
は
認
め
て
も
ら

え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

飛
鉋
の
技
法
は
昭
和
初
期
に
始
ま
っ
た

も
の
で
す
。当
時
、最
新
だ
っ
た
も
の

が
、20
〜
30
年
経
て
ば
伝
統
に
な
る
。

だ
っ
た
ら
飛
鉋
や
刷
毛
目
に
と
ら
わ
れ

な
い
で
、自
分
が
良
い
も
の
を
作
っ
て
い

け
ば
、い
つ
か
そ
れ
が
伝
統
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
今
は
、陶
土
、ゆ

う
や
く

釉
薬
の
原
料
と
な
る

長
石
、木
灰
、ワ
ラ
灰
、鉄
鉱
石
な
ど
、

原
材
料
の
ほ
と
ん
ど
を
小
石
原
の
地

で
調
達
し
、地
元
の
陶
土
を
す
い 

ひ 

水
簸
し
て

粘
土
に
し
、粘
土
を
こ
ね
て
ろ
く
ろ
を

廻
し
、独
自
の
釉
薬
を
か
け
て
窯
を

た焚

く
。す
べ
て
の
工
程
を
自
ら
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、釉
薬
も
理
想
と
す
る
色
が
出

る
ま
で
試
行
錯
誤
と
失
敗
を
繰
り
返

し
、無
駄
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
し
て
き

ま
し
た
。1
つ
の
色
に
到
達
す
る
の
に

5
年
か
ら
10
年
か
か
る
の
で
、根
気
よ

く
諦
め
な
い
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
作
風
も
若
い
頃
か
ら
変
化
し
て
い
ま

す
。最
初
は
緑
の

て
つ
ゆ
う

鉄
釉
に
始
ま
り
、そ

の
後
か
く
ゆ
う

赫
釉
、中
野
あ
め
ゆ
う

飴
釉
な
ど
が
あ
り
、

今
は
青
白
い
釉
薬
を
使
っ
た「
な
か 

の 

中
野

げ
っ
ぱ
く 

じ 

月
白
瓷
」で
す
。

　
昨
秋
、福
岡
県
の
陶
芸
家
と
し
て
は

初
め
て
国
指
定
重
要
無
形
文
化
財
保

持
者（
人
間
国
宝
）に
選
ん
で
い
た
だ

き
、責
任
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

　
人
間
国
宝
の
認
定
を
受
け
る
前
か

ら
5
年
先
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
埋
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、認
定
を
受
け
て
か
ら
さ

ら
に
忙
し
く
な
り
ま
し
た
。作
品
も
常

に
つ
く
っ
て
い
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か

ら
、今
も
東
峰
村
に
い
る
と
き
は
出
来

る
限
り
作
品
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
若
い
う
ち
か
ら
人
間
国
宝
に
選
ん
で

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、国
か
ら「
新

し
い
も
の
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」と
い
う

意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。新
し
い
も
の
を
作
り
続
け
る
こ

と
は
、決
し
て
楽
な
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
土
と
向

か
い
合
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
の
際

に
は
、多
く
の
方
に
助
け
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。小
石
原
焼
の
窯
元
約
50
軒
の

う
ち
、半
数
近
く
が
被
災
し
ま
し
た

が
、1
軒
も
や
め
る
こ
と
な
く
続
け
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
10
月
に
は
、福
岡
県
朝
倉
市

に
あ
る「
甘
木
歴
史
資
料
館
」で
小
石

原
の
復
興
を
祈
念
し
て
、小
石
原
の
作

家
数
人
で
企
画
展
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。ま
た
、11
月
に
は
全
国
の
伝
統

的
工
芸
品
の
展
示
・
紹
介
を
行
う「
伝

統
的
工
芸
品
月
間
国
民
会
議
全
国
大

会
」が
福
岡
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

小
石
原
焼
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
東
京
や
大
阪
な
ど
で
作
品
展
示

を
す
る
こ
と
で
、小
石
原
焼
の
認
知
度

を
上
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

上.中野月白瓷鉢／下.赫釉鉋文壺

小
石
原
の
地
で
原
材
料
を
調
達
し
、

す
べ
て
の
工
程
を
一
人
で
行
う

人
間
国
宝
に
選
定

今
後
も
研
鑽
を
積
む

福
島 
善
三

了

九
州
北
部
豪
雨
か
ら
約
1
年

展
示
会
で
復
旧
・
復
興
支
援

33 FFG MONTHLY SURVEY Vol.111



　
福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
に
は
、小
石

原
焼
と
髙
取
焼
の
窯
元
が
約
50
軒
あ

り
ま
す
。こ
こ
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
陶
器

の
歴
史
や
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

　
生
活
雑
器
と
し
て
の
道
を
歩
み
な
が

ら
、用
と
美
を
確
立
し
た
小
石
原
焼
。

　
素
朴
で
温
か
い
持
味
を
出
す
、飛

鉋
、刷
毛
目
、く

し 

め 

櫛
目
、ゆ
び
か
き

指
描
、流
し
掛

け
、打
掛
け
な
ど
の
技
法
が
生
き
て
い

ま
す
。

　
多
く
の
窯
元
は
、そ
ん
な
伝
統
の
技

を
大
切
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、小
石
原

焼
の
発
展
を
願
っ
て
さ
ら
に
新
し
い
作

風
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
1
6
8
2
年（
天
和
2
年
）、黒
田
3

代
藩
主
・
光
之
が
招
い
た
肥
前
・
伊
万

里
の
陶
工
が
中
国
風
の
磁
器
を
伝
え
、

既
に
小
石
原
に
あ
っ
た
髙
取
焼
と
交
流

す
る
こ
と
で
、小
石
原
焼
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
頃
ま
で

は
、共
同
窯
を
使
っ
て
大
型
の

か
め甕
・
鉢
・

皿
・
す
り
鉢
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、民
芸
活
動
の
推
進
者
、や
な
ぎ
む
ね
よ
し

柳
宗
悦
、

バ
ー
ナ
ー
ド・リ
ー
チ
ら
に
よ
っ
て
小
石

原
焼
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
、民
陶
ブ
ー

ム
が
到
来
し
た
こ
と
で
共
同
窯
は
消

え
、個
人
窯
元
が
増
え
ま
し
た
。そ
こ

で
暮
ら
し
の
中
で
使
わ
れ
る
生
活
の
器

づ
く
り
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
1
9
5
8
年（
昭
和
33
年
）ベ
ル

ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開
か
れ
た
万

国
博
覧
会
日
本
館
第
3
部
出
品
で
の

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
、1
9
6
1
年（
昭

和
36
年
）の
日
本
工
芸
館
小
石
原
分
館

（
現・小
石
原
工
芸
館
）の
設
立
も
小
石

原
焼
の
発
展
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）に

は
陶
磁
器
で
は
日
本
初
と
な
る「
伝
統

的
工
芸
品
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
峰
村
に
は
髙
取
焼
の
技
法
を
継

承
す
る
窯
元
が
数
戸
あ
り
、「
遠
州
髙

取
」の
風
格
を
今
に
伝
え
、「
綺
麗
さ

び
」の
世
界
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
精
密
な
工
程
、華
麗
な
釉
薬
、繊
細

な
生
地
味
。特
に
鉄
・
藁
灰
・
木
灰
・
長

石
を
原
料
と
し
、微
妙
な
調
合
で
作
ら

れ
た
釉
薬
を
駆
使
し
て
焼
成
さ
れ
る

茶
陶
類
は
、気
品
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

　
豊
臣
秀
吉
の
二
度
に
わ
た
る
朝
鮮
出

兵（
文
禄
・
慶
長
の
役
）で
、西
国
大
名

た
ち
は
、多
数
の
朝
鮮
人
陶
工
を
連
れ

帰
り
、各
地
に
焼
き
物
の
窯
を
開
か
せ

ま
し
た
。福
岡
藩
主
黒
田
長
政
も
そ
の

一
人
で
、連
れ
帰
っ
た
陶
工
八
山（
日
本

名
・
髙
取
八
蔵
）に
直
方
市
鷹
取
山
の

麓
に
窯
を
築
か
せ
た
の
が
髙
取
焼
の
始

ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、1
6
1
4
年（
慶
長
19

年
）に
直
方
市・内
ヶ
磯
に
、1
6
2
4

年（
寛
永
元
年
）に
山
田
市
・
唐
人
谷

に
、1
6
3
0
年（
寛
永
7
年
）に
飯
塚

市
・
白
旗
山（
現
・
飯
塚
市
幸
袋
）に
窯

を
移
し
ま
す
。こ
の
頃
、茶
人
小
堀
遠

州
の
指
導
を
受
け「
遠
州
髙
取
」様
式

が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。

　
八
蔵
は
こ
の
地
で
亡
く
な
り
、二
代

目
八
蔵
が
1
6
6
5
年（
寛
文
5
年
）

に
小
石
原
村
鼓
釜
床
に
開
窯
。元
禄
年

中（
1
6
8
8
年
〜
1
7
0
4
年
）に

早
良
郡
田
嶋
に
移
窯
す
る
と
共
に
、八

蔵
は
鼓
か
ら
通
勤
し
な
が
ら
御
用
を

務
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
明
治
維
新
ま
で
髙
取
家
は

代
々
福
岡
藩
窯
頭
取
の
職
務
を
務
め

て
い
ま
す
。

1.小石原焼の技術を駆使した作品
2.黒呉須を使ったモダンなカップ／3.被災後に屋根を改装（店舗外観）

上記写真は、昨年7月5日の九州北部豪雨の様子（東峰村）　※写真提供：東峰村役場

　
創
業
か
ら
約
3
5
0
年
、本
窯
十
統
の
一
つ
と
し
て
小
石
原

焼
の
歴
史
を
支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。民
陶
は
暮
ら
し
の
中
で
役

立
っ
て
こ
そ
、そ
の
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。栁
瀬
窯
で
は
小
石
原

焼
の
伝
統
的
な
技
法
を
守
り
な
が
ら
、新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
調
和
す
る
よ
う
、暮
ら

し
に
潤
い
を
も
た
ら
す
作
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、裏
山
が
崩
れ
土
砂
が
家
や
店

舗
ま
で
入
っ
て
き
ま
し
た
。傾
斜
地
で
あ
り
、土
砂
の
流
れ
先
が

あ
っ
た
為
、建
物
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
が
幸
い
で
す
。重
機
が

使
え
な
い
場
所
で
し
た
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
手
作
業

で
土
砂
を
取
り
除
い
て
頂
け
た
の
で
、と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。通
行
止
め
が
続
き
ま
し
た
の
で
小
石
原
焼
支
援
の
た
め
の
イ

ベン
ト
を
各
地
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。県
庁
ロ
ビ
ー
や
道

の
駅
な
ど
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。ご
支
援
を
忘
れ
ず
、日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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有限会社 やまさん 栁瀬窯元
やな  せ かま もと
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現
在
の
小
石
原
焼
に
至
る
ま
で

名
声
を
得
た
小
石
原
焼

髙
取
焼
の
ル
ー
ツ

※写真・情報提供：東峰村役場

小
石
原
焼

こ
　
い
し 

わ
ら 
や
き

髙
取
焼

た
か 

と
り 

や
き

九州北部豪雨からの復旧・復興をめざす
小石原焼・髙取焼

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨

で
は
、小
石
原
焼
・
髙
取
焼

の
約
50
窯
元
の
内
、半
数
近

く
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。降
り
始
め
か
ら
の

5
0
0
ミ
リ
を
超
え
る
雨

量
は
、幹
線
の
国
道
2
1
1

号
と
焼
き
物
の
産
地
を
直

撃
し
、窯
元
の
住
居
は
も
と

よ
り
、作
業
場
、製
造
所
等

に
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。中

に
は
、土
砂
で
窯
が
倒
壊
す

る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出

て
、復
興
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
窯
元
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、小
石
原
焼
・
髙

取
焼
か
ら
5
軒
の
窯
元
を

紹
介
し
ま
す
。窯
元
は
他
に

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
東
峰
村
へ
足
を
運

ん
で
、様
々
な
窯
元
を
巡
り

復
旧
・
復
興
を
後
押
し
く
だ

さ
い
。
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福
岡
県
朝
倉
郡
東
峰
村
に
は
、小
石

原
焼
と
髙
取
焼
の
窯
元
が
約
50
軒
あ

り
ま
す
。こ
こ
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
陶
器

の
歴
史
や
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

　
生
活
雑
器
と
し
て
の
道
を
歩
み
な
が

ら
、用
と
美
を
確
立
し
た
小
石
原
焼
。

　
素
朴
で
温
か
い
持
味
を
出
す
、飛

鉋
、刷
毛
目
、く

し 

め 

櫛
目
、ゆ
び
か
き

指
描
、流
し
掛

け
、打
掛
け
な
ど
の
技
法
が
生
き
て
い

ま
す
。

　
多
く
の
窯
元
は
、そ
ん
な
伝
統
の
技

を
大
切
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、小
石
原

焼
の
発
展
を
願
っ
て
さ
ら
に
新
し
い
作

風
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
1
6
8
2
年（
天
和
2
年
）、黒
田
3

代
藩
主
・
光
之
が
招
い
た
肥
前
・
伊
万

里
の
陶
工
が
中
国
風
の
磁
器
を
伝
え
、

既
に
小
石
原
に
あ
っ
た
髙
取
焼
と
交
流

す
る
こ
と
で
、小
石
原
焼
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
正
か
ら
昭
和
の
は
じ
め
頃
ま
で

は
、共
同
窯
を
使
っ
て
大
型
の

か
め甕
・
鉢
・

皿
・
す
り
鉢
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、民
芸
活
動
の
推
進
者
、や
な
ぎ
む
ね
よ
し

柳
宗
悦
、

バ
ー
ナ
ー
ド・リ
ー
チ
ら
に
よ
っ
て
小
石

原
焼
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
、民
陶
ブ
ー

ム
が
到
来
し
た
こ
と
で
共
同
窯
は
消

え
、個
人
窯
元
が
増
え
ま
し
た
。そ
こ

で
暮
ら
し
の
中
で
使
わ
れ
る
生
活
の
器

づ
く
り
が
活
発
化
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
1
9
5
8
年（
昭
和
33
年
）ベ
ル

ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開
か
れ
た
万

国
博
覧
会
日
本
館
第
3
部
出
品
で
の

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
、1
9
6
1
年（
昭

和
36
年
）の
日
本
工
芸
館
小
石
原
分
館

（
現・小
石
原
工
芸
館
）の
設
立
も
小
石

原
焼
の
発
展
に
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）に

は
陶
磁
器
で
は
日
本
初
と
な
る「
伝
統

的
工
芸
品
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
峰
村
に
は
髙
取
焼
の
技
法
を
継

承
す
る
窯
元
が
数
戸
あ
り
、「
遠
州
髙

取
」の
風
格
を
今
に
伝
え
、「
綺
麗
さ

び
」の
世
界
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
精
密
な
工
程
、華
麗
な
釉
薬
、繊
細

な
生
地
味
。特
に
鉄
・
藁
灰
・
木
灰
・
長

石
を
原
料
と
し
、微
妙
な
調
合
で
作
ら

れ
た
釉
薬
を
駆
使
し
て
焼
成
さ
れ
る

茶
陶
類
は
、気
品
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

　
豊
臣
秀
吉
の
二
度
に
わ
た
る
朝
鮮
出

兵（
文
禄
・
慶
長
の
役
）で
、西
国
大
名

た
ち
は
、多
数
の
朝
鮮
人
陶
工
を
連
れ

帰
り
、各
地
に
焼
き
物
の
窯
を
開
か
せ

ま
し
た
。福
岡
藩
主
黒
田
長
政
も
そ
の

一
人
で
、連
れ
帰
っ
た
陶
工
八
山（
日
本

名
・
髙
取
八
蔵
）に
直
方
市
鷹
取
山
の

麓
に
窯
を
築
か
せ
た
の
が
髙
取
焼
の
始

ま
り
で
す
。

　
そ
の
後
、1
6
1
4
年（
慶
長
19

年
）に
直
方
市・内
ヶ
磯
に
、1
6
2
4

年（
寛
永
元
年
）に
山
田
市
・
唐
人
谷

に
、1
6
3
0
年（
寛
永
7
年
）に
飯
塚

市
・
白
旗
山（
現
・
飯
塚
市
幸
袋
）に
窯

を
移
し
ま
す
。こ
の
頃
、茶
人
小
堀
遠

州
の
指
導
を
受
け「
遠
州
髙
取
」様
式

が
ほ
ぼ
完
成
し
ま
す
。

　
八
蔵
は
こ
の
地
で
亡
く
な
り
、二
代

目
八
蔵
が
1
6
6
5
年（
寛
文
5
年
）

に
小
石
原
村
鼓
釜
床
に
開
窯
。元
禄
年

中（
1
6
8
8
年
〜
1
7
0
4
年
）に

早
良
郡
田
嶋
に
移
窯
す
る
と
共
に
、八

蔵
は
鼓
か
ら
通
勤
し
な
が
ら
御
用
を

務
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
明
治
維
新
ま
で
髙
取
家
は

代
々
福
岡
藩
窯
頭
取
の
職
務
を
務
め

て
い
ま
す
。

1.小石原焼の技術を駆使した作品
2.黒呉須を使ったモダンなカップ／3.被災後に屋根を改装（店舗外観）

上記写真は、昨年7月5日の九州北部豪雨の様子（東峰村）　※写真提供：東峰村役場

　
創
業
か
ら
約
3
5
0
年
、本
窯
十
統
の
一
つ
と
し
て
小
石
原

焼
の
歴
史
を
支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。民
陶
は
暮
ら
し
の
中
で
役

立
っ
て
こ
そ
、そ
の
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。栁
瀬
窯
で
は
小
石
原

焼
の
伝
統
的
な
技
法
を
守
り
な
が
ら
、新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。今
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
調
和
す
る
よ
う
、暮
ら

し
に
潤
い
を
も
た
ら
す
作
品
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、裏
山
が
崩
れ
土
砂
が
家
や
店

舗
ま
で
入
っ
て
き
ま
し
た
。傾
斜
地
で
あ
り
、土
砂
の
流
れ
先
が

あ
っ
た
為
、建
物
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
の
が
幸
い
で
す
。重
機
が

使
え
な
い
場
所
で
し
た
の
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
手
作
業

で
土
砂
を
取
り
除
い
て
頂
け
た
の
で
、と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。通
行
止
め
が
続
き
ま
し
た
の
で
小
石
原
焼
支
援
の
た
め
の
イ

ベン
ト
を
各
地
で
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。県
庁
ロ
ビ
ー
や
道

の
駅
な
ど
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。ご
支
援
を
忘
れ
ず
、日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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現
在
の
小
石
原
焼
に
至
る
ま
で

名
声
を
得
た
小
石
原
焼

髙
取
焼
の
ル
ー
ツ

※写真・情報提供：東峰村役場

小
石
原
焼

こ
　
い
し 

わ
ら 

や
き

髙
取
焼

た
か 

と
り 

や
き

九州北部豪雨からの復旧・復興をめざす
小石原焼・髙取焼

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨

で
は
、小
石
原
焼
・
髙
取
焼

の
約
50
窯
元
の
内
、半
数
近

く
が
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。降
り
始
め
か
ら
の

5
0
0
ミ
リ
を
超
え
る
雨

量
は
、幹
線
の
国
道
2
1
1

号
と
焼
き
物
の
産
地
を
直

撃
し
、窯
元
の
住
居
は
も
と

よ
り
、作
業
場
、製
造
所
等

に
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。中

に
は
、土
砂
で
窯
が
倒
壊
す

る
な
ど
大
き
な
被
害
が
出

て
、復
興
に
時
間
が
か
か
っ

て
い
る
窯
元
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、小
石
原
焼
・
髙

取
焼
か
ら
5
軒
の
窯
元
を

紹
介
し
ま
す
。窯
元
は
他
に

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
東
峰
村
へ
足
を
運

ん
で
、様
々
な
窯
元
を
巡
り

復
旧
・
復
興
を
後
押
し
く
だ

さ
い
。
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父
・
鬼
丸
翁
明
、子
・
た
か
ゆ
き

尚
幸
の
窯
元
で
す
。物
づ
く
り

に
喜
び
と
誇
り
を
持
ち
、手
間
隙
か
け
て
、丁
寧
な
手

仕
事
を
心
が
け
て
い
ま
す
。伝
統
的
な
技
法
を
使
っ
た

器
や
水
玉
模
様
の
器
な
ど
、使
っ
て
い
る
人
が
や
さ
し
い

気
持
ち
に
な
れ
る
器
作
り
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、工
房
と
店
に
土
砂
が
流
れ
込

み
ま
し
た
が
、皆
で
力
を
合
わ
せ
て
土
砂
を
か
き
だ
し
、

な
ん
と
か
1
カ
月
後
に
は
店
の
営
業
を
再
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。機
械
の
整
備
や
建
物
の
補
修
工
事
な

ど
、復
旧
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、被
災
後
は
多
く
の

人
に
支
え
ら
れ
、励
ま
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
場
を
か
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、日
々
の
暮
ら
し
が
、豊
か
に
楽
し
く
な

る
よ
う
な
器
作
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
親
子
三
代
で
作
陶
し
て
い
ま
す
。黒
田
藩
の
御
用
窯

で
小
堀
遠
州
公
の
指
導
に
よ
り
、1
6
0
0
年
頃
か
ら

火
を
絶
や
す
事
な
く
茶
道
具
を
造
っ
て
参
り
ま
し
た
。

作
行
き
と
し
て
は
薄
造
り
が
基
調
で
多
種
多
様
な
色

使
い
が
特
徴
で
す
。

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、登
り
窯
の
傍
ら
の
山

が
崩
れ
50
ｔ
以
上
の
土
砂
が
流
出
し
ま
し
た
が
、幸
い

に
も
窯
自
体
に
は
被
害
が
な
く
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
お
陰
で
早
期
に
現
状
に
近
い
状
態
に
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。豪
雨
以
来
、皆
様
に
は
大
変
ご
心

配
を
お
掛
け
し
、ま
た
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
て
、心
か

ら
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
心
の
こ
も
っ
た
作
品
を
作
り
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
4
0
0
年
以
上
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぐ
、一
子

相
伝
に
よ
る
髙
取
焼
直
系
の
窯
元
で
す
。茶
器
で
使
う

器
を
は
じ
め
、普
段
遣
い
の
器
な
ど
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、土
を

つ搗
く
唐
臼
や
穴
窯
、駐

車
場
な
ど
数
ヵ
所
被
災
し
ま
し
た
。少
し
ず
つ
復
旧
し

な
が
ら
作
陶
し
て
い
ま
す
が
、穴
窯
の
再
建
は
時
間
が

か
か
る
為
、今
年
の
7
月
、小
ロ
ッ
ト
の
生
産
用
に
単
窯

を
作
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
は
、本
当
に
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご

支
援
や
ご
協
力
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
お
力

添
え
が
あ
り
ま
し
た
。心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
て
い
ま
す
の
で
、陶
器
市

「
み
ん
と
う
さ
い

民
陶
祭
」の
時
だ
け
で
な
く
、普
通
の
日
に
も
訪
れ
て

ゆ
っ
く
り
器
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

1.作品を展示するギャラリーを併設
2.十三代 髙取八山作 茶碗／3.窯焚きの様子（写真は登り窯）

1.食卓が楽しくなる手の温もりのある器
2.1本1本手彫りした器／3.店舗外観

1.香るカップシリーズ
2.店舗外観／3.世界最高水準の高音質スピーカーシステム

1.築148年の店舗。今年5月半ばに茅葺屋根の修復工事を終える
2.肩衝茶入／3.前押茶碗

髙取焼八仙窯
たか とり やき はっ せん がま

　
髙
取
焼
の
名
工
で
知
ら
れ
る
初
代・鬼
丸
雪
山
の
茶

陶
と
し
て
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、現
代
に
必
要

と
さ
れ
る
も
の
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、「
香
る
カ
ッ
プ
」は
髙
取
焼
の
特
徴
を
活
か

し
た
薄
い
作
り
で
、飲
み
物
の
香
り
を
引
き
立
て
、飲
み

口
が
薄
く
や
さ
し
い
口
当
た
り
で
す
。ま
た
、鉄
分
が
多

く
き
め
が
細
か
い
小
石
原
の
土
を
使
っ
て
つ
く
る
陶
器

ス
ピ
ー
カ
ー
は
、高
音
が
特
に
美
し
い
と
世
界
中
か
ら

注
文
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
九
州
北
部
豪
雨
で
は
茶
室
に
土
砂
が
入
り
ま
し
た

が
、皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、復
旧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
東
峰
村
か
ら
世
界
に
向
け
て
、付
加
価
値

の
高
い
、今
ま
で
に
な
い
作
品
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

二代目 鬼丸碧山

左から髙取忍、十三代 髙取八仙、
髙取周一郎

十三代 髙取八山

鬼丸翁明

翁明窯元
おう めい かま もと

髙取焼鬼丸雪山窯
たか とり やき おに まる せつ ざん がま

髙取焼宗家
たか とり やき そう  け

：福岡県朝倉郡東峰村
大字小石原鼓2511

：0946-74-2045

：9：00～17：00

：月曜

住 所

電 話

営業時間

定 休 日

■

■

■

■

※月曜が祝日の場合は火曜休業
■http://www.takatoriyaki-
souke.com/

：福岡県朝倉郡東峰村
大字小石原962-1

：0946-74-2810

：8：00～18：00

：なし

住 所

電 話

営業時間

定 休 日

■

■

■

■

■http://takatoriyaki.com/

：福岡県朝倉郡東峰村
大字小石原1126-1

：0946-74-2186

：10：00～18：00

：不定休

住 所

電 話

営業時間

定 休 日

■

■

■

■

■http://www.020oumei.info/

：福岡県朝倉郡東峰村
大字小石原812-1

：0946-74-2211

：9：00～18：00

：なし

住 所

電 話

営業時間

定 休 日

■

■

■

■

※団体のお客様は、事前連絡があると
対応がスムーズにできます

■http://takatoriyaki.co.jp/
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父
・
鬼
丸
翁
明
、子
・
た
か
ゆ
き

尚
幸
の
窯
元
で
す
。物
づ
く
り

に
喜
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と
誇
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持
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、手
間
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か
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て
、丁
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な
手

仕
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を
心
が
け
て
い
ま
す
。伝
統
的
な
技
法
を
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模
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。
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流
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営
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械
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ら
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。
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。
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近
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●（図8）大和ハウス工業株式会社が宇美町に開設した物流施設「DPL福岡宇美」
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●（図8）大和ハウス工業株式会社が宇美町に開設した物流施設「DPL福岡宇美」
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AUGUST.2018

三菱総合研究所

寄 稿

MRI MONTHLY REVIEW

【巻頭言】

「役に立たない投資」の再評価

　「
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
」の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を

受
賞
し
た
大
隅
良
典
さ
ん
の
受
賞
会
見
で
の
ひ
と
言「『
役
に
立

つ
』と
い
う
言
葉
が
社
会
を
ダ
メ
に
し
て
い
る
」は
、2
年
近
く
た
っ

て
も
多
く
の
人
の
脳
裏
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
あ
る
投
資
が
役
に
立
つ
か
立
た
な
い
か
を
評
価
す
る
手
段
と
し

て
近
年
、公
共
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
費
用
便
益
分

析
で
あ
る
。そ
の
背
景
に
は
、経
済
効
果
が
プ
ラ
ス
な
ら
そ
の
投
資

は「（
経
済
的
に
）役
に
立
つ
」と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。た
だ
こ
の

手
法
は
万
能
で
は
な
い
。例
え
ば
当
社
が
行
っ
た「
教
育
投
資
の

費
用
対
効
果
」と
い
う
研
究
で
は
、文
化
の
伝
達
・
普
及
や
平
和

の
促
進
は
社
会
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
重
要
な
教
育
の
効
果
だ

が
、定
量
化
に
な
じ
ま
ず
評
価
対
象
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　
費
用
便
益
分
析
を
適
用
し
た
多
く
の
政
策
評
価
事
例
な
ど
か

ら
さ
ら
に
言
え
る
の
は
、投
資
の
可
否
判
断
は
、経
済
効
果
の
大

小
も
重
要
だ
が
、そ
れ
以
上
に
そ
の
時
代
の
支
配
的
な
価
値
観
に

依
存
す
る
し
、価
値
観
そ
の
も
の
も
常
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
例
え
ば
20
世
紀
末
か
ら
、都
市
内
高
架
道
路
を
撤
去
な
い
し

移
設
し
て
水
辺
空
間
を
再
生
す
る
試
み
が
世
界
的
に
増
加
し
て

い
る（
米
国
ボ
ス
ト
ン
市
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
、シ
ア
ト
ル
市
、

独
デ
ュッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
、韓
国
ソ
ウ
ル
市
な
ど
）。い
ず
れ
も
費
用

便
益
分
析
で
は
決
し
て「
役
に
立
つ
」と
は
な
ら
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
も
、日
本
橋
の
首
都
高
都
心
環
状
線
の
埋
設
計
画
が

進
展
し
つ
つ
あ
る
。こ
の
構
想
が
世
に
出
た
十
数
年
前
に
は
、交
通

の
便
利
が
良
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、景
観
の
改
善
は
日
本
橋

の
周
辺
だ
け
だ
、な
ど
否
定
的
な
受
け
止
め
方
が
多
か
っ
た
。し
か

し
今
回
、移
設
ル
ー
ト
案
が
公
表
さ
れ
て
も
反
対
の
声
は
上
が
っ

て
い
な
い
。経
済
効
果
追
及
一
辺
倒
で
は
豊
か
さ
を
実
現
で
き
な

い
と
い
う
価
値
観
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
た
ち
は
、「
経
済
的
に
は
す
ぐ
役
に
立
た
な
い
が
、明
ら
か
に

社
会
を
豊
か
に
す
る
投
資
」は
何
か
に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
も
常
に

議
論
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。イ
ン
フ
ラ
の
例
を
挙
げ
た
が
、況
や

教
育・基
礎
研
究
に
お
い
て
を
や
、で
あ
る
。

C o n t e n t

国際化が進む
社会インフラの品質を問う

【輸出戦略】

医療機器産業の
イノベーションに向けた処方箋

【ヘルスケア】

「役に立たない投資」の再評価

【巻頭言】

博士課程の「収益率」が
急回復

【ものづくり】

「課金型ビジネス」
参入のポイント

【教 育】

常務執行役員 シンクタンク部門長　長澤 光太郎
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い
う
言
葉
が
社
会
を
ダ
メ
に
し
て
い
る
」は
、2
年
近
く
た
っ

て
も
多
く
の
人
の
脳
裏
に
残
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
あ
る
投
資
が
役
に
立
つ
か
立
た
な
い
か
を
評
価
す
る
手
段
と
し

て
近
年
、公
共
分
野
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
費
用
便
益
分

析
で
あ
る
。そ
の
背
景
に
は
、経
済
効
果
が
プ
ラ
ス
な
ら
そ
の
投
資

は「（
経
済
的
に
）役
に
立
つ
」と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。た
だ
こ
の

手
法
は
万
能
で
は
な
い
。例
え
ば
当
社
が
行
っ
た「
教
育
投
資
の

費
用
対
効
果
」と
い
う
研
究
で
は
、文
化
の
伝
達
・
普
及
や
平
和

の
促
進
は
社
会
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
重
要
な
教
育
の
効
果
だ

が
、定
量
化
に
な
じ
ま
ず
評
価
対
象
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。

　
費
用
便
益
分
析
を
適
用
し
た
多
く
の
政
策
評
価
事
例
な
ど
か

ら
さ
ら
に
言
え
る
の
は
、投
資
の
可
否
判
断
は
、経
済
効
果
の
大

小
も
重
要
だ
が
、そ
れ
以
上
に
そ
の
時
代
の
支
配
的
な
価
値
観
に

依
存
す
る
し
、価
値
観
そ
の
も
の
も
常
に
変
化
す
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　
例
え
ば
20
世
紀
末
か
ら
、都
市
内
高
架
道
路
を
撤
去
な
い
し

移
設
し
て
水
辺
空
間
を
再
生
す
る
試
み
が
世
界
的
に
増
加
し
て

い
る（
米
国
ボ
ス
ト
ン
市
、サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
、シ
ア
ト
ル
市
、

独
デ
ュッ
セ
ル
ド
ル
フ
市
、韓
国
ソ
ウ
ル
市
な
ど
）。い
ず
れ
も
費
用

便
益
分
析
で
は
決
し
て「
役
に
立
つ
」と
は
な
ら
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。

　
わ
が
国
で
も
、日
本
橋
の
首
都
高
都
心
環
状
線
の
埋
設
計
画
が

進
展
し
つ
つ
あ
る
。こ
の
構
想
が
世
に
出
た
十
数
年
前
に
は
、交
通

の
便
利
が
良
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
し
、景
観
の
改
善
は
日
本
橋

の
周
辺
だ
け
だ
、な
ど
否
定
的
な
受
け
止
め
方
が
多
か
っ
た
。し
か

し
今
回
、移
設
ル
ー
ト
案
が
公
表
さ
れ
て
も
反
対
の
声
は
上
が
っ

て
い
な
い
。経
済
効
果
追
及
一
辺
倒
で
は
豊
か
さ
を
実
現
で
き
な

い
と
い
う
価
値
観
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
私
た
ち
は
、「
経
済
的
に
は
す
ぐ
役
に
立
た
な
い
が
、明
ら
か
に

社
会
を
豊
か
に
す
る
投
資
」は
何
か
に
つ
い
て
、こ
れ
か
ら
も
常
に

議
論
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
。イ
ン
フ
ラ
の
例
を
挙
げ
た
が
、況
や

教
育・基
礎
研
究
に
お
い
て
を
や
、で
あ
る
。

C o n t e n t

国際化が進む
社会インフラの品質を問う

【輸出戦略】

医療機器産業の
イノベーションに向けた処方箋

【ヘルスケア】

「役に立たない投資」の再評価

【巻頭言】

博士課程の「収益率」が
急回復

【ものづくり】

「課金型ビジネス」
参入のポイント

【教 育】

常務執行役員 シンクタンク部門長　長澤 光太郎
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【ヘルスケア】

医療機器産業の
イノベーションに向けた処方箋

ヘルスケア・ウェルネス事業本部　藤井 倫雅

　
医
療
機
器
産
業
の
市
場
規
模
は
世
界
全
体
で
約
37
兆
円（
※
1
）

に
及
び
、事
業
参
入
を
目
指
す
企
業
が
国
内
外
で
増
え
つ
つ
あ

る
。グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
競
争
が
激
化
す
る
中
、自
社
開
発
だ
け

で
生
き
残
る
こ
と
は
難
し
い
。各
社
は
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と

の
連
携（
い
わ
ゆ
る
産
学
連
携
）や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
M
&
A
な

ど
、外
部
か
ら
技
術
を
取
り
込
ん
で
事
業
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

大
塚
製
薬
の
グ
ル
ー
プ
企
業
が
ス
テ
ン
ト（
※
2
）の
開
発
を
行
う

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
買
収
し
た
よ
う
に
、国
内
事
例
も
現
れ
て
い

る
。だ
が
海
外
勢
に
比
べ
る
と
、ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
企
業
の
巻
き
返
し
の
た
め
に
は
、何
よ
り
も
顧
客（
ユ
ー

ザ
ー
）の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
す「
価
値
」の
提
供
に
知
恵
を
絞

る
べ
き
だ
ろ
う
。産
学
連
携
や
M
&
A
は
あ
く
ま
で
も
事
業
参
入

に
必
要
な
資
源（
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
）を
獲
得
す
る
手
段
で
あ

る
。し
か
し
現
実
に
は
、技
術
の
独
自
性
や
新
規
性
に
目
が
向
く

傾
向
が
強
く
、ユ
ー
ザ
ー
へ
の
価
値
提
供
を
軽
視
す
る
ケ
ー
ス
も

散
見
さ
れ
る
。理
由
の
一
つ
は
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
医
療
機
関
の
ニ
ー

ズ
が
見
え
に
く
い
点
に
あ
る
。病
院
の
手
術
室
や
診
察
室
に「
部

外
者
」は
簡
単
に
立
ち
入
れ
な
い
。も
う
一
つ
、ど
の
分
野
に
お
い

て
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、従
来
の
価
値
観
を
排
除
し
て
自
由
に
発

想
す
る
こ
と
は
意
外
に
難
し
い
。

　
海
外
で
は
こ
う
し
た
問
題
に
2
0
0
0
年
代
初
頭
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。例
え
ば
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の「
バ
イ
オ
デ
ザ
イ

ン・プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
あ
る
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
17
年
間
で
47
社
が
起

業
す
る
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。通
常
は
立
ち
入
れ
な
い
医
療
現
場

で
ユ
ー
ザ
ー
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
な
ど
、医
学
部
と

連
携
し
て
試
作
と
検
証
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

発
掘
し
た
ニ
ー
ズ
を
起
点
に
、「
コ
ン
セ
プ
ト
創
造
」か
ら「
コ
ン
セ

プ
ト
選
択
」に
至
る
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る（
図
）。コ
ン
セ
プ
ト
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、簡
単
か
つ
安
価
に

入
手
で
き
る
材
料
や
身
近
な
品
物
を
使
っ
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
製

作
し
、素
早
く
形
に
す
る
。

　
同
様
の
取
り
組
み
は
英
国
や
イ
ン
ド
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
各
国

に
広
が
っ
て
い
る
。日
本
に
お
い
て
も
2
0
1
5
年
に「
ジ
ャ
パ
ン・バ

イ
オ
デ
ザ
イ
ン
」が
開
設
さ
れ
た
。デ
ザ
イ
ン
思
考
を
身
に
付
け
、

新
規
事
業
を
け
ん
引
で
き
る
人
材
を
育
成・確
保
す
る
た
め
に
、こ

う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

P o i n t
●産学連携やM&Aによる医療機器分野への事業参入が増加しつつある。

●事業成功の鍵は、ニーズに立脚したコンセプトの設計。

●デザイン思考を身に付けて新規事業をけん引できる人材の育成・確保を。

［図］デザイン思考に基づく医療機器の新規事業開発
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【輸出戦略】

国際化が進む
社会インフラの品質を問う

次世代インフラ事業本部　美濃 良輔

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、交
通
、上
下
水
道
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
海
外

市
場
が
新
興
国
を
中
心
と
し
て
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。国
内
企

業
各
社
は
新
た
な
成
長
市
場
を
目
指
し
官
民
を
挙
げ
て
の
イ
ン

フ
ラ
輸
出
に
注
力
、政
府
は
2
0
2
0
年
に
約
30
兆
円
の
イ
ン
フ

ラ
受
注
を
目
指
し
て
い
る（
図
）。社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、複
数
の
製
品

や
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
複
合
し
た
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
が

重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、シ
ス
テ
ム
全
体
の
最
適
化
を
図
る
こ
と

が
開
発・運
用
を
通
じ
て
求
め
ら
れ
て
お
り
、鉄
道
、航
空
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
別
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
Q
M
S
）の

国
際
規
格
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
の
調
達
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
、個
別
の
製
品

や
部
品
の
優
劣
と
は
別
に
、シ
ス
テ
ム
の
開
発・運
用
プ
ロ
セ
ス
を
考

慮
し
た
国
際
標
準
化
を
進
め
る
こ
と
は
、激
烈
な
国
際
競
争
を
勝

ち
抜
く
上
で
重
要
と
い
え
る
。W
T
O（
世
界
貿
易
機
関
）の

T
B
T
協
定（
貿
易
の
技
術
的
障
害
に
関
す
る
協
定
）に
お
い
て

も
、貿
易
の
際
に
は
、国
内
規
格
よ
り
国
際
規
格
を
優
先
さ
せ
る
こ

と
を
求
め
て
お
り
、国
内
で
多
数
の
導
入
実
績
が
あ
っ
て
高
い
信
頼

性
を
誇
る
技
術
だ
と
し
て
も
、国
際
規
格
に
適
合
し
て
い
な
い
だ
け

で
、世
界
市
場
で
事
業
を
拡
大
す
る
機
会
を
逃
す
可
能
性
は
高
い
。

　
2
0
1
7
年
に
、国
際
規
格（
I
S
O
／
T
S 

2
2
1
6
3
）

（
※
1
）が
発
行
さ
れ
た
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
を
見
る
と
、欧
州
を
中
心
に

大
手
の
メ
ー
カ
ー
や
鉄
道
事
業
者
が
取
引
条
件
に
認
証
取
得
を
求

め
る
動
き
が
本
格
化
し
て
い
る
。現
時
点
で
世
界
の
約
1
，6
0
0

の
事
業
所
が
認
証
を
取
得
済
み
だ
が
、日
本
で
は
11
事
業
所
に
と

ど
ま
る
。ア
ジ
ア
で
の
現
地
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、W
T
O

協
定
へ
の
批
准
の
有
無
を
背
景
に
、日
本
メ
ー
カ
ー
が
今
後
は
適

合
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
Q
M
S
規
格
の
本
質
は
、既
存
の
プ
ロ
セ
ス
や
活
動
の
不
足
を

レ
ビ
ュ
ー
し
、業
務
の
効
率
化
や
改
善
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
あ
る

が
、入
札
条
件
と
し
て
海
外
展
開
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
狙
う

企
業
に
お
い
て
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
の
認
証
取
得

は
必
須
で
あ
る
が
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
企

業
や
、国
内
企
業
の
下
請
け
で
海
外
向
け
製
品
を
製
造
す
る
企

業
に
お
い
て
も
、規
格
の
内
容
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、自
社
の
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
適
合
状
況
や
差
分
の
内
容
な
ど
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
は
有
益
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

P o i n t
●社会インフラに関わる企業は世界を相手に競争する時代。

●システム全体の品質をマネジメントする規格の活用が必須に。

●国内市場中心の企業も国際規格を意識したものづくり対策を。

［図］インフラシステム受注額※の実績と政府目標

出所：第37回経協インフラ戦略会議（2018年6月7日）を基に三菱総合研究所作成

（
※
1
）鉄
道
分
野
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
R
Q
M
S
）。鉄
道
関
連
組
織
の

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
I
S
O
9
0
0
1
：

2
0
1
5
を
ベ
ー
ス
に
、鉄
道
分
野
に
適
用
す
る
際
の
特
別
な
要
求
事
項
を

定
め
て
い
る
。

（
※
1
）経
済
産
業
省「
我
が
国
医
療
機
器
産
業
に
つ
い
て
」（
2
0
1
8
年
2
月
）を

基
に
1
ド
ル
＝
1
1
0
円
と
し
て
換
算
。

（
※
2
）血
管
、気
管
、食
道
な
ど
の
管
状
の
臓
器
を
内
部
か
ら
広
げ
る
医
療
部
品
。

例
え
ば
、脳
血
管
の
拡
張
に
よ
り
血
栓
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 ※事業投資による収入額などを含む、輸出関連のインフラシステム受注額の合計。内訳としてエネルギー、交通、情報通信、基盤整備、社会

環境、新分野といった社会インフラ全般を含む。

2010 20202016201520142013

30

20

10

0

（兆円）

実績 目標

・・・・

（年）
ニーズ選別

ニーズ探索
（臨床現場の観察）

ニーズの特定 コンセプトの創出

事業企画立案

事業構築

出所：ステファノス・ゼニオス・ジョシュ・マコーワー、ポール・ヨック『BIODESIGN バイオデザイン日本語版』（薬事日報社）
　　 および（一社）ジャパンバイオデザイン協会のホームページを基に三菱総合研究所作成

開発戦略コンセプト創造

コンセプト選択
（プロトタイプ製作）
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【ヘルスケア】

医療機器産業の
イノベーションに向けた処方箋

ヘルスケア・ウェルネス事業本部　藤井 倫雅

　
医
療
機
器
産
業
の
市
場
規
模
は
世
界
全
体
で
約
37
兆
円（
※
1
）

に
及
び
、事
業
参
入
を
目
指
す
企
業
が
国
内
外
で
増
え
つ
つ
あ

る
。グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
競
争
が
激
化
す
る
中
、自
社
開
発
だ
け

で
生
き
残
る
こ
と
は
難
し
い
。各
社
は
大
学
な
ど
の
研
究
機
関
と

の
連
携（
い
わ
ゆ
る
産
学
連
携
）や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
M
&
A
な

ど
、外
部
か
ら
技
術
を
取
り
込
ん
で
事
業
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

大
塚
製
薬
の
グ
ル
ー
プ
企
業
が
ス
テ
ン
ト（
※
2
）の
開
発
を
行
う

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
買
収
し
た
よ
う
に
、国
内
事
例
も
現
れ
て
い

る
。だ
が
海
外
勢
に
比
べ
る
と
、ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い
う
状
況
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　
日
本
企
業
の
巻
き
返
し
の
た
め
に
は
、何
よ
り
も
顧
客（
ユ
ー

ザ
ー
）の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
満
た
す「
価
値
」の
提
供
に
知
恵
を
絞

る
べ
き
だ
ろ
う
。産
学
連
携
や
M
&
A
は
あ
く
ま
で
も
事
業
参
入

に
必
要
な
資
源（
技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
）を
獲
得
す
る
手
段
で
あ

る
。し
か
し
現
実
に
は
、技
術
の
独
自
性
や
新
規
性
に
目
が
向
く

傾
向
が
強
く
、ユ
ー
ザ
ー
へ
の
価
値
提
供
を
軽
視
す
る
ケ
ー
ス
も

散
見
さ
れ
る
。理
由
の
一
つ
は
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
医
療
機
関
の
ニ
ー

ズ
が
見
え
に
く
い
点
に
あ
る
。病
院
の
手
術
室
や
診
察
室
に「
部

外
者
」は
簡
単
に
立
ち
入
れ
な
い
。も
う
一
つ
、ど
の
分
野
に
お
い

て
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、従
来
の
価
値
観
を
排
除
し
て
自
由
に
発

想
す
る
こ
と
は
意
外
に
難
し
い
。

　
海
外
で
は
こ
う
し
た
問
題
に
2
0
0
0
年
代
初
頭
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
。例
え
ば
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の「
バ
イ
オ
デ
ザ
イ

ン・プ
ロ
グ
ラ
ム
」が
あ
る
。同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
17
年
間
で
47
社
が
起

業
す
る
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。通
常
は
立
ち
入
れ
な
い
医
療
現
場

で
ユ
ー
ザ
ー
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
な
ど
、医
学
部
と

連
携
し
て
試
作
と
検
証
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
。

発
掘
し
た
ニ
ー
ズ
を
起
点
に
、「
コ
ン
セ
プ
ト
創
造
」か
ら「
コ
ン
セ

プ
ト
選
択
」に
至
る
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る（
図
）。コ
ン
セ
プ
ト
の
選
択
に
当
た
っ
て
は
、簡
単
か
つ
安
価
に

入
手
で
き
る
材
料
や
身
近
な
品
物
を
使
っ
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
製

作
し
、素
早
く
形
に
す
る
。

　
同
様
の
取
り
組
み
は
英
国
や
イ
ン
ド
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
各
国

に
広
が
っ
て
い
る
。日
本
に
お
い
て
も
2
0
1
5
年
に「
ジ
ャ
パ
ン・バ

イ
オ
デ
ザ
イ
ン
」が
開
設
さ
れ
た
。デ
ザ
イ
ン
思
考
を
身
に
付
け
、

新
規
事
業
を
け
ん
引
で
き
る
人
材
を
育
成・確
保
す
る
た
め
に
、こ

う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

P o i n t
●産学連携やM&Aによる医療機器分野への事業参入が増加しつつある。

●事業成功の鍵は、ニーズに立脚したコンセプトの設計。

●デザイン思考を身に付けて新規事業をけん引できる人材の育成・確保を。

［図］デザイン思考に基づく医療機器の新規事業開発
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【輸出戦略】

国際化が進む
社会インフラの品質を問う

次世代インフラ事業本部　美濃 良輔

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、交
通
、上
下
水
道
な
ど
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
海
外

市
場
が
新
興
国
を
中
心
と
し
て
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。国
内
企

業
各
社
は
新
た
な
成
長
市
場
を
目
指
し
官
民
を
挙
げ
て
の
イ
ン

フ
ラ
輸
出
に
注
力
、政
府
は
2
0
2
0
年
に
約
30
兆
円
の
イ
ン
フ

ラ
受
注
を
目
指
し
て
い
る（
図
）。社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、複
数
の
製
品

や
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
複
合
し
た
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
が

重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、シ
ス
テ
ム
全
体
の
最
適
化
を
図
る
こ
と

が
開
発・運
用
を
通
じ
て
求
め
ら
れ
て
お
り
、鉄
道
、航
空
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
別
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
Q
M
S
）の

国
際
規
格
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
の
調
達
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
中
、個
別
の
製
品

や
部
品
の
優
劣
と
は
別
に
、シ
ス
テ
ム
の
開
発・運
用
プ
ロ
セ
ス
を
考

慮
し
た
国
際
標
準
化
を
進
め
る
こ
と
は
、激
烈
な
国
際
競
争
を
勝

ち
抜
く
上
で
重
要
と
い
え
る
。W
T
O（
世
界
貿
易
機
関
）の

T
B
T
協
定（
貿
易
の
技
術
的
障
害
に
関
す
る
協
定
）に
お
い
て

も
、貿
易
の
際
に
は
、国
内
規
格
よ
り
国
際
規
格
を
優
先
さ
せ
る
こ

と
を
求
め
て
お
り
、国
内
で
多
数
の
導
入
実
績
が
あ
っ
て
高
い
信
頼

性
を
誇
る
技
術
だ
と
し
て
も
、国
際
規
格
に
適
合
し
て
い
な
い
だ
け

で
、世
界
市
場
で
事
業
を
拡
大
す
る
機
会
を
逃
す
可
能
性
は
高
い
。

　
2
0
1
7
年
に
、国
際
規
格（
I
S
O
／
T
S 

2
2
1
6
3
）

（
※
1
）が
発
行
さ
れ
た
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
を
見
る
と
、欧
州
を
中
心
に

大
手
の
メ
ー
カ
ー
や
鉄
道
事
業
者
が
取
引
条
件
に
認
証
取
得
を
求

め
る
動
き
が
本
格
化
し
て
い
る
。現
時
点
で
世
界
の
約
1
，6
0
0

の
事
業
所
が
認
証
を
取
得
済
み
だ
が
、日
本
で
は
11
事
業
所
に
と

ど
ま
る
。ア
ジ
ア
で
の
現
地
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
、W
T
O

協
定
へ
の
批
准
の
有
無
を
背
景
に
、日
本
メ
ー
カ
ー
が
今
後
は
適

合
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
Q
M
S
規
格
の
本
質
は
、既
存
の
プ
ロ
セ
ス
や
活
動
の
不
足
を

レ
ビ
ュ
ー
し
、業
務
の
効
率
化
や
改
善
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
あ
る

が
、入
札
条
件
と
し
て
海
外
展
開
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
現
状
が
あ
る
。海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
狙
う

企
業
に
お
い
て
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
規
格
の
認
証
取
得

は
必
須
で
あ
る
が
、海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
企

業
や
、国
内
企
業
の
下
請
け
で
海
外
向
け
製
品
を
製
造
す
る
企

業
に
お
い
て
も
、規
格
の
内
容
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、自
社
の
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
適
合
状
況
や
差
分
の
内
容
な
ど
を
把
握
し
て
お
く

こ
と
は
有
益
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

P o i n t
●社会インフラに関わる企業は世界を相手に競争する時代。

●システム全体の品質をマネジメントする規格の活用が必須に。

●国内市場中心の企業も国際規格を意識したものづくり対策を。

［図］インフラシステム受注額※の実績と政府目標

出所：第37回経協インフラ戦略会議（2018年6月7日）を基に三菱総合研究所作成

（
※
1
）鉄
道
分
野
の
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム（
R
Q
M
S
）。鉄
道
関
連
組
織
の

た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
シ
ス
テ
ム
要
求
事
項
I
S
O
9
0
0
1
：

2
0
1
5
を
ベ
ー
ス
に
、鉄
道
分
野
に
適
用
す
る
際
の
特
別
な
要
求
事
項
を

定
め
て
い
る
。

（
※
1
）経
済
産
業
省「
我
が
国
医
療
機
器
産
業
に
つ
い
て
」（
2
0
1
8
年
2
月
）を

基
に
1
ド
ル
＝
1
1
0
円
と
し
て
換
算
。

（
※
2
）血
管
、気
管
、食
道
な
ど
の
管
状
の
臓
器
を
内
部
か
ら
広
げ
る
医
療
部
品
。

例
え
ば
、脳
血
管
の
拡
張
に
よ
り
血
栓
を
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 ※事業投資による収入額などを含む、輸出関連のインフラシステム受注額の合計。内訳としてエネルギー、交通、情報通信、基盤整備、社会

環境、新分野といった社会インフラ全般を含む。

2010 20202016201520142013

30

20

10

0

（兆円）

実績 目標

・・・・

（年）
ニーズ選別

ニーズ探索
（臨床現場の観察）

ニーズの特定 コンセプトの創出

事業企画立案

事業構築

出所：ステファノス・ゼニオス・ジョシュ・マコーワー、ポール・ヨック『BIODESIGN バイオデザイン日本語版』（薬事日報社）
　　 および（一社）ジャパンバイオデザイン協会のホームページを基に三菱総合研究所作成

開発戦略コンセプト創造

コンセプト選択
（プロトタイプ製作）
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【ものづくり】

「課金型ビジネス」
参入のポイント

　
消
費
者
の
関
心
が
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
体
験
へ
と
移
り
つ
つ
あ

る
の
に
伴
い
、企
業
も
活
動
の
主
軸
を「
売
る
」か
ら「
体
験
し
て

も
ら
う
」へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。こ
う
し
た

流
れ
を
象
徴
す
る
事
業
モ
デ
ル
が
、モ
ノ
自
体
に
対
し
て
で
は
な

く
、利
用
の
頻
度
や
量
に
応
じ
て
お
金
を
払
っ
て
も
ら
う「
課
金
型

ビ
ジ
ネ
ス
」（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
）で
あ
る
。「
売
り
切
り

型
ビ
ジ
ネ
ス
」の
代
表
的
存
在
と
さ
れ
て
き
た
も
の
づ
く
り
企
業

と
て
、こ
の
波
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

　
も
の
づ
く
り
企
業
が
課
金
型
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
場
合
、ま

ず
は
既
存
の
売
り
切
り
型
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
関
係
性
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。例
え
ば
、Apple

は
写
真
や
動
画
な
ど
の
大
容
量

デ
ー
タ
を
通
信
網
経
由
で
預
か
り
、そ
の
規
模
に
応
じ
て
料
金
を

徴
収
す
るiC

loud

や
、膨
大
な
楽
曲
が
聴
き
放
題
と
な
るA

pple 
M
usic

と
い
っ
た
課
金
型
ビ
ジ
ネ
ス
で
稼
い
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。し
か
し
、実
際
はiPhone

を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の

販
売
額
が
、同
社
の
売
り
上
げ
全
体
の
約
6
割
を
占
め
て
い
る
。

iO
S

の
よ
う
な
自
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
こ
だ
わ
ら
ず
、無
料

あ
る
い
は
課
金
型
の
ア
プ
リ
を
オ
ー
プ
ン
に
提
供
す
る
こ
と
で
利

用
者
数
を
劇
的
に
増
や
し
、ハ
ー
ド
を
購
入
し
て
く
れ
る
顧
客
基

盤
と
し
て
も
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
課
金
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
戦
略
と
し
て
は
、既
存
の
売
り
切
り
ビ
ジ

ネ
ス
を
レ
ン
タ
ル
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
置
き
換
え
る「
破
壊

型
」や
、新
技
術
を
生
か
し
た
付
加
価
値
に
お
金
を
払
っ
て
も
ら

う「
オ
プ
シ
ョ
ン
型
」も
あ
る
。Apple

は
こ
の
両
者
と
は
一
線
を

画
し
、課
金
型
と
売
り
切
り
型
を
巧
妙
に
組
み
合
わ
せ
た「
顧
客

拡
大
型
」の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
た（
図
）。

　
も
の
づ
く
り
企
業
に
は
無
意
識
の
う
ち
に
、製
品
の
購
入
者
だ

け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
し
ま
う
癖
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。こ
の

た
め
、顧
客
基
盤
の
新
規
開
拓
よ
り
も
、サ
ー
ビ
ス
の
品
ぞ
ろ
え

強
化
や
価
格
設
定
に
関
す
る
検
討
を
優
先
し
す
ぎ
る
ケ
ー
ス
も

散
見
さ
れ
て
い
る
。最
も
重
要
な
の
は
、自
社
に
最
適
な
新
ビ
ジ
ネ

ス
を
設
計
す
る
過
程
で「
顧
客
の
捉
え
方
」を
徹
底
的
に
再
考

し
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
拡
張
す
る
方
策
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。課
金
型

ビ
ジ
ネ
ス
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ
が
、事
業
成
功
の
鍵
に

な
る
と
い
え
よ
う
。

P o i n t
●ものづくり企業も課金型ビジネス参入の必要に迫られている。

●まずは課金型と売り切り型との関係性の明確化が肝要。

●最大のポイントは「顧客」の裾野を広げる発想。

［図］課金型ビジネス参入の形態

出所：三菱総合研究所
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【教 育】

博士課程の「収益率」が
急回復

プラチナ社会センター　佐野 紳也

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
続
け
る
に
は
、高
度
な
専
門
知
識
を
も

つ
人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。し
か
し
、2
0
1
7
年
度
の
博
士
課

程
入
学
者
は
1
万
4
，7
6
6
人
と
、ピ
ー
ク
時
の
2
0
0
3
年

度
か
ら
19
%
も
減
っ
た
。こ
の
結
果
、人
口
に
対
す
る
博
士
号
取
得

者
の
数
も
、欧
米
や
韓
国
と
は
逆
に
、減
少
傾
向
に
あ
る
。日
本
の

国
際
競
争
力
が
さ
ら
に
後
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。

　
博
士
課
程
敬
遠
ム
ー
ド
の
背
景
に
は
、数
年
前
に
話
題
と
な
っ

た「
ポ
ス
ド
ク
問
題
」が
あ
る
よ
う
だ
。ポ
ス
ド
ク
と
は
期
間
限
定

で
研
究
に
携
わ
る「
博
士
研
究
員（Postdoctoral Fellow

）」

の
こ
と
。正
規
雇
用
で
は
な
く
、無
給
で
研
究
を
続
け
て
い
る
人
も

存
在
す
る
。高
い
学
費
を
払
っ
て
博
士
号
を
取
っ
た
と
し
て
も
、少

子
高
齢
化
で
席
が
な
か
な
か
空
か
な
い
大
学
の
教
員
に
は
な
れ

ず
、企
業
へ
の
就
職
も
で
き
な
い
ま
ま
、ポ
ス
ド
ク
で
あ
り
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
は
、費
用
対
効
果
が
疑
わ
し
い
と
の
意

識（
※
1
）も
根
強
い
。

　
だ
が
、状
況
は
変
わ
っ
て
い
る
。当
社
の「
生
活
者
市
場
予
測
シ

ス
テ
ム（
m
i
f
）」が
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
と
し
て
い
る
20
〜

69
歳
の
男
女
３
万
人
に
は
、約
2
0
0
人
の
博
士
課
程
修
了
者
が

含
ま
れ
る
。こ
の
う
ち
、一
般
企
業
に
就
職
し
た
博
士
課
程（
医

療・福
祉
、教
育
を
除
く
）修
了
者
に
つ
い
て
、払
っ
た
学
費
が
就
職

後
の
賃
金
上
乗
せ
に
ど
の
程
度
寄
与
し
た
か
示
す「
内
部
収
益

率
」を
計
算
し
て
み
た
。2
0
1
5
、2
0
1
6
年
度
は
、博
士
課

程
ま
で
進
む
よ
り
も
、修
士
課
程
を
終
え
て
就
職
し
た
方
が
、内

部
収
益
率
は
高
か
っ
た
。し
か
し
、2
0
1
7
年
度
に
な
る
と
状

況
は
逆
転
、博
士
課
程
を
修
了
し
た
人
の
収
益
率
が
、修
士
課
程

修
了
後
に
就
職
し
た
人
を
超
え
た（
図
）。

　
こ
の
内
部
収
益
率
は
あ
く
ま
で
、企
業
に
就
職
で
き
た
人
を
対

象
と
し
て
い
る
。た
だ
し
、文
部
科
学
省
の「
学
校
基
本
調
査
」に

よ
る
と
、博
士
課
程
修
了
者
に
占
め
る
就
職
者（
正
規
の
教
員
や

有
給
の
ポ
ス
ド
ク
に
な
っ
た
人
も
含
む
）の
比
率
は
４
年
連
続
で
上

昇
し
た
。博
士
課
程
の「
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」は
、着
実
に
改

善
し
て
い
る
の
だ
。

　
数
年
前
の
ポ
ス
ド
ク
問
題
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
、博
士
課

程
に
進
学
す
る
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
る
学
生
は
多
い
か
も
し
れ
な

い
。し
か
し
、こ
う
し
た
人
々
が
実
態
に
勇
気
付
け
ら
れ
て
博
士
課

程
に
進
み
、企
業
で
本
領
を
発
揮
す
れ
ば
、日
本
経
済
へ
の
プ
ラ
ス

効
果
拡
大
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

P o i n t
●博士課程進学者の減少で、日本の国際競争力後退が懸念される。

●敬遠ムードの背景には「ポスドク問題」を受けた費用対効果への疑念がある。

●実際には就職率が上昇を続け、厚遇もされるようになってきた。

［図］大学院進学者の「内部収益率」

出所：三菱総合研究所「生活者市場予測システム（mif）」を基に作成

（
※
1
）文
部
科
学
省 

科
学
技
術
政
策
研
究
所「
日
本
の
理
工
系
修
士
学
生
の
進
路

決
定
に
関
す
る
意
識
調
査
」（
2
0
0
9
年
３
月
）。

コンサルティング部門
経営イノベーション本部　高橋 淳一

注：修士課程、修士＋博士課程ともに、修了者（自営業・自由業・正規雇用）の年齢―賃金プロファイルを作成した上で、大学卒業者と比較
した賃金プレミアムと学費（年間100万円と仮定）を基に推計した。

2015 20172016

15

10

5

0

（%）

（年度）

11.2

4.6

8.0

6.4

12.6

14.2
修士課程 修士 ＋ 博士課程

従来の売り切り型ビジネス

オプション型
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サービスとして新たな付加
価値を提供
例：GEやコマツが手掛けるIoT・ICT技術
を活用したソリューションサービス

顧客拡大型

顧客の裾野拡大を既存ビジ
ネスの拡充にも活用

例：Appleの事業戦略

破壊型

既存の売り切り型ビジネス
を破壊する課金型ビジネス
を立ち上げ
例：動画／音楽配信サービス、SaaS、カー
シェアリング、日用品レンタル

課金型ビジネス参入の方向性
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【ものづくり】

「課金型ビジネス」
参入のポイント

　
消
費
者
の
関
心
が
モ
ノ
消
費
か
ら
コ
ト
体
験
へ
と
移
り
つ
つ
あ

る
の
に
伴
い
、企
業
も
活
動
の
主
軸
を「
売
る
」か
ら「
体
験
し
て

も
ら
う
」へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。こ
う
し
た

流
れ
を
象
徴
す
る
事
業
モ
デ
ル
が
、モ
ノ
自
体
に
対
し
て
で
は
な

く
、利
用
の
頻
度
や
量
に
応
じ
て
お
金
を
払
っ
て
も
ら
う「
課
金
型

ビ
ジ
ネ
ス
」（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
）で
あ
る
。「
売
り
切
り

型
ビ
ジ
ネ
ス
」の
代
表
的
存
在
と
さ
れ
て
き
た
も
の
づ
く
り
企
業

と
て
、こ
の
波
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
そ
う
に
な
い
。

　
も
の
づ
く
り
企
業
が
課
金
型
ビ
ジ
ネ
ス
に
参
入
す
る
場
合
、ま

ず
は
既
存
の
売
り
切
り
型
ビ
ジ
ネ
ス
と
の
関
係
性
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
重
要
だ
。例
え
ば
、Apple

は
写
真
や
動
画
な
ど
の
大
容
量

デ
ー
タ
を
通
信
網
経
由
で
預
か
り
、そ
の
規
模
に
応
じ
て
料
金
を

徴
収
す
るiC

loud

や
、膨
大
な
楽
曲
が
聴
き
放
題
と
な
るA

pple 
M
usic

と
い
っ
た
課
金
型
ビ
ジ
ネ
ス
で
稼
い
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
強

い
。し
か
し
、実
際
はiPhone

を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
の

販
売
額
が
、同
社
の
売
り
上
げ
全
体
の
約
6
割
を
占
め
て
い
る
。

iO
S

の
よ
う
な
自
社
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
こ
だ
わ
ら
ず
、無
料

あ
る
い
は
課
金
型
の
ア
プ
リ
を
オ
ー
プ
ン
に
提
供
す
る
こ
と
で
利

用
者
数
を
劇
的
に
増
や
し
、ハ
ー
ド
を
購
入
し
て
く
れ
る
顧
客
基

盤
と
し
て
も
取
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
課
金
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
戦
略
と
し
て
は
、既
存
の
売
り
切
り
ビ
ジ

ネ
ス
を
レ
ン
タ
ル
や
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
置
き
換
え
る「
破
壊

型
」や
、新
技
術
を
生
か
し
た
付
加
価
値
に
お
金
を
払
っ
て
も
ら

う「
オ
プ
シ
ョ
ン
型
」も
あ
る
。Apple

は
こ
の
両
者
と
は
一
線
を

画
し
、課
金
型
と
売
り
切
り
型
を
巧
妙
に
組
み
合
わ
せ
た「
顧
客

拡
大
型
」の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
た（
図
）。

　
も
の
づ
く
り
企
業
に
は
無
意
識
の
う
ち
に
、製
品
の
購
入
者
だ

け
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
し
ま
う
癖
が
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。こ
の

た
め
、顧
客
基
盤
の
新
規
開
拓
よ
り
も
、サ
ー
ビ
ス
の
品
ぞ
ろ
え

強
化
や
価
格
設
定
に
関
す
る
検
討
を
優
先
し
す
ぎ
る
ケ
ー
ス
も

散
見
さ
れ
て
い
る
。最
も
重
要
な
の
は
、自
社
に
最
適
な
新
ビ
ジ
ネ

ス
を
設
計
す
る
過
程
で「
顧
客
の
捉
え
方
」を
徹
底
的
に
再
考

し
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
拡
張
す
る
方
策
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。課
金
型

ビ
ジ
ネ
ス
の
本
質
を
把
握
す
る
こ
と
こ
そ
が
、事
業
成
功
の
鍵
に

な
る
と
い
え
よ
う
。

P o i n t
●ものづくり企業も課金型ビジネス参入の必要に迫られている。

●まずは課金型と売り切り型との関係性の明確化が肝要。

●最大のポイントは「顧客」の裾野を広げる発想。

［図］課金型ビジネス参入の形態

出所：三菱総合研究所
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【教 育】

博士課程の「収益率」が
急回復

プラチナ社会センター　佐野 紳也

　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
続
け
る
に
は
、高
度
な
専
門
知
識
を
も

つ
人
材
が
不
可
欠
で
あ
る
。し
か
し
、2
0
1
7
年
度
の
博
士
課

程
入
学
者
は
1
万
4
，7
6
6
人
と
、ピ
ー
ク
時
の
2
0
0
3
年

度
か
ら
19
%
も
減
っ
た
。こ
の
結
果
、人
口
に
対
す
る
博
士
号
取
得

者
の
数
も
、欧
米
や
韓
国
と
は
逆
に
、減
少
傾
向
に
あ
る
。日
本
の

国
際
競
争
力
が
さ
ら
に
後
退
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。

　
博
士
課
程
敬
遠
ム
ー
ド
の
背
景
に
は
、数
年
前
に
話
題
と
な
っ

た「
ポ
ス
ド
ク
問
題
」が
あ
る
よ
う
だ
。ポ
ス
ド
ク
と
は
期
間
限
定

で
研
究
に
携
わ
る「
博
士
研
究
員（Postdoctoral Fellow

）」

の
こ
と
。正
規
雇
用
で
は
な
く
、無
給
で
研
究
を
続
け
て
い
る
人
も

存
在
す
る
。高
い
学
費
を
払
っ
て
博
士
号
を
取
っ
た
と
し
て
も
、少

子
高
齢
化
で
席
が
な
か
な
か
空
か
な
い
大
学
の
教
員
に
は
な
れ

ず
、企
業
へ
の
就
職
も
で
き
な
い
ま
ま
、ポ
ス
ド
ク
で
あ
り
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
は
、費
用
対
効
果
が
疑
わ
し
い
と
の
意

識（
※
1
）も
根
強
い
。

　
だ
が
、状
況
は
変
わ
っ
て
い
る
。当
社
の「
生
活
者
市
場
予
測
シ

ス
テ
ム（
m
i
f
）」が
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
と
し
て
い
る
20
〜

69
歳
の
男
女
３
万
人
に
は
、約
2
0
0
人
の
博
士
課
程
修
了
者
が

含
ま
れ
る
。こ
の
う
ち
、一
般
企
業
に
就
職
し
た
博
士
課
程（
医

療・福
祉
、教
育
を
除
く
）修
了
者
に
つ
い
て
、払
っ
た
学
費
が
就
職

後
の
賃
金
上
乗
せ
に
ど
の
程
度
寄
与
し
た
か
示
す「
内
部
収
益

率
」を
計
算
し
て
み
た
。2
0
1
5
、2
0
1
6
年
度
は
、博
士
課

程
ま
で
進
む
よ
り
も
、修
士
課
程
を
終
え
て
就
職
し
た
方
が
、内

部
収
益
率
は
高
か
っ
た
。し
か
し
、2
0
1
7
年
度
に
な
る
と
状

況
は
逆
転
、博
士
課
程
を
修
了
し
た
人
の
収
益
率
が
、修
士
課
程

修
了
後
に
就
職
し
た
人
を
超
え
た（
図
）。

　
こ
の
内
部
収
益
率
は
あ
く
ま
で
、企
業
に
就
職
で
き
た
人
を
対

象
と
し
て
い
る
。た
だ
し
、文
部
科
学
省
の「
学
校
基
本
調
査
」に

よ
る
と
、博
士
課
程
修
了
者
に
占
め
る
就
職
者（
正
規
の
教
員
や

有
給
の
ポ
ス
ド
ク
に
な
っ
た
人
も
含
む
）の
比
率
は
４
年
連
続
で
上

昇
し
た
。博
士
課
程
の「
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」は
、着
実
に
改

善
し
て
い
る
の
だ
。

　
数
年
前
の
ポ
ス
ド
ク
問
題
の
イ
メ
ー
ジ
に
と
ら
わ
れ
、博
士
課

程
に
進
学
す
る
か
ど
う
か
悩
ん
で
い
る
学
生
は
多
い
か
も
し
れ
な

い
。し
か
し
、こ
う
し
た
人
々
が
実
態
に
勇
気
付
け
ら
れ
て
博
士
課

程
に
進
み
、企
業
で
本
領
を
発
揮
す
れ
ば
、日
本
経
済
へ
の
プ
ラ
ス

効
果
拡
大
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

P o i n t
●博士課程進学者の減少で、日本の国際競争力後退が懸念される。

●敬遠ムードの背景には「ポスドク問題」を受けた費用対効果への疑念がある。

●実際には就職率が上昇を続け、厚遇もされるようになってきた。

［図］大学院進学者の「内部収益率」

出所：三菱総合研究所「生活者市場予測システム（mif）」を基に作成

（
※
1
）文
部
科
学
省 

科
学
技
術
政
策
研
究
所「
日
本
の
理
工
系
修
士
学
生
の
進
路

決
定
に
関
す
る
意
識
調
査
」（
2
0
0
9
年
３
月
）。

コンサルティング部門
経営イノベーション本部　高橋 淳一

注：修士課程、修士＋博士課程ともに、修了者（自営業・自由業・正規雇用）の年齢―賃金プロファイルを作成した上で、大学卒業者と比較
した賃金プレミアムと学費（年間100万円と仮定）を基に推計した。
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ネスの拡充にも活用

例：Appleの事業戦略
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を立ち上げ
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蘇州
蘇州国際博覧センター 2018 中国華夏ハウジング博覧会  8 月24日～ 8 月26日

2018 中国蘇州国際自動車博覧会 / 新エネルギー及び知能自動車博覧会 10月 1 日～10月 5 日
CHInano2018 第九回中国国際ナノテクノロジー産業博覧会 10月24日～10月26日
2018 年中国蘇州国際茶業博覧会及び紫砂工芸展（秋）

10月26日～10月29日
2018 蘇州国際仏事文化用品展覧会及び菜食文化展

上海
上海新国際博覧中心 China Joy 2018  8 月 3 日～ 8 月 6 日

中国（上海）壁紙、壁布、カーテン及びインテリア展覧会  8 月10日～ 8 月12日
上海国際真珠宝石アクセサリーコレクション展覧会  8 月10日～ 8 月13日
2018 上海国際無人小売展覧会

 8 月15日～ 8 月17日
電子商取引パッケージ＆サプライチェーン展覧会
上海国際輸入食品、オリーブオイル及び有機食品展覧会 / 第
11 回ハイエンドブランド飲用水博覧会
2018 中国知恵税関及び港湾建設展覧会
2018 アジアペット展覧会  8 月22日～ 8 月26日
2018 上海国際リチウム電池工業展覧会

 8 月23日～ 8 月25日2018 上海国際スーパーキャパシタ産業展覧会
2018 上海国際化工技術設備展覧会
2018 年中国国際皮革展

 8 月29日～ 8 月31日上海国際漁業博覧会及び上海国際水産養殖展覧会
上海国際飲食博覧会
2018 中国茶業交易会 /2018 中国国際茶葉博覧会  8 月29日～ 9 月 1 日
2018 国際特許加盟（上海）展覧会  8 月30日～ 9 月 1 日
上海国際 HVAC、都市建設設備及び技術展覧会

 9 月 3 日～ 9 月 5 日
上海国際インテリジェント・ビル展覧会 / 上海国際スマート
ホーム展覧会
上海国際照明展覧会
2018（上海）国際建築給排水・水処理展覧会
2018 上海国際ワイン博覧会

 9 月 4 日～ 9 月 6 日
2018 第六回上海国際生物発酵製品及び技術設備展覧会
中国国際産業用紡績品及び不織布展覧会
2018 第三回上海国際塩製品及び深加工設備、包装新材料展覧会
2018 年中国国際家具展覧会  9 月11日～ 9 月14日
2018 第十四回上海国際 LED 展

 9 月19日～ 9 月21日

第十八回中国国際ゴム技術展覧会
2018 第十六回上海国際広告展
中国国際接着剤・密封剤展覧会
2018（第十七回）中国国際化工展覧会
2018 中国国際工業水処理技術及び設備展覧会 / 第十四回中
国国際水処理化学品展覧会
2018 年（第十三回）中国国際製紙化学品技術及び設備展覧会
中国国際ファインケミカル＆スペシャリティケミカル展覧会
2018 中国国際ワイヤー・ケーブル展覧会

 9 月26日～ 9 月29日2018 中国国際管材製造加工・技術展覧会
2018 上海ファスナー及び技術展
浦東国際自動車展覧会  9 月27日～10月 3 日
Prolight+Sound SHANGHAI 2018 10月 1 日～10月 3 日
2018 年中国（上海）国際楽器展覧会 10月10日～10月13日
中国国際玩具及び教育設備展覧会

10月16日～10月18日2018 中国国際児童用品展覧会
中国国際ブランドライセンス展覧会
中国（上海）国際玩具教育文化博覧会 10月19日～10月20日
中国国際酒、飲物製造技術及び設備展覧会 10月23日～10月26日
2018 中国国際印刷技術及び設備器材展 10月24日～10月28日
Analytica China 2018

10月31日～11月 2 日
中国（上海）国際電子展覧会

上海世貿商城
（上海マート）

2018 上海国際ギフト用品展覧会  8 月 1 日～ 8 月 3 日
2018 DOLLER'S PAGEANT 人形展 10月27日～10月27日

上海国家会展中心 2018 上海国際新エネルギー自動車展覧会及び運営発展プ
ラットフォーム  8 月 2 日～ 8 月 4 日

2018 中国（上海）国際自動車アップグレード及びセット設
備展覧会 / 中国（上海）改装自動車展  8 月17日～ 8 月19日

中国国際アパレル及びインターテキスタイル ( 秋冬 ) 博覧会  8 月27日～ 8 月30日
中国国際口腔医学大会  8 月29日～ 9 月 1 日
第 42 回中国（上海）国際家具博覧会  9 月10日～ 9 月13日
中国国際工業博覧会

 9 月19日～ 9 月23日2018 年省エネ環境保護技術と設備展
2018 年 CNC 工作機械・金属加工展
中国国際服装服飾博覧会（秋季）

 9 月27日～ 9 月29日中国国際アパレル及びインターテキスタイル ( 秋冬 ) 博覧会
中国国際編み物（秋冬）博覧会
2018 中国国際金物展

10月10日～10月12日
2018 中国国際キチン・バスルーム博覧会
中国国紡績糸（秋冬）展覧会 10月15日～10月17日
中国国際紡績機械展覧会 /ITMA アジア展覧会 10月15日～10月19日

上海世博展覧館 第十六回中国国際ポリウレタン展覧会  8 月 1 日～ 8 月 3 日
2018 中国華夏ハウジング博覧会  8 月10日～ 8 月12日
2018 上海自動車博覧会  8 月11日～ 8 月12日
2018 中国国際タイヤ博覧会  8 月20日～ 8 月22日
2018 中国ウエディング博覧会  8 月25日～ 8 月26日
2018 中国国際製紙技術展覧会及び会議  8 月29日～ 8 月31日
2018 中国マタニティ・ベビー用品博覧会  9 月 1 日～ 9 月 2 日
2018 上海国際 SPIN 展示会（秋冬）  9 月 4 日～ 9 月 6 日
2018 年中国国際複合材料展覧会  9 月 5 日～ 9 月 7 日
第二十四回中国国際家具展覧会  9 月11日～ 9 月14日
2018 上海国際運送包装、包装製品及び材料展覧会

 9 月19日～ 9 月21日
2018 上海国際梱包袋、編み袋及びバルブバッグ展覧会
中国国際特殊鋼工業展覧会

 9 月19日～ 9 月22日
2018 中国国際ベアリング及び専用装備展覧会
2018 中国国際自動車試験・品質管理博覧会  9 月25日～ 9 月27日
2018 中国国際医療設備設計及び技術展

 9 月26日～ 9 月28日
2018 上海国際教育設備及びオンライン教育博覧会
2018 中国華夏ハウジング博覧会 10月 1 日～10月 3 日
第十八回全国農薬交流会及び農化学製品展覧会

10月16日～10月18日
第三回中国国際肥料展覧会

大連
大連星海会展中心 第 14 回大連国際茶文化博覧会  8 月 2 日～ 8 月 6 日

2018 第 23 回大連国際自動車展覧会  8 月15日～ 8 月19日
蘇州シルク商品服飾博覧会  8 月23日～ 8 月29日
第 16 回中国工芸品美術博覧会及び真珠宝石博覧会  8 月30日～ 9 月 3 日
2018 大連国際健康産業博覧会  9 月 6 日～ 9 月 9 日
2018 中国 ( 大連）国際紡績商品博覧会  9 月14日～ 9 月16日
2018 大連国際老齢者産業博覧会  9 月21日～ 9 月24日
2018 中国大連国際妊婦赤ちゃん児童用品博覧会  9 月22日～ 9 月24日
蘇州杭州シルク服飾 ( 大連）博覧会  9 月27日～10月 9 日
2018 大連自動車交易会 10月12日～10月15日
大連国際農業博覧会 10月18日～10月22日
2019 大連秋季国際茶業博覧会 10月25日～10月29日

大連世界博覧広場 大連国際楽器及び音楽文化産業博覧会

 8 月 3 日～ 8 月 5 日
第 3 回中国 ( 大連）飲食店チーン店加盟創業プロジェクト展覧会
第 4 回中国 ( 大連）国際電子商務とネット販売商品展覧会
2018 アジア美容博覧会大連ステーション
2018 年第 1 回中国国際海洋牧場展覧会  8 月 7 日～ 8 月 9 日
2018 第 23 回大連国際自動車展覧会  8 月15日～ 8 月19日
2018 中国特許技術展覧会  8 月24日～ 8 月26日
2018 大連国際茶業博覧会及び工芸品展示会  8 月31日～ 9 月 3 日
2018 中国 ( 大連）国際紡績商品博覧会  9 月14日～ 9 月16日
2018 第 10 回大連日本商品展覧会  9 月21日～ 9 月23日
2018 東北アジア国際金融展覧会及びフォーラム  9 月26日～ 9 月30日
2018 大連家庭内装建材博覧会 10月 5 日～10月 6 日
第 62 回大連不動産交易大会及び海外不動産展覧会 10月12日～10月15日
2018 大連国際ペット展覧会 10月12日～10月16日
2018 秋季人材募集及び新卒就職商談会 10月20日
一帯一路第 12 回アジア造船技術フォーラム 10月24日～10月25日
第 13 回中国大連国際海事展覧会 10月24日～10月26日
2018 国際船主機務大会 10月25日～10月26日
2018 遼寧省軍隊と民間技術成果展示会及び商談会 10月31日～11月 2 日

大連国際会議中心 2018 大連第 1 回アニメ及びゲーム博覧会  8 月17日～ 8 月19日
中国国際ヨガ産業博覧会  9 月 7 日～ 9 月 9 日
2018 第 15 回腎臓病学術会議及び展覧会  9 月12日～ 9 月16日
中華医学会男性病大会  9 月13日～ 9 月18日
2018 遼寧省介入放射年会  9 月20日～ 9 月23日
アジア老年病医学大会 10月18日～10月23日

北京
中国国際展覧中心

（新館）
第 25 回北京国際図書博覧会  8 月22日～ 8 月26日
2018 中国 ( 北京）国際熱処理展覧会  9 月18日～ 9 月20日
2018 第 9 回北京水展覧会  9 月19日～ 9 月21日
2018 北京国際家庭内装建材とスマート家庭用品及び国際デ
ザイン博覧会  9 月27日～ 9 月30日

2018 第 17 回中国国際住宅産業博覧会 10月11日～10月13日
2018 北京国際風能大会及び展覧会

10月17日～10月19日
2018 中国太陽光発電大会及び展覧会
2018 中国国際社会公共安全製品博覧会 10月23日～10月26日
2018 第 16 回中国国際ドア・窓・壁博覧会 10月31日～11月 3 日

中国国際展覧中心 第 16 回中国（北京）新風システムと空気浄化及び飲用水産業博覧会  8 月 2 日～ 8 月 4 日
2018 中国 ( 北京）国際印刷包装工業展覧会  8 月 9 日～ 8 月11日
2018 中国国際健康サービス業博覧会及び健康食品展覧会

 8 月29日～ 8 月31日
2018 第 2 回中国（北京）国際漢方薬健康サービス業博覧会
2018 第 21 回北京国際芸術博覧会  8 月30日～ 9 月 2 日
2018 第 8 回中国無人機システム展覧会

 9 月 5 日～ 9 月 7 日2018 北京日用百貨展覧会
2018 中国国際原子力発電工業装備展覧会
2018 中国（北京）国際食品及び輸入食品博覧会

 9 月15日～ 9 月17日
2018（北京）国際栄養健康産業博覧会
2018 中国国際コーヒー展覧会
2018 北京国際健康食品、医薬栄養品展覧会
2018 第 16 回中国国際肉類工業展覧会  9 月20日～ 9 月22日
2018 中国（北京）国際現代教育新技術装備展覧会

 9 月27日～ 9 月29日
2018 第 23 回中国（北京）国際医療器械展覧会
2018 中国（北京）国際幼稚教育産業及び児童教育装備展覧会
2018 中国（北京）国際文具博覧会
第 23 回国際レザー、光電子、ディスプレイ商品展覧会

10月10日～10月12日2018 第 23 回北京国際美容、化粧品博覧会 ( 秋季）
2018 北京国際スマート家庭用品産業博覧会
2018 国際データーセンター及びクラウド・コンピューティ
ング 産業展覧会 10月15日～10月17日
2018 国際電力設備及び技術展覧会
第 10 回中国国際茶業及び茶芸博覧会

10月20日～10月22日
2018 第 7 回北京国際観光商品及び旅行装備博覧会
2018 第 13 回中国北京国際文化的アイデア産業博覧会 10月25日～10月28日

北京国家会議中心 アニメ、ゲームのカーニバル  8 月 9 日～ 8 月12日
2018 年第 27 回中国国際医療機器設備展覧会及び技術交流会  8 月17日～ 8 月19日
第 27 回中国国際専門的音響、照明、楽器及び技術展覧会  8 月23日～ 8 月25日
2018 北京空気浄化及び新風システム展覧会  8 月29日～ 8 月31日
第 9 回中国国際安全生産及び職業健康展覧会  9 月 3 日～ 9 月 5 日
2018 中国（北京）国際ビジネス会議及び観光展覧会  9 月12日～ 9 月13日
2018 秋季北京ウェディング博覧会  9 月15日～ 9 月16日
2018 国際冬季スポーツ（北京）博覧会  9 月19日～ 9 月22日
2018 中国国際情報通信展覧会  9 月26日～ 9 月29日
2018 中国国際福祉博覧会及び中国国際リハビリ博覧会 10月11日～10月13日
2018 第 13 回証明、カード、券、署名の安全と技術展覧会 10月17日～10月18日
2018 中国国際省エネエコ自動車展覧会 10月18日～10月21日
2018 中国国際教育展覧会 10月20日～10月21日
第 29 回中国国際測量、制御と計器メーター展覧会 10月24日～10月27日

北京展覧館 2018 中国国際金融（銀行）技術及び設備展覧会  8 月23日～ 8 月26日
北京農業展覧館 2018 北京国際文創製品交易会  8 月24日～ 8 月27日

2018 北京国際デザインウィークデザイン博覧会  9 月21日～ 9 月25日
2018 北京国際優質な農産品展示交易会 10月12日～10月14日
中国公共サービス施設とメンテナンス博覧会 10月20日～10月22日
2018 北京国際少年児童の校外教育展覧会 10月25日～10月27日

貿 易 お 役 立 ち 情 報
U s e f u l  I n f o r m a t i o n

アジア展示会情報｜イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。
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第十六回上海国際パウダー加工・バルク輸送展覧会 10月17日～10月19日
2018 中国（上海）国際アトラクション施設・設備博覧会

10月21日～10月23日
2018 中国（上海）国際ボルトナット工業博覧会
2018 上海国際自動車エンジニアリング及び未来運転技術展覧会 10月22日～10月24日
2018 第九回中国（上海）国際流体機械展覧会

10月26日～10月28日
2018 上海国際自動車改装博覧会
2018 中国国際教育展 10月27日～10月28日
第二十二回中国国際口腔器材展覧会及び学術セミナー 10月31日～11月 3 日

香港・マカオ
香港会議展覧中心 

（Hong Kong 
Convention & 
Exhibition Centre）

第 26 回 国際ベビー・子供製品展  8 月 3 日～ 8 月 6 日
2018 香港ハイエンド · オーディオ · ビジュアルショー

 8 月10日～ 8 月12日
第 92 回 香港ウェディングフェア
HKTDC 香港国際お茶エキスポ  8 月16日～ 8 月18日
HKTDC ホームディライトエキスポ 

 8 月16日～ 8 月20日HKTDC ビューティー＆ウェルネスエキスポ
HKTDC フードエキスポ 
香港コンピュータ＆コミュニケーションフェスティバル 2018  8 月24日～ 8 月27日
自然 · 有機製品エキスポ　アジア　2018  8 月29日～ 8 月31日
シーフードエキスポ アジア 

 9 月 4 日～ 9 月 6 日
レストラン＆バー香港 2018 
HKTDC 香港時計フェア  9 月 4 日～ 9 月 8 日
Centrestage ( 香港国際ファッションイベント )  9 月 5 日～ 9 月 8 日
9 月香港ジュエリー＆宝石フェア  9 月14日～ 9 月18日
ファインアートアジア　2018  9 月29日～10月 2 日
HKTDC Hong Kong Electronics Fair 2018 - Autumn Edition 

10月13日～10月16日
electronic Asia
MEGA SHOW PART 1
Asian TOYS & GAMES SHOW
Asian GIFTS & PREMIUMS SHOW
Asian HOUSEWARES & KITCHEN SHOW
Asian FESTIVE, CHRISTMAS & SEASONAL SHOW 

10月20日～10月23日

MEGA SHOW PART 2
Asian STATIONERY SHOW
Asian GIFTS & TRAVEL GOODS SHOW
Asian SANITARY & BATHROOM ACCESSORIES SHOW

10月27日～10月29日

HKTDC Hong Kong International Lighting Fair (Autumn Edition) 10月27日～10月30日
マカオフィッシャーマ 
ンズワーフ会議展覧中 
心（Macau Fisherman's 
Wharf Convention & 
Exhibition Centre)

2018 International Food Festival 
10月 5 日～10月 7 日

2018 Macau Import Commodities Expo ( 輸入商品関連）

ベネチアン マカオ
（Venetian Macao）

マカオ 2018 第 35 回アジア国際スタンプエキスポ  9 月21日～ 9 月24日
The 23rd Macao International Trade and Investment Fair (MIF)  

10月18日～10月20日2018 Portuguese Speaking Countries Products and 
Services Exhibition (Macao)

深圳
深圳会議展覧中心

（Shenzhen 
Convention &
Exhibition Centre）

2018 （秋） 深センホームファーニシングエキスポ  8 月 7 日～ 8 月 9 日
第 4 回 国際華僑産業交易会  8 月13日～ 8 月15日
2018 第 4 回 国際グリーン産業エキスポ ( 国際現代農業エキスポ )  8 月17日～ 8 月19日
2018 深セン サマーウェディング展

 8 月18日～ 8 月19日2018 深セン サマーホームエキスポ
2018 深セン · 香港 · 韓国ファッション＆ビューティーエキスポ
2018（第 4 回）中国スマートシティ国際博覧会  8 月21日～ 8 月23日
2018 深セン国際 3D 曲線ガラス製造技術展   8 月22日～ 8 月24日
2018 第 6 回 深セン国際映画・テレビ産業エキスポ  8 月23日～ 8 月26日
第 3 回 （深セン）国際高齢化エキスポ  8 月24日～ 8 月26日
第 24 回  華南国際電子生産設備・マイクロ電子工業展

 8 月28日～ 8 月30日2018 中国自動車電子技術展 
2018 深セン国際回路基板購買エキスポ
2018 第４5 回　中国（深セン）不動産産業博覧会

 8 月29日～ 8 月31日
2018 第 9 回 （深セン）国際省エネ産業エキスポ 
第 20 回 中国国際光電博覧会  9 月 5 日～ 9 月 8 日
2018 深セン国際産業オートメーション＆ロボットエキスポ  9 月12日～ 9 月14日
2018 深セン国際ジュエリーフェア                                                                          9 月13日～ 9 月17日
アート深セン 2018  9 月14日～ 9 月17日
バイオテック 2018  9 月20日～ 9 月22日
中国航空宇宙展  9 月21日～ 9 月24日
2018 深センゲームショー 10月 1 日～10月 5 日
2018 年（第 10 回）深センオートショー 10月 1 日～10月 6 日
華南国際先進電子、自動化製造及びレーザー技術展 10月10日～10月12日
第 13 回 深セン国際物流及び交通輸送博覧会 

10月11日～10月13日CIE 2018-The 4th China (Shenzhen) International 
Internet and E-commerce Expo
2018 TOEwine 深セン国際ワイン＆スピリッツエキスポ 10月12日～10月14日
第 2 回 国際プロパティマネジメント産業展 10月15日～10月17日
第 26 回 国際ギフト及び家庭用品展示会 10月20日～10月23日
2018 第 27 回 中国国際医療機器展（秋） 10月29日～11月 1 日

広州
広州中国輸出入商品取引
会展館

（China Import & 
Export Fair
Complex, Pazhou）

Power Expo 2018 / 広州国際電源製品 & 技術展

 8 月16日～ 8 月18日
第 10 回 広州国際太陽光発電エキシビション 2018
2018 第 4 回 中国（広州）国際クリーンルーム技術設備展
第 7 回 アジアパシフィック バイオエネルギーエキシビション
2018 中国（広州）国際アルミニウム産業展

 8 月18日～ 8 月20日
2018 中国国際コンクリートブロック・レンガ産業エキシビジョン
2018 広州国際飲料水＆浄化エキシビション
2018 アジアパシフィック 水加熱技術展
第 4 回 中国（広州）国際漁業博覧会  8 月24日～ 8 月26日
CGE 2018 / 広州国際ガラス工業エキスポ  8 月27日～ 8 月29日
第 50 回 中国（広州）国際ビューティエキスポ                                               9 月 2 日～ 9 月 4 日
第 16 回 中国（広州）国際ホスピタリティサプライフェア  9 月 7 日～ 9 月 9 日
第 9 回 中国（広州）国際ヘルスケアフードエキスポ                                        

 9 月14日～ 9 月16日

2018 中国（広州）国際バイオテクノロジーエキスポ          
第 9 回 広州国際健康保険産業展覧会
広州国際健康管理・精密医療博覧会
第 8 回 広州国際輸入食品展 (CIPFE)
第 9 回 中国（広州）国際自然・有機食品展

2018　中国（広州）国際ロボット＆インテリジェントマニュ
ファクチャリングエキスポ

 9 月27日～ 9 月29日2018 （広州）国際 CNC 工作機械展覧会 (CCMT 2018)                                                    
2018 国際職業教育サミット・エキシビション
第 22 回中国国際ペットショー (CIPS 2018)  9 月27日～ 9 月30日
第 124 回　中国輸出入商品交易会（第 1 期） 10月15日～10月19日
第 124 回　中国輸出入商品交易会（第 2 期） 10月23日～10月27日
第 124 回　中国輸出入商品交易会（第 3 期） 10月31日～11月 4 日

保利世 博 　
（Poly World Trade 
Expo Centre） 

2018 広州国際自動車部品・アフターマーケットエキスポ (AAG)  9 月 3 日～ 9 月 5 日
2018 広東スポーツエキスポ (2018 Sport GD)  9 月14日～ 9 月16日
2018 広州国際スマート産業展（C-SMART）    9 月26日～ 9 月28日
2018 中国国際中小企業博覧会   10月10日～10月13日
第 38 回 広州 Jinhan フェア　 ホーム＆ギフト用品展 10月21日～10月27日

台湾
Taipei World Trade 
Center Hall 1	

第 24 回フォルモサ家具フェア
 8 月10日～ 8 月13日

2018　台湾グルメフェア
2018　第 19 回漫画博覧会、2018　台湾ゲーム /e スポー
ツ及びバーチャルリアリティ産業応用展示会  8 月16日～ 8 月20日

第 6 回台湾国際旅行フェア - 秋季旅行フェア＆第 4 回 Touch 
The Japan、第 6 回台湾国際グルメ＆ギフトフェア、2018
台北国際お酒フェア、2018　台北国際ベビー＆マタニティ
製品フェア＆キッズ博覧会  8 月24日～ 8 月27日

第 11 回台北国際健康産業博覧会、バイオテクノロジーアプ
リケーションヘルスケア展示会
第 14 回台北 3C パソコン・電機・空調・オーディオ展示会

 8 月31日～ 9 月 3 日第 11 回台北国際仏事用品＆彫刻工芸品展示会、第 9 回台北
国際茶文化産業＆創作美学展示会、第 11 回台北国際ベジタ
リアン養生フェア（秋季展）
第 3 回台湾芸術博覧会＆工芸デザイン展示会

 9 月 7 日～ 9 月10日
台北国際インテリアデザイン、家具ベッド展示会
台湾国際美容展示会  9 月13日～ 9 月15日
2018　第 28 回秋冬国際ビューテー・メイクアップ展示会、
2018 年国際ネイル・マツゲ博覧会  9 月13日～ 9 月17日

TIGAX18 台北国際印刷機材展示会  9 月20日～ 9 月23日
台湾革新技術博覧会

 9 月27日～ 9 月29日
アジア太平洋電子ビジネス展示会
2018　台湾国際広告資材＆ LED 応用展示会、2018　台北
国際スマート小売技術＆開業設備展示会

10月 4 日～10月 7 日2018　台北国際チェーン加盟展示会 - 秋季展
2018　台北レジャー旅行展示会
OH ！ Study 海外留学展示会 10月 6 日～10月 7 日
第 20 回台北国際ベビー・マタニティ・キッズ製品フェア（秋冬
季展）、2018　台北国際児童博覧会＆知能教育展示会（秋冬季展） 10月10日～10月14日

第 19 回新世紀家具インテリアブランド展示会 10月18日～10月21日
2018 年台北国際芸術博覧会 10月26日～10月29日

Taipei World Trade
Center Hall 3

2018　台北ペット用品展示会（秋季展）  8 月31日～ 9 月 3 日
台北ウェディング＆結婚用品展示会 - 秋季展、台北国際ジュ
エリーブランド展示会  9 月 6 日～ 9 月 9 日

2018　台北秋冬ペット用品展示会 10月 5 日～10月 8 日
2018　台北国際ウェディング展示会、2018　台北国際ジュ
エリーブランド展示会 10月12日～10月15日

台北国際自転車展覧会 10月31日～11月 3 日
Taipei World 
TradeCenter 
Nangang　Exhibition 
Hall

2018　台北国際自動化工業展示会
 8 月 1 日～ 8 月 4 日

2018　台北国際ＩＴ制御展示会
台北国際プラスチック＆ゴム産業展覧会

 8 月15日～ 8 月19日
台北国際製靴機械展示会
2018　ＩＴ製造＆監視サポートシステム展覧会

 8 月29日～ 8 月31日
ＩＴディスプレイ展示会
2018　台北国際金型＆金型製造設備及び 3D プリンター展示会

 8 月29日～ 9 月 1 日
2018　台北国際物流及びネットワーク展示会
2018　デジタル機械展示会
2018　台湾ロボット＆ＩＴ自動化展示会
2018  国際半導体展示会  9 月 5 日～ 9 月 7 日
2018　台湾国際紡績＆衣類製造機械展示会  9 月13日～ 9 月16日
台湾国際循環経済展示会

 9 月19日～ 9 月21日
台湾国際スマートエナジー週間
台北国際電子産業科学技術展示会 10月 9 日～10月12日
台湾国際 AI 及びネットワーク展示会 10月 9 日～10月13日
2018 年台北紡織展示会 10月16日～10月18日
2018 年台湾国際レーザー応用展示会、2018　台北国際金
融科学技術展示会 10月17日～10月19日

2018　台北国際撮影機材及び映像応用展示会
10月18日～10月21日

2018　台湾アウトドア用品展示会
台湾電子基盤産業国際展示会 10月24日～10月26日
台北国際自転車展覧会 10月31日～11月 3 日

World Trade Center 
Taichung 

2018　第 13 回台中レジャーグルメフェア  8 月 3 日～ 8 月 6 日
2018　台中家具インテリアデザイン展示会  9 月14日～ 9 月17日
2018　第 10 回台中ジュエリー＆ウェディング用品展示会

 9 月28日～10月 1 日
2018　第 10 回台中ビューティ＆化粧品展示会

Greater Taichung 
International Expo 
Center

台中旅行展示会＆ギフト、ベジタリアン養生健康、法事用品、彫刻工
芸品、茶文化産業展、スポーツ用品＆アウトドア・レジャー展示会  8 月17日～ 8 月20日

台中ベビー＆マタニティ製品フェア＆キッズ博覧会 - 秋季期  8 月31日～ 9 月 3 日
Kaohsiung Exhibition 
Center 

高雄夏季ペット用品フェア  8 月10日～ 8 月13日
高雄国際建材展示会  9 月13日～ 9 月16日
台湾国際水展示会  9 月19日～ 9 月21日
第 2 回高雄国際海事船舶及び軍事工業展示会  9 月27日～ 9 月30日
高雄ベジタリアン養生展示会、高雄仏事用品・彫刻工芸品及
び茶文化産業展示会 10月12日～10月15日

2018　高雄国際食品展示会
10月25日～10月28日

高雄国際ホテル・飲食及びベーカリー設備展示会

バンコク
バンコク国際貿易展示
センター（Bangkok  
International Trade & 
Exhibition Centre）

Thailand International High-End Audio-Video Show 2018  8 月 2 日～ 8 月 5 日
HomePro Home Electric Super Sale  8 月17日～ 8 月26日
Agritechnica Asia 2018  8 月22日～ 8 月24日
TILOG – LOGISTIX 2018  8 月29日～ 8 月31日
TAIWAN EXPO 2018  8 月30日～ 9 月 1 日
Food and Hotel Thailand 2018  9 月 5 日～ 9 月 8 日

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
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ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ
Johann Wolfgang von Goethe （1749～1832）
出　身：ドイツ
詩人、劇作家、小説家、自然科学者、政治家、法律家

profile No.22

©Collection Roger-Viollet/amanaimages

学問と芸術は、世界全体のものであり、
それらの前では、国境は消滅するのである。
Science and art belong to the whole world,
and before them vanish the barriers of nationality.

自分自身を信じてみるだけでいい。きっと、生きる道が見えてくる。
Just trust yourself, then you will know how to live.

名 言

A-PLAS 2018  9 月 5 日～ 9 月22日
Thailand Lab International 2018  9 月12日～ 9 月14日
Metal AP 2018  9 月19日～ 9 月21日
Last Mile ASEAN  9 月20日～ 9 月21日
ASEAN Cold Pharma Chain 2018, Logistics & Warehouse 2018 10月10日～10月12日
World Sugar Expo & Conference 2018 10月17日～10月18日
in-cosmetics Asia 2018

10月30日～11月 1 日
COSMEX 2018

Queen Sirikit National
Convention Centre

第 23 回タイ国際旅行フェア (TITF)  8 月 9 日～ 8 月12日
HOME BUILDER EXPO 2018  8 月16日～ 8 月19日
Baby & Kids Best Buy  8 月23日～ 8 月26日
第 48 回タイ旅行フェア (Thai Teaw Thai)  9 月 9 日～ 9 月12日
THAILAND MOBILE EXPO 2018  9 月27日～ 9 月30日
39TH HOUSE AND CONDO EXPO 10月 4 日～10月 7 日
THAIBEV EXPO 2018 10月 5 日～10月 7 日
WORLDDIDAC ASIA 2018(IT EVENT) 10月10日～10月12日
BOOK EXPO THAILAND 2018 10月17日～10月28日

Impact Arena 
Exhibition &
Convention Center

Concrete Asia 2018

 9 月 6 日～ 9 月 8 日
INTERMAT ASEAN 2018
ASEAN ENERGY WEEK 2018
Oil & Gas Thailand (OGET) 2018
Bangkok Gems & Jewelry Fair 62nd Edition September 2018  9 月 7 日～ 9 月11日
BMAM Expo Asia 2018  9 月12日～ 9 月14日
RetailEX ASEAN 2018  9 月19日～ 9 月21日
Beyond Beauty ASEAN-Bangkok 2018  9 月20日～ 9 月22日
SmartHeart presents Thailand International Pet Variety 10月 4 日～10月 7 日

ホーチミン・ハノイ
Saigon Exhibition &
Convention Center

（Ho Chi Minh）

VIETNAM MEDI-PHARM EXPO 2018（医療機器、医薬品、診断薬）  8 月 2 日～ 8 月 4 日
VIETFOOD & BEVERAGE 2018 / PROPACK VIETNAM 
2018（農林水産品、飲料、包装）  8 月 8 日～ 8 月11日

Secutech Vietnam 2018（セキュリティ、火災安全、照明）  8 月16日～ 8 月18日
Vietnam Print Pack Foodtech（コーティング、包装機器、
食品加工設備）  8 月29日～ 9 月 1 日

International Travel Expo Ho Chi Minh City 2018（観光・旅行）  9 月 6 日～ 9 月 8 日
Industrial Automation Vietnam（オートメーション、制御
システム）  9 月12日～ 9 月14日
Electric & Power Vietnam 2018（電気設備、電子機器、省エネ）
PHARMEDI 2018（薬品、健康食品、医療機器）  9 月19日～ 9 月22日
VIETBUILD HO CHI MINH 2018（建設、建築、不動産）  9 月26日～ 9 月30日
VIETNAMPLAS 2018（成形機械、押出機、金型、化学品） 10月 4 日～10月 7 日
NEPCON Vietnam 2018（電子部品、携帯電話部品、自動車部品）

10月11日～10月13日
METALEX Vietnam 2018（工作機械、放電加工機、鋳造、溶接）

Hanoi International 
Center
for Exhibition

Vietnam Manufacturing Expo 2018（板金加工・溶接技術、
CAD・CAM・CAE システム）

 8 月 8 日～ 8 月10日Industrial Components & Subcontracting Vietnam 
2018（自動車・電子部品、機械部品）
Vietnam Sheet Metal 2018（板金切断機、パンチプレス、曲げ機）
MTA Hanoi 2018（ダイキャスティング機械、生産・計測・
検査システム） 10月16日～10月18日

シンガポール 
Suntec SINGAPORE OS + H Asia - Occupational Safety + Health Exhibition for Asia  8 月29日～ 8 月31日

Food Japan 2018 - 7th ASEAN Exhibition of Oishii 
Japanese Food & Beverage 10月25日～10月27日

Singapore Expo The Singapore Bike Show 
 8 月17日～ 8 月19日

NATAS Holidays 2018
Grand Home Living 2018  8 月25日～ 9 月 2 日
Singapore Female Festival 2018  9 月 8 日～ 9 月 9 日
Expo Big Furniture Fair  9 月22日～ 9 月30日
Furniture & ID Parade 10月20日～10月28日

Marina Bay Sands Medical Manufacturing Asia 2018 - 4th Manufacturing 
Processes for Medical Technology Exhibition and Conference 

 8 月29日～ 8 月31日Medical Fair Asia 2018 - 12th International Exhibition 
on Hospital, Diagnostic, Pharmaceutical, Medical & 
Rehabilitation Equipment & Supplies 
MCE Asia 2018 - Mostra Convegno Expocomfort Asia 2018

 9 月 5 日～ 9 月 7 日
BEX Asia 2018 - Build Eco Expo Asia 
Vitafood Asia 2018  9 月11日～ 9 月12日
Cloud Expo Asia 10月10日～10月11日
ITB Asia 2018 10月17日～10月19日

マレーシア
KL Convention Centre マレーシア国際ジュエリー・フェアー  8 月 3 日～ 8 月 6 日

Star Education Fair 2018  8 月 4 日～ 8 月 5 日
Malaysian Furniture & Furnishing Fair 2018 (MF3 2018)

 8 月10日～ 8 月12日
Top Thai Brands 2018
IFLA World and Information Congress 2018  8 月22日～ 8 月30日
Wire & Cable Malaysia 2018

 8 月27日～ 8 月29日
Landscape Asia Expo & Conference 2018 (LAX 2018)
Softec Asia 2018  9 月 3 日～ 9 月 4 日
9th International Rubber Grove Conference & Exhibition 2018  9 月 4 日～ 9 月 6 日
メガ・キャリア & スタディー・フェアー (MCASF 10th Edition)  9 月 8 日～ 9 月 9 日
Asia Pacific Coating Show (APCS) 2018  9 月13日～ 9 月14日
Pablo Francisco Live in Malaysia  9 月22日
35th ISQUA International Conference 2018  9 月23日～ 9 月26日
The 4th Malaysia Oil & Gas Services Exhibition and 
Conference (MOGSEC 2018)  9 月25日～ 9 月27日

World Cancer Congress 2018 10月 1 日～10月 4 日
ビューティーエキスポ 18 (Malaysia International Beauty Show) 10月 5 日～10月 8 日
MIA Conference 2018 10月 9 日～10月10日
N.GAGE（Asia's Largest Influencer Event) 10月12日～10月14日
International Greentech & Eco Products Exhibition & 
Conference (IGEM 2018) 10月17日～10月20日

ISWA World Congress 2018 10月22日～10月24日
Taiwan Trade Centre Inc 10月25日～10月27日
31st FITA Annual Conference 2018 10月25日～10月28日

Putra World Trade 
Centre 

プリントテクノロジー 2018 / カフェ＆ベーカリー ショー 2018  8 月 2 日～ 8 月 5 日
Islamic Wardrobe International Fair 2018  8 月 3 日～ 8 月 5 日
Home Love 2018  8 月30日～ 9 月 2 日
MATTA Fair 2018  9 月 7 日～ 9 月 9 日
Halfest Asean 2018  9 月26日～ 9 月30日
Perfect Livin 2018 10月 4 日～10月 7 日
39th Asian Conference & Exhibition for Remote 
Sensing 2018 (ACRS 2018) 10月15日～10月19日

マレーシア国際マリンエキスポ 2018 10月30日～11月 1 日

インドネシア
Jakarta Convention 
Centre

Gas Indonesia Summit Conference 2018  8 月 1 日～ 8 月 3 日
AGRINEX 2018  8 月 3 日～ 8 月 5 日
ICRA 2018

 9 月12日～ 9 月16日
IIBF 2018
ビューティー・プロフェッショナル・インドネシア 2018  9 月13日～ 9 月15日
General Education Expo  9 月14日～ 9 月15日
Seminar KARS  9 月17日～ 9 月18日
国際イスラミックエキスポ 2018  9 月21日～ 9 月23日
One Championship  9 月22日
GESS 2018  9 月26日～ 9 月28日
インドネシア・モデスト・ファッションウィーク 2018 10月 3 日～10月 7 日
ガルーダ・トラベル・フェアー 10月 5 日～10月 7 日
CRAFINA 2018 10月10日～10月14日
COSMOBEAUTE Indonesia 2018 10月11日～10月13日
Hospital Expo 2018 10月17日～10月20日

インド
Bombay Exihibition 
Centre

India International Fashion Jewellery & Accessories Show  8 月21日～ 8 月24日
Trade Show International Gadgets Expo

 8 月22日～ 8 月25日

Gifts India
Office India International
International Art and Design Fair
Housewares & Home Decor Fair International
Stationery India International
India Licensing Expo  8 月23日～ 8 月24日
Automation Expo  8 月29日～ 9 月 1 日
Kids India  9 月 4 日～ 9 月 6 日
International Foodtec India

 9 月27日～ 9 月29日International Food Service India
Food Logistics India
Professional Beauty Mumbai

10月 1 日～10月 2 日Cosmetics, Ingredients and Packaging India expo
Salon India
India International Travel Mart Mumbai 10月 4 日～10月 6 日
Cakeology Cake Fest and Beyond 10月 5 日～10月 7 日
Femina India Wedding Show 10月 6 日～10月 7 日
Hospital Planning & Infrastructure Exhibition and Summit 10月12日～10月14日
Diving Resort Travel Show India 10月19日～10月21日
Drink Technology India 10月24日～10月26日

HICC Novotel 
Complex CII Energy Efficiency Summit  8 月29日～ 8 月31日

Pragati Maidan, New 
Delhi

Indian Pharma Expo  8 月 7 日～ 8 月 9 日
Fitness India  8 月 9 日～ 8 月11日
Gifts World Expo - Delhi  8 月10日～ 8 月12日
Catering Asia  8 月12日～ 8 月14日
Cosmo Tech Expo, New Delhi  8 月23日～ 8 月24日
Delhi Book Fair

 8 月25日～ 9 月 2 日
Stationery & Office Automation Fair and Corporate Gift Fair
International Machine Tools Expo

 8 月29日～ 8 月31日
Minerals, Metals, Metallurgy & Materials
Delhi Dental Show  9 月15日～ 9 月16日
Food India  9 月16日～ 9 月18日
Medicall Expo  9 月21日～ 9 月23日
Jewellery Wonder

 9 月22日～ 9 月24日
All India Jewellery Show
Delhi Jewellery & Gem Fair

 9 月29日～10月 1 日
India International Imitation Jewellery Show
India International Security Expo 10月 5 日～10月 7 日
Light India

10月11日～10月13日
Electrical Building Technology India
India International Silk Fair 10月16日～10月18日
Franchise India 10月21日～10月22日
E-Security Expo

10月30日～11月 1 日
E-PaymentIndia Expo

マニラ
マニラ世界貿易セン
ター（World Trade 
Center Metro
Manila）

ワールドフードエキスポ  2018  8 月 1 日～ 8 月 4 日
輸送及び物流フィリピンエキスポ  2018  8 月16日～ 8 月18日
AFEX 2018 - アジアフードエキスポ 2018  9 月12日～ 9 月15日
Manila FAME 2018（ホームファニシング関連） 10月19日～10月21日

SMX 会議場（SMX 
Convention Center 
Manila）

国際金属加工 フィリピン  2018  8 月22日～ 8 月25日
POWERTRENDS 2018 ( エネルギー分野関連 )  9 月 4 日～ 9 月 6 日
ホテルサプライヤーショー 2018

 9 月20日～ 9 月22日
ビューティー＆ウェルネス マニラ 2018
2018 25th MANUFACTURING TECHNOLOGY WORLD 10月11日～10月13日
BPP 2018 - Beauty Professional Philippines 10月22日～10月24日

平成 30年 7月 13日現在

場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間場　　　所 展　覧　会　名 期　　　間
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九州の身近
なデータを

ワンポイント
解説する

コーナーで
す。

今月の注目データ
サバ類の産出額

　
サ
バ
は
農
林
水
産
省
の
統
計
上
、「
サ
バ
類
」と
分
類
さ
れ
、主

に
冬
の
時
期
に
最
も
脂
が
の
る
マ
サ
バ
と
、脂
質
が
少
な
い
な
が

ら
も
一
年
を
通
し
て
獲
れ
る
ゴ
マ
サ
バ
か
ら
構
成
さ
れ
、昨
年
の

漁
業・養
殖
業
生
産
量
4
3
0
万
ト
ン
の
う
ち
魚
種
別
で
サ
バ

類
が
51
万
ト
ン（
約
12
％
）と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
ん
な

サ
バ
類
の
産
出
額
を
都
道
府
県
別
に
見
て
み
る
と
、茨
城
県
が
最

も
多
く（
8
，3
2
1
百
万
円
）、第
２
位
に
長
崎
県（
8
，2
1
5

百
万
円
）が
続
い
て
い
ま
す
。

　
サ
バ
は
主
に
西
日
本
で
ブ
ラ
ン
ド
化
が
進
ん
で
お
り
、大
分
市

佐
賀
関
で
水
揚
げ
さ
れ
る「
関
さ
ば
」や
、長
崎
県
五
島・対
馬

海
域
で
獲
れ
る「
と
き旬
さ
ば
」、高
知
県
土
佐
清
水
市
で
水
揚
げ

さ
れ
る「
清
水
サ
バ
」、鳥
取
県
岩
美
町
の
陸
上
養
殖
施
設
で
育

て
ら
れ
、悪
い
虫（
寄
生
虫
）が
つ
か
な
い
と
さ
れ
る「
お
嬢
サ

バ
」な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
九
州
で
最
も
サ
バ
類
の
産
出
額
が
少
な
い
佐
賀
県
に
お
い
て

も
、2
0
1
2
年
か
ら
唐
津
市
と
九
州
大
学
が
マ
サ
バ
の
完
全
養

殖
技
術
の
共
同
研
究
を
は
じ
め
ま
し
た
。そ
こ
で
開
発
さ
れ
た
の

が
、脂
が
甘
く
、青
魚
特
有
の
魚
臭
さ
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
ず
に
美

味
し
く
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、寄
生
虫
の
つ
く
リ
ス
ク
が
ほ
と

ん
ど
な
い
完
全
養
殖
の
マ
サ
バ「
唐
津
Q
サ
バ
」で
す
。「
唐
津
Q

サ
バ
」は
こ
れ
ま
で
唐
津
市
や
福
岡
市
内
の
飲
食
店
で
提
供
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、生
産
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
今
春
か
ら
首
都
圏

の
飲
食
店
で
も
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
呼
子
の
イ

カ
」に
続
く
唐
津
の
名
産
品
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

出所：農林水産省「平成28年漁業産出額」を基にFFG ビジネスコンサルティング作成

（百万円）

20
位 
福岡
県

29
位 
熊本
県

35
位 
佐賀
県

19
位 
山口
県

18位
 大
分県

17位
 宮
崎県

11位
 鹿
児島
県

5位
 千
葉県

4位
 青
森県

3位
 静
岡県

2位
 長
崎県

1位
 茨
城県

2,000

1,000

0

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000
8,321 8,215

4,123

2,844 2,843

1,088
451 322 319 257 39 6

写真提供：唐津市

完全養殖「唐津Qサバ」
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　熊本銀行保田窪支店は本年6月18日から、近隣の託麻支店内へ店舗内店舗方式（1つの店舗内で複数の支店
が営業する方式）での移転を行って営業しています。そこで保田窪支店の店舗跡地に、無人のサービス拠点
「サテライトプラザ保田窪」を開設し、7月2日（月）から営業を開始しました。
　「サテライトプラザ保田窪」は、ATMコーナーにテレビ相談窓口を併設した新しい形態の店舗で、テレビ電話を
通じてオペレーターと対話しながら、新規口座開設や各種変更手続きを行うことができます。また、ATMのほかに
税金・公共料金セルフ収納機や通帳繰越機といった新たな機器を導入し、これまで行員が窓口でお受付していた
お取引きの一部を、お客さま自身で簡潔かつスピーディにお手続きいただけるようになりました。
　熊本銀行では、「サテライトプラザ保田窪」を次世代型のサービス拠点として位置付け、デジタル技術を活用
しながら、より多くのお客さまにご満足いただけるサービスの提供を目指してまいります。
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We look into  your  eye s ,  lend a n  ea r  to  you,  a nd engage  w it h  you.

田名部　徹朗 氏　株式会社 三松　代表取締役社長
永田　佳子 氏　熊本KDSグループ　株式会社 KDS熊本ドライビングスクール　代表取締役
吉岡　英一 氏　株式会社 旭屋　代表取締役社長

To p  I n t e r v i e w

熊本銀行保田窪支店の店舗跡地に
『サテライトプラザ保田窪』がオープン！

F F G か ら の お 知 ら せ

〒862-0924
熊本県熊本市中央区帯山4-55-8所 在 地

テレビ相談窓口

■営業時間
平　日／9：00～15：00

※新規口座開設は個人の方を対象とさせていただきます

■取引内容
• 新規口座開設（総合口座／普通預金口座）
• 住所変更　• 通帳・カードの紛失　• その他のご相談

税金･公共料金
セルフ収納機

■営業時間
平　日／9：00～14：00
※一部、お取扱いできない帳票がございます

■取引内容
• 税金の納付（熊本県税／熊本市税）　• 公共料金のお支払い

■営業時間
平　日／8：00～21：00
土日祝／8：00～21：00
※当プラザのATMでは、硬貨もお取扱いいたします（平日8：45～18：00）　※一部、通帳繰越機対象外の通帳がございます

■取引内容
• 入出金、振込、残高照会 等（ATMを利用したお取引）
• 通帳記帳、通帳繰越

※お手続きの内容によっては、最寄の有人店舗をご案内させていただきます

ATM／通帳繰越機

103

228

サテライトプラザ保田窪

託麻支店・
保田窪支店

日赤通支店

セブン
イレブン

ディスカウント
ドラッグコスモス

帯山小

洋服の青山

シュロアモール長嶺
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新大江支店
熊本県立大

熊本赤十字病院


